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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

苫小牧工業高等専門学校 

（２）所在地 

北海道苫小牧市 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科，電気電子工学科， 

情報工学科，物質工学科，環境都市工学科 

専攻科：電子・生産システム工学専攻， 

環境システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成19年5月１日現在） 

学生数：学 科 976人 

    専攻科  50人 

専任教員数： 76人（校長を含む） 

２ 特徴 

 苫小牧工業高等専門学校（以下，苫小牧高専あるいは

本校と略す）は，昭和 39 年 4 月に，「深く専門の学芸を

教授し，職業に必要な能力を育成すること」を目的とし

た国立工業高等専門学校の第３期校として設置された。 

 設立時は機械工学科，電気工学科，工業化学科の 3 学

科（学生総定員 600 名）構成であったが，昭和 44 年 4 月

に土木工学科，平成 2 年 4 月に情報工学科が設置され，

現在の専門学科 5 学科（学生総定員 1,000 名）構成に至

っている。以後，時代の要請に応えるべく，平成 6 年 4

月には工業化学科から物質工学科への改組，平成 7 年 4

月には土木工学科から環境都市工学科への改組が行われ，

平成 12 年 4 月には電気工学科から電気電子工学科への学

科名称変更が行われた。 

 また，平成15年4月には，「より高度な専門知識と技術

を教授し，創造的な研究開発や先端技術に対応できる人

材を育成すること」を目的として，電子・生産システム

工学専攻および環境システム工学専攻の２専攻からなる

専攻科（学生総定員40名）が設置された。 

本校は，開校以来，「誠実な心情，友愛の精神，不屈

の気力」という信条のもとに，一般科目と専門科目をく

さび型に配置して互いに有機的に関連させた教育課程に

よって，専門基礎を重視した教育，実験・実習・演習等

を重視した実践的・創造的教育を実施している。また，

平成16年4月には，前年の専攻科開設を受けて，日本技術

者教育認定機構（以下JABEEと略す）の基準に準拠した

「環境・生産システム工学」教育プログラムを設置した。

この教育プログラムは，本科５学科の４・５年生および

専攻科２専攻の教育課程から構成され，「「専門分野横

断型」の教育を通して複数の領域の知識と技術を持ち合

わせ，複合領域に関する問題に対して創造性を発揮し解

決できる実践的技術者を育成すること」を目的としてい

る。平成18年５月には工学（融合複合・新領域）関連分

野の教育プログラムとしてJABEEによる認定を受けている

（認定開始は平成17年度）。 

さらに，平成17年度には「現代的教育ニーズ取組支援

プログラム」（現代GP）に採択された「学生参画型産学

連携推進プログラム」を発足させるとともに，他高専と

合同の現代GP「創造性豊かな実践的技術者育成コースの

開発」「高専間連携を活用した体験型環境教育の推進」

に参画，平成19年度には「実践的テーマによる国際産学

連携CEの推進」プログラムが文部科学省の「国際化推進

プログラム」に採択されるなど，さらなる教育改善に努

めている。 

 地域社会・地域産業との交流・連携に関しては，地域

共同研究センターを設置し，共同研究，技術開発相談，

研究生・科目等履修生制度，公開講座，小中学校への出

前授業等の活動を通じ，地元産業界による苫小牧高専協

力会とも連携して，その促進を図っている。また，地域

共同研究センターの活動は，その設備の利用と併せて，

本科卒業研究・専攻科特別研究等，本校の教育面に対す

る直接・間接の支援ともなっている。 

他教育機関との連携に関しては，北海道大学工学部・

農学部，室蘭工業大学との単位互換協定，ニュージーラ

ンドEITホークスベイ校，モンゴル科学技術大学との学術

交流協定を結んでいる。 

 ニュージーランドEITとの学術交流協定においては，学

生の語学研修制度を設け，CALLシステムの導入，本科・

専攻科の全学年を対象とした英語統一テストの実施と併

せて，国際社会に対応できるコミュニケーション基礎能

力育成の一助としている。 

 また，学級担任によるクラス指導，定員総数422名の学

生寮における各種指導・支援，全員顧問制による課外ク

ラブ活動支援等，人間性涵養に関する教育活動も活発に

行っている。 
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Ⅱ 目的 

 本校では，学則第１条で，準学士課程の目的を「教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深

く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」，学則第56条で，専攻科課程の目的を「高等専門学

校における教育の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門的知識及び技術を教授し，その研究

を指導し，もって広く産業の発展に寄与する人材を育成すること」とそれぞれ定めている。 

 本校では，これらの学則の条文を基に，以下に示す教育理念，育成すべき人材像，具体的な学習・教育目標を

本校の教育における「目的」として定めている。 

[１]教育理念 

「苫小牧工業高等専門学校は，高等教育機関として，科学・技術に興味を持つ学生を受け入れ，個性と能力を重

んじつつ心身の成長を促進し，幅広い教養と「ものづくり」の実践を基本とした専門的知識及び技術を付与し，

時代の要請に応えて，国際社会で通用する主体的行動を展開できる能力を備えた創造的な技術者を養成する。」 

[２]養成すべき人材像 

Ⅰ：豊かな人間性を持った技術者 Ⅱ：確固とした工学基礎知識と能力を持った技術者 

Ⅲ：創造性ある実践的技術を持った技術者 

[３]苫小牧高専の学習・教育目標 

 本校では，教育を行う場合に意識すべき目標を，学生全体の視点から以下の(A)～(I)の項目として掲げ，さら

に，準学士課程あるいは専攻科課程の学生が卒業・修了までに身に付けるべき能力を，課程毎に具体的に定めて

いる。 

（A）教養：地球的視点で自然や環境を考え，歴史，文化，社会などについて広い視野を身につける。（B）倫理

と責任：技術者としての倫理観や責任感を身につける。（C）コミュニケーション：日本語で記述，発表，討論す

るプレゼンテーション能力と国際的な場でコミュニケーションをとるための語学力の基礎能力を身につける。 

（D）工学基礎：数学，自然科学，情報技術および工学の基礎知識と応用力を身につける。（E）継続的学習：技

術者としての自覚を持ち，自主的，継続的に学習できる能力を身につける。 

（F）専門の実践技術：ものづくりに関係する工学分野のうち，得意とする専門領域を持ち，その技術を実践でき

る能力を身につける。（G）複合領域の実践技術：他の専門領域も理解し，自身の専門領域と複合して考察し，境

界領域の問題解決に適用できる応用技術を身につける。（H）社会と時代が求める技術：社会や時代が要求する技

術を認識し，それらを応用してシステム化や製品化するデザイン能力，開発能力，とりまとめ能力を身につける。

（I）チームワーク：自身の専門領域の技術者とは勿論のこと，他領域の技術者ともチームを組み，計画的かつ円

滑に仕事を遂行できる能力を身につける。 

[３．１]準学士課程の学習・教育目標 

 苫小牧高専の学習・教育目標(A)～(I)に対する準学士課程の具体的な指標を以下に示す。 

（A）A－ⅰ：社会，経済，法学，哲学，歴史，文化，言語など社会科学および人文科学に関する基本的な事項に

ついて説明できる。A－ⅱ：社会科学および人文科学における概念や方法論を認識できる。 

（B）B－ⅰ：社会における倫理上の問題に関する基本的な事項について説明できる。B－ⅱ：技術が自然や社会に

与える影響を理解し，技術者の社会的責任を認識できる。 

（C）C－ⅰ：自分の考えをまとめてプレゼンテーションできる。C－ⅱ：相手の意見や主張を理解し，討論できる。

C－ⅲ：自分の考えを論理的に日本語の文章で記述できる。C－ⅳ：英文を正しく読解し，その内容を日本語

で説明できる。 

（D）D－ⅰ：数学に関する基礎的な問題を解くことができる。D－ⅱ：自然科学に関する基礎的な問題を解くこと

ができる。D－ⅲ：情報技術を利用できる。D－ⅳ：数学，自然科学，情報技術および工学の基礎知識を専門

分野の工学的問題解決に応用できる。 
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（E）E－ⅰ：技術の変化に関心を持ち，自主的に新たな知識を獲得できる。E－ⅱ：工学知識，技術の修得を通し

て，継続的に学習することができる。 

（F）F－ⅰ：ものづくりや環境に関係する工学分野のうち，専門とする分野の知識を持ち，基本的な問題を解く

ことができる。F－ⅱ：実験，演習，研究を通して，課題を認識し，問題解決のための実施計画を立案・実行

し，その結果を解析できる。F－ⅲ：専門とする分野の技術を実践した結果を工学的に考察して，期限内にま

とめることができる。 

（H）H－ⅰ：専門とする分野について，社会が要求する技術課題を認識できる。 

（I）I－ⅰ：共同作業における責任と義務を認識し，計画的かつ円滑に仕事を遂行できる能力を身につける。 

[３．２]専攻科課程の学習・教育目標 

苫小牧高専の学習・教育目標(A)～(I)に対する専攻科課程の具体的な指標を以下に示す。 

（A）A－３：地球環境や社会における問題点を整理し，社会科学および人文科学の知識，概念，方法論に基づい

て多様な観点から考えることができる。 

（B）B－１：技術者倫理，技術史，関係法規，安全工学，リスクマネジメントなどに関する基本的な事項につい

て説明できる。B－２：環境問題の論点を整理し，技術者倫理と工学の知識に基づいて問題を分析できる。B

－３：技術が自然や社会に与える影響を理解し，現代社会における技術の問題を認識したうえで，技術者の

社会的責任を考えることができる。 

（C）C－１：自分の考えを論理的，客観的にまとめてプレゼンテーションができる。C－２：相手の意見や主張を

理解し，自分の考えをまとめて討論できる。C－３：日本語による実践的文書作成を，効果的，効率的に行う

ことができる。C－４：英語で書かれた論文などを正しく読解し，その内容を日本語で説明できる。C－５：

英語で簡単なコミュニケーションをとることができる。 

（D）D－１：線形代数，解析，確率・統計などの工学に関連する数学の基礎的な問題を解くことができる。D－

２：物理，化学，生物学などの工学に関連する自然科学の基礎的な問題を解くことができる。D－３：情報技

術に関する知識を活用できる。D－４：数学，自然科学，情報技術および工学の基礎知識を応用し，設計・シ

ステム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学系，社会技術系の工学的問題を解決できる。 

（E）E－１：技術の変化に関心を持ち，自主的に新たな知識や適切な情報を獲得できる。E－２：工学知識，技術

の修得を通して，自主的・継続的に学習することができる。 

（F）F－１：ものづくりや環境に関係する工学分野のうち，選択した領域の専門分野の知識を持ち，基本的な問

題を解くことができる。F－２：実験，演習，研究を通して，課題を認識し，専門知識と技術を生かして解決

案を考えることができる。F－３：問題解決のための実施計画を立案・実行し，データを正確に収集して適切

な方法により解析できる。F－４：得意とする専門領域の技術を実践した結果を工学的に考察して，期限内に

まとめることができる。 

（G）G－１：自身の専門領域に加えて，他領域の基礎的な実験ができる。G－２：自身の専門領域の技術に，他領

域の知識と技術を複合し，創造性を発揮して問題に取り組み，解決の方向へ進めることができる。G－３：複

数の専門領域に関する知識と技術を用いて境界領域を認識できる。G－４：苫小牧の地域性を理解し，自らの

専門分野との関わりを考えることができる。 

（H）H－１：社会が要求する技術課題を広い視野でとらえ，システム，プロセス，製品について，与えられた条

件下でより良い設計や解決方法の立案ができる。H－２：寒冷地でのエネルギー・環境技術の現状と課題およ

び将来動向について概説できる。 

（I）I－１：共同作業における責任と義務を認識し，状況に応じてリーダーやスタッフなどの役割を果たすこと

ができる。I－２：グループ内の複数の意見を集約して，実行へ移すための計画案を提案し，合意された事柄

に対して協力できる。
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基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の使命は，準学士課程については昭和39年に学則第１条として，専攻科

課程については平成15年に学則第56条として定められている（資料１－１－①－１）。平成16年に

は，準学士課程４，５年生と専攻科１，２年生に適用される教育プログラムの学習・教育目標を定

めた（資料１－１－①－２）。さらに平成18年には，基本方針として「教育理念」，養成しようと

する人材像として｢養成すべき人材像｣，及び達成しようとしている基本的な成果として「学習・教

育目標」を定め，「目的」の明確化を図った（資料１－１－①－３，４）。結果として，現在の本

校における教育の「目的」は，資料１－１－①－５に示す通りとなっている。 

 この資料からわかるように，苫小牧高専の学習・教育目標(A)～(I)に関して，準学士課程，専攻

科課程各々に求められる達成度に対する具体的な指標が定められている。例えば，複合領域の実践

技術に関する学習・教育目標（G）は専攻科課程に固有の目標となっている。 

 なお，専攻科課程の学習・教育目標Ａ（教養：）は，Ａ− ３から始まる１項のみとなっているが，

これは前述した教育プログラムの学習・教育目標（資料１－１－①－２）との関連に配慮して，学

生が理解しやすいように表記上の工夫を行っているものである。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の使命，基本方針，達成しようとしている基本的な成果等は，

学則，「教育理念」「養成すべき人材像」「学習・教育目標」に明確に定められている。準学士課

程・専攻科課程各々の達成度に対する具体的な指標についても，明確に定められている。 

 以上のことから，本校は，高等専門学校としての目的を明確に定めているといえる。 
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資料１－１－①－１

本校の使命 

 

（略） 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料１－１－①－２

「環境・生産システム工学」教育プログラム学習・教育目標 

「「「環環環境境境・・・生生生産産産シシシススステテテムムム工工工学学学」」」教教教育育育プププロロログググラララムムム   

学学学習習習・・・教教教育育育目目目標標標   
 

Ⅰ 豊かな人間性を持った技術者 
（Ａ）教養：地球的視点で自然や環境を考え，歴史，文化，社会などについて広い視野を身につける。 

Ａ－１：社会，経済，法学，哲学，歴史，文化，言語など社会科学および人文科学に関する基本的な事項について説明できる。 

Ａ－２：社会科学および人文科学における概念や方法論を認識できる。 

Ａ－３：地球環境や社会における問題点を整理し，社会科学および人文科学の知識，概念，方法論に基づいて多様な観点から考えることが 

できる。 

（Ｂ）倫理と責任：技術者としての倫理観や責任感を身につける。 
Ｂ－１：技術者倫理，技術史，関係法規，安全工学，リスクマネジメントなどに関する基本的な事項について説明できる。 

Ｂ－２：環境問題の論点を整理し，技術者倫理と工学の知識に基づいて問題を分析できる。 

Ｂ－３：技術が自然や社会に与える影響を理解し，現代社会における技術の問題を認識したうえで，技術者の社会的責任を考えることができる。 

（Ｃ）コミュニケーション：日本語で記述，発表，討論するプレゼンテーション能力と国際的な場でコミュニケーションをとるための

語学力の基礎能力を身につける。 
Ｃ－１：自分の考えを論理的，客観的にまとめてプレゼンテーションができる。 

Ｃ－２：相手の意見や主張を理解し，自分の考えをまとめて討論できる。 

Ｃ－３：日本語による実践的文書作成を，効果的，効率的に行うことができる。 

Ｃ－４：英語で書かれた論文などを正しく読解し，その内容を日本語で説明できる。 

Ｃ－５：英語で簡単なコミュニケーションをとることができる。 

 

Ⅱ 確固とした工学知識と能力を持った技術者 
（Ｄ）工学基礎：数学，自然科学，情報技術および工学の基礎知識と応用力を身につける。 

Ｄ－１：線形代数，解析，確率・統計などの工学に関連する数学の基礎的な問題を解くことができる。 

Ｄ－２：物理，化学，生物学などの工学に関連する自然科学の基礎的な問題を解くことができる。 

Ｄ－３：情報技術に関する知識を活用できる。 

Ｄ－４：数学，自然科学，情報技術および工学の基礎知識を応用し，設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学系，社会技術系の工学

的問題を解決できる 

（Ｅ）継続的学習：技術者としての自覚を持ち，自主的，継続的に学習できる能力を身につける。 
Ｅ－１：技術の変化に関心を持ち，自主的に新たな知識や適切な情報を獲得できる。 

Ｅ－２：工学知識，技術の修得を通して，自主的・継続的に学習することができる。 

 

Ⅲ 創造性ある実践的技術を持った技術者 
（Ｆ）専門の実践技術：ものづくりに関係する工学分野のうち，得意とする専門領域を持ち，その技術を実践できる能力を 

身につける。 
Ｆ－１：ものづくりや環境に関係する工学分野のうち，選択した領域の専門分野の知識を持ち，基本的な問題を解くことができる。 

Ｆ－２：実験，演習，研究を通して，課題を認識し，専門知識と技術を生かして解決案を考えることができる。 

Ｆ－３：問題解決のための実施計画を立案・実行し，データを正確に収集して適切な方法により解析できる。 

Ｆ－４：得意とする専門領域の技術を実践した結果を工学的に考察して，期限内にまとめることができる。 

（Ｇ）複合領域の実践技術：他の専門領域も理解し，自身の専門領域と複合して考察し，境界領域の問題解決に適用できる応用

技術を身につける。 
Ｇ－１：自身の専門領域に加えて，他領域の基礎的な実験ができる。 

Ｇ－２：自身の専門領域の技術に，他領域の知識と技術を複合し，創造性を発揮して問題に取り組み，解決の方向へ進めることができる。 

Ｇ－３：複数の専門領域に関する知識と技術を用いて境界領域を認識できる。 

Ｇ－４：苫小牧の地域性を理解し，自らの専門分野との関わりを考えることができる。 

（Ｈ）社会と時代が求める技術：社会や時代が要求する技術を認識し，それらを応用してシステム化や製品化するデザイン能力，

開発能力，とりまとめ能力を身につける。 
Ｈ－１：社会が要求する技術課題を広い視野でとらえ，システム，プロセス，製品について，与えられた条件下でより良い設計や解決方法の立案が

できる。 

Ｈ－２：寒冷地でのエネルギー・環境技術の現状と課題および将来動向について概説できる。 

（Ｉ）チームワーク：自身の専門領域の技術者とは勿論のこと，他領域の技術者ともチームを組み，計画的かつ円滑に仕事を遂

行できる能力を身につける。 
Ｉ－１：共同作業における責任と義務を認識し，状況に応じてリーダーやスタッフなどの役割を果たすことができる。

（出典 総務課資料）
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資料１－１－①－３

学校の目的の明確化 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第８回運営委員会資料）
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資料１－１－①－４

学校の目的の改正 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 14 回運営委員会資料）
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資料１－１－①－５

学校の目的 

 

（次ページへ続く）
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（資料１－１－①－５の続き）

 

（次ページへ続く）
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観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況） 本校の学則第１条で定める目的（前出資料１－１－①－１）は，学校教育法

第70条２の条文を踏まえて制定されたものである。これを受けて制定された本校の教育の「目的」

（前出資料１－１－①－５）では，｢養成すべき人材像｣のⅠ及びⅡ，「学習・教育目標」の（A）

～（E）が学校教育法第70条の２にある「深い専門の学芸の教授」に，｢養成すべき人材像｣のⅢ，

「学習・教育目標」の（F）～（I）が学校教育法第70条の２にある「職業に必要な能力の養成」に

対応している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の目的は，学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて制定

されている。また，養成すべき人材像や卒業（修了）時に身につけるべき学力や資質・能力は，学

校教育法上の高等専門学校の目的との対応がとれているものである。 

従って，本校の目的は学校教育法の定めにはずれるものではないといえる。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況） 運営委員会で，目的の周知，及びその周知状況の調査を定期的に実施するこ

とを決定している（資料１－２－①－１）。この方針に沿って，準学士課程および専攻科課程の学

（資料１－１－①－５の続き）

 

（出典 平成 19 年度第１回教員会議資料）
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生には本校の目的を記した資料（資料１－２－①－２）を配付し，担任教員・専攻主任から説明を

行っている。留学生や編入学生を含む新入学生にも，入学後早期に担任等から周知している。常勤

教員には教員会議（資料１－２－①－３）で，職員には事務部連絡会（資料１－２－①－４）で，

非常勤教員にも資料を配付して周知を図っている。さらに，目的を記したポスター（資料１－２－

①－５）を教室や玄関に掲示している。また，従前より学生便覧に目的を規定した学則（前出資料

１－１－①－１）を掲載していたが，平成 19 年度からは，学生便覧，シラバス，学校要覧等（資

料１－２－①－６～９）にも本校の目的を掲載して周知の一手段としている他，さらに本校ウェブ

サイト（資料１－２－①－10）でも本校の目的が参照できるようにしている。 

運営委員会での決定（資料１－２－①－１）に基づき，平成 19 年４月に周知の状況についての

調査（資料１－２－①－11）を実施した。本校の「学習・教育目標」についてある程度以上知って

いる割合は，教職員で 92％，専攻科課程では対象者の 88％と高いが，準学士課程の学生では対象

者の 40％弱であった。各課程の学習・教育目標についての学生の認知度は，専攻科課程学生では

82％と高いのに対し，準学士課程の学生では 19％であった。また教職員では両課程の平均で 76％

であった。目的の周知とその周知状況の調査は今後も継続して行われる（前出資料１－２－①－

１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の目的は資料や刊行物の配付，ホームルームでの学生への説明，

教員会議や事務部連絡会における教職員への説明等によって，学校の構成員に周知されている。平

成19年4月の調査では，本校の学習・教育目標の認知度は，教職員や専攻科課程学生では80～90％

に達するが，準学士課程学生では40％弱という結果となった。専攻科課程学生の場合，教育プログ

ラムの学習・教育目標に関する周知活動が，平成18年度に明確化された新しい本校の「目的」を理

解する一助となり，高い認知度が得られたものと思われる。これに対して，準学士課程学生の認知

度が40％弱に止まるのは，目的の周知活動が平成18年度末に始まったばかりであることが主な要因

だと考えられる。今後の周知活動の継続によって認知度の向上が期待できる。 
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資料１－２－①－１

目的の周知及びその周知状況の調査 

 

（出典 平成 18 年度第 16 回運営委員会資料）
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資料１－２－①－２

学校の目的の学生への周知 

 

苫小牧高専の「目的」について 

 

学生の皆さんへ 

 本校ではさまざまな教育上の改善を進めていますが，この度，学校の「目的」の整備を行いまし

た。これは皆さんに深く関係することですので，配付された資料も参考にして，十分に理解されるこ

とをお願いします。 

1．苫小牧高専の「目的」を明確にしました。 

・これまでよりも明確で具体的な表現となるようにしました。 

・専攻科の設置や JABEE 教育プログラムの制定等，最近の変化にも対応させました。 

2．本校での教育活動は「目的」に沿って行われます。 

・教職員には教育内容・教育方針の基となります。 

カリキュラムやシラバスは，この「目的」を達成するように作られています。 

・学生には学習の道標になります。 

卒業・修了までに達成すべき目標が示されているので，どのような勉強をしていくのかがわかりま

す。 

（略） 

本校の目的 

■ 教育理念 ■ 

苫小牧工業高等専門学校は，高等教育機関として，科学・技術に興味を持つ学生

を受け入れ，個性と能力を重んじつつ心身の成長を促進し，幅広い教養と「もの

づくり」の実践を基本とした専門的知識及び技術を付与し，時代の要請に応え

て，国際社会で通用する主体的行動を展開できる能力を備えた創造的な技術者を

養成する。 

 

■ 養成すべき人材像 ■ 

Ⅰ 豊かな人間性を持った技術者 

Ⅱ 確固とした工学知識と能力を持った技術者 

Ⅲ 創造性ある実践的技術を持った技術者 

 

■ 学習・教育目標 ■ 

（a）苫小牧高専の学習・教育目標 

（Ａ）教養：地球的視点で自然や環境を考え，歴史，文化，社会などについて広い視野を

身につける。 

（以下略） 

 

（出典 平成 19 年 2 月 8 日 学生への配付資料）
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資料１－２－①－３

学校の目的の教員への周知 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 18 年度第 8 回教員会議資料）
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資料１－２－①－４

学校の目的の職員への周知 

 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 19 年 1 月 24 日 事務部連絡会資料）
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資料１－２－①－５

学校の目的の学内掲示 

 

（出典 教室，玄関掲示ポスター）
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資料１－２－①－６

学校の目的の学生便覧（本科用）への掲載 

 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧（準学士課程用））
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資料１－２－①－７

学校の目的の学生便覧･シラバス（専攻科用）への掲載 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科課程用））
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資料１－２－①－８

学校の目的のシラバス（本科用）への掲載 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 19 年度シラバス（準学士課程用））

資料１－２－①－９

学校の目的の学校要覧への掲載 

 

（以下略） 

（出典 平成 19 年度学校要覧）
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資料１－２－①－10

学校の目的のウェブサイトへの掲載 

 

（以下略） 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料１－２－①－11

学校の目的の周知状況調査結果 

 

（次ページへ続く）
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（資料１－２－①－11 の続き）

 

（出展 平成 19 年度第４回運営委員会資料）
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観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 高専ガイド，学校要覧，高専通信，専攻科入学案内等の学外向け刊行物（前

出資料１－２－①－９，資料１－２－②－１～３）に本校の目的を掲載しており，関係各方面に相

当部数を配布している（資料１－２－②－４）。また，ウェブサイトにも本校の目的を掲載してお

り（前出資料１－２－①－10），ウェブサイトは相当数の中学生に閲覧されている（資料１－２－

②－５）。 

近隣の中学校を訪問して行う入試説明及び本校で開催する入試懇談会の際には，学校要覧を用い

て本校の目的に関する説明を行っている（資料１－２－②－６，７）。また，卒業生（修了生）の

就職先を対象として実施する「苫小牧高専の教育に関するアンケート調査」（平成18年度実施分で

は，発送先328社）の調査項目に，本校の学習・教育目標に関する設問（資料１－２－②－８）を

おき，本校の目的を知らせる役割も持たせている。同様のアンケートは，本校卒業生に対しても実

施されている。これらのアンケートは定期的に実施される（資料１－２－②－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の教育理念，養成すべき人材像，課程毎の卒業（修了）時に身

につけるべき学力や資質・能力は，学校要覧等の定期刊行物及びウェブサイトに掲載されている。

本校への進学を予定している中学生及びその保護者は，高専ガイド，ウェブサイト等により本校の

学習・教育目標等を知ることができる。就職先企業については，本校が実施しているアンケートの

調査項目に本校の学習・教育目標に関する設問があり，これによって目的を知ることができる。 

 以上のことから，本校の目的は社会に対して広く公表されているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－②－１

学校の目的の広報誌への掲載 

本校の目的  
 

 本校は、「教育理念」と「養成すべき人材像」を掲げ、また、学生の皆さんが目指す

目標として、「学習・教育目標」を定めて教育を行っています。 

昨年秋に実施した、企業、卒業生、学生の皆様にお願いしたアンケートでは、これら

の目標についてのご意見を頂きました。今回、これら本校の目的を、以下のように、学

生の皆さんにとってより分かりやすい文章に整理し、また、学習・教育目標を、本科・

専攻科にまたがる大きな目標としての「苫小牧高専の学習・教育目標」と、より具体的

な到達目標からなる「準学士課程の学習・教育目標」「専攻科課程の学習・教育目標」

に分けて整理しました（なお、３種類の学習・教育目標をまとめたものは「JABEE プロ

グラムの学習・教育目標」に一致します）。なお、各学科、各専攻、センターなどの目

的は、本校ウエッブサイト等に掲載しますので、そちらをご覧下さい。 

この新しい「本校の目的」は平成 19 年４月からスタートします。ご確認頂き、今後

に向けてご意見をお寄せください。 

 
本校の目的  

 
■ 教育理念 ■   

（以下略） 

（出典 高専通信第 114 号）
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資料１－２－②－２

学校の目的の専攻科入学案内への掲載 

入 学 案 内 

 
１．専攻科での教育について 
 
（１）専攻科課程 
 高専の専攻科は、高等専門学校における 5 年間の教育課程（準学士課程）の上に設けら

れた 2年間の課程（専攻科課程）です。 
 本校専攻科の教育課程では、一般教養科目、専門基礎科目、専門科目をバランス良く開

講しています。出身学科に関連する専門科目を重視しながらも、幅広い分野について柔軟

に選択履修できるようになっています。 
 専攻科に入学した学生は、本校の目的（p.１４）に述べられている専攻科課程の学習・

教育目標を達成するように学習を進めます。 
 

（略） 

苫小牧高専の目的について 
 
本校の目的 
 本校では、以下に掲げる教育理念、要請すべき人材像、学校全体の学習教育目標および

準学士（本科）と専攻科の両課程の学習・教育目標をもって本校の目的としています。 
 
（1）教育理念 
 苫小牧工業高等専門学校は、高等教育機関として、科学・技術に興味を持つ学生を受け

入れ、個性と能力を重んじつつ心身の成長を促進し、幅広い教養と「ものづくり」の実践

を基本とした専門的知識及び技術を付与し、時代の要請に応えて、国際社会で通用する主

体的行動を展開できる能力を備えた創造的な技術者を養成する。 
 

（以下略） 

（出典 平成 20 年度専攻科入学案内）
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資料１－２－②－３

学校の目的の高専ガイドへの掲載 

 

 

（出典 平成 19 年度高専ガイド）
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資料１－２－②－４

刊行物配布先 

 
 

 

（出典 総務課資料）
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資料１－２－②－５

平成 19 年度新入生アンケート集計結果 

 

 
（次ページへ続く）
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（資料１－２－②－５の続き）

 

 

（出典 学生課資料）
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資料１－２－②－６

平成 19 年度入学試験に関する懇談会資料 

 

（出典 学生課資料）
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資料１－２－②－７

 中学校訪問日程，訪問先，配付資料数等 

 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料１－２－②－７の続き）

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料１－２－②－８

企業向けアンケートでの設問 

 

苫小牧高専の教育に関するアンケート調査 
 

差し支えなければ，御社名とご担当者様のお電話番号をご記入下さい（集計結果公表の際は表示されません）。 

 

御社名（機関名）：                                  電話番号                

 

以下の質問１～１５につきまして，該当する番号を選んで○で囲み，ご意見等のご記入をお願い致します。  
 

（略） 

Ｂ 苫小牧高専の教育について 

 

本校には，５年間の高専本科課程と，それに続く２年間の専攻科課程（学士課程）があります。本校の専攻科

は複数の専門分野を融合・複合した教育を特色としており，技術者教育の質を保証する「日本技術者教育認定

機構（JABEE）」の認定を受けています。   

本校の教育に関して，次ページからの質問にお答え頂き，ご意見をお聞かせ下さい。  

 

 （次ページにお進み下さい）
 

苫小牧高専は，次のⅠ～Ⅲのような技術者を育成する大目標を掲げて，専攻科までの教育を行っています。

 

 

 

 

質問６ 上記の大目標を達成するため，次の A～I に示す能力についての具体的な目標を定めています。最近 10

年間にご採用頂いた本校卒業者と専攻科修了者の能力について，御社では全体的にどのように評価して頂い

ていますか。 評価に対応した５～０までの番号のうち，該当するものを１つだけ選んで○をつけて下さい。 

 

               非常に高い  やや高い   ふつう   やや低い 非常に低い  判断できない 

Ａ 教養 

卒業者： ５---------４---------３---------２---------１     ０ 

専攻科修了者： ５---------４---------３---------２---------１     ０ 

Ⅰ 豊かな人間性を持った技術者 

Ⅱ 確固とした工学知識と能力を持った技術者 

Ⅲ 創造性ある実践的技術を持った技術者

 

（以下略） 

 

（出典 平成 18 年度第８回運営委員会資料）
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資料１－２－②－９

定期的なアンケートの実施の計画 

 

 

（略） 

（以下略） 

 

（出典 平成 18 年度第 13 回運営委員会議事録）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

本校の「目的」は，「教育理念」「養成すべき人材像」「学習・教育目標」として明確に定め

られており，さらに準学士課程・専攻科課程各々の達成度に対する指標も，各課程の学習目標と

して具体的かつ詳細に設定されている。これらの指標は，両課程の接続性を考慮したものともな

っている。 

本校の「目的」は，種々の手段によって積極的に周知・公表されており，周知度に関するアン

ケート調査の結果，専攻科生および教職員では十分な認知度が得られていることが確認されてい

る。 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校の使命，基本方針，達成しようとしている基本的な成果等は，学則，「教育理念」「養成す

べき人材像」「学習・教育目標」に明確に定められている。準学士課程・専攻科課程各々の達成度

に対する具体的な指標についても，明確に定められている。また，本校の目的は，学校教育法上の

高等専門学校の目的を踏まえて制定されており，養成すべき人材像や卒業（修了）時に身につける

べき学力や資質・能力は，学校教育法上の高等専門学校の目的との対応がとれているものである。 

本校の「目的」の構成員への周知は，資料や刊行物の配付，ホームルームでの学生への説明，教

員会議や事務部連絡会における教職員への説明などによって行われている。平成19年4月の調査で

は，本校の学習・教育目標の認知度は，教職員や専攻科課程学生では80～90％に達する。準学士課

程学生の認知度は40％弱に止まるが，今後の周知活動の継続によって認知度の向上が期待できる。 

本校の「目的」の公表に関しては，学校要覧等の定期刊行物及びウェブサイトへの掲載によって

行われている。本校への進学を予定している中学生及びその保護者は，ウェブサイト等により本校

の学習・教育目標等を知ることができる。就職先企業については，本校が実施しているアンケート

の調査項目に本校の学習・教育目標に関する設問があり，これによって目的を知ることができる。 

 

 



苫小牧工業高等専門学校 基準２ 

 - 37 -

基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 本校は，創設期には，当時の産業界の主要分野を考慮して，機械工学科，電

気工学科，工業化学科を設置したが，その後の産業界の変化に対応して，逐次，学科を改組・新設

し，現在は機械工学科，電気電子工学科，情報工学科，物質工学科，環境都市工学科の５学科によ

る構成となっている（資料２－１－①－１）。各学科の一学級の定員は40名となっており，高等専

門学校設置基準に合致している。 

各学科の目的（資料２－１－①－２）は代表的な工学分野である機械工学，電気電子工学，情報

工学，材料化学および生物化学，土木工学で必要とされる教育内容と合致しており，高等専門学校

設置基準の規定に適合したものである。 

全学科とも「それぞれの分野の学習を通して，基礎的な問題を解く能力を身につけること」を目

的としており，これは本校の「目的」（資料２－１－①－３）における養成すべき人材像Ⅱ（学習

・教育目標（D）,（E））と充分な整合性をもっている。また，全学科とも｢実験，実習，演習，研

究等を通して，問題を解決するための基礎的かつ実践的な能力を身につけること」を目的としてお

り，これらは本校の「目的」における養成すべき人材像Ⅲ（学習・教育目標（F）～（I））と充分

な整合性をもっている。たとえば実験などによりチームワークや責任などが養われ，また研究の過

程や発表などを通して，継続的学習などの目標も達成することができる。 

一般科目担当教員は総合学科に組織されている。総合学科の目的（資料２－１－①－４）は，本

校の「目的」における養成すべき人材像Ⅰ（学習・教育目標（A）～（C）），養成すべき人材像Ⅱ

（学習・教育目標（D），（E））及び養成すべき人材像Ⅲ（学習・教育目標（I））と整合してい

る。 

さらに各学科の教育内容については，資料２－１－①－５に示す通りであり，これらについても

本校の教育の目的と整合性が取れている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の準学士課程における５つの専門学科は高等専門学校設置基準

に基づいたものであり，有為の人材を育成して産業界に送り出すという本校の教育目的に沿ったも

のである。それぞれの学科では「主体的行動を展開できる能力を備えた創造的な技術者を養成す

る」という本校の理念に沿った教育を行っており，実践的な技術者教育がなされている。専門５学

科それぞれは，高等専門学校卒業生を必要とする産業分野を反映し体系的に構成されており，本校

教育の目的を達成する上でバランスのとれた適切なものである。 

このように準学士課程では工学全般にわたる学科構成で幅広い分野の工学技術者を育成しており，

本校の目的を達成する上で適切な学科構成となっている。 
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資料２－１－①－１

本校の学科構成 

 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料２－１－①－２

各学科の目的 

 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回運営委員会資料）
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資料２－１－①－３

本校の目的（準学士課程） 

 

（出典 教室，玄関掲示ポスター）
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資料２－１－①－４

総合学科の目的 

 

 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回運営委員会資料）

資料２－１－①－５

各学科の教育内容 

 

 
 

（次ページへ続く）
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（資料２－１－①－５の続き）

 

 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料２－１－①－５の続き）

 

 

 

 

 

 

（次ページへ続く）
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，専攻科設置の目的と構成・定員とを学則第56条および第57条で定

めており，これは学校教育法に掲げられた専攻科の教育の目的と整合している（資料２－１－②－

（資料２－１－①－５の続き）

 

 

 

 

（出典 平成 19 年度シラバス）



苫小牧工業高等専門学校 基準２ 

 - 45 -

１）。 

専攻科課程の学習・教育目標は，準学士課程の目標に比べて，より高い到達レベルを要求するも

のとなっている（資料２－１－②－２）。さらに，専攻科に固有の学習・教育目標として（G）複

合領域の実践技術に関する具体的な指標をＧ－1～Ｇ－4 として設定している。 

本校専攻科には，この学習・教育目標（G）に対応するものとして，機械工学科，電気電子工学

科，情報工学科を基盤とした電子・生産システム工学専攻と，物質工学科，環境都市工学科を基盤

とした環境システム工学専攻の２つの専攻が設置されており，それぞれの目的は明確に定められて

いる（資料２－１－②－３）。両専攻ともに  

① 準学士課程で習得した知識・技術を基礎としていること 

② 工学の境界領域を認識しつつ実践的・複合的能力を身につけること 

を目的としており，①が本校学習・教育目標の(A)～（F），（H），（I）と，②が本校学習・教育

目標の(F)～（H）と整合している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校専攻科は，準学士課程における３学科もしくは２学科を基盤と

した専攻から構成されており，その学習・教育目標において，準学士課程と比較してより高い到達

レベルを設定している。従って，学校教育法が定める「精深な程度において」，および「特別の事

項を教授し」という設置目的に適合している。また，本校の「目的」と両専攻の目的とは整合して

おり，これらのことから本校の専攻科の構成は，教育の目的を達成する上で適切なものとなってい

ると判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－②－１

専攻科設置の目的と構成・定員 

 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料２－１－②－２

専攻科課程の学習・教育目標 

 

（次ページへ続く）
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（資料２－１－②－２の続き）

 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料２－１－②－２の続き）

 

 

 

（出典 平成 19 年度第１回教員会議資料）

資料２－１－②－３

各専攻の目的 

 

 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回運営委員会資料）
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成す

る上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 教育の目的を達成するための全学的なセンターとして学術情報センターと地

域共同研究センターを設置している（資料２－１－③－１，２）。学術情報センターでは情報処理

教育，語学及び自然科学における教育効果の向上を，地域共同研究センターでは本校技術者教育へ

の支援を目的として設定している（資料２－１－③－３）。これらは本校の教育の目的に整合する

ものである。 

学術情報センターは図書館をはじめ情報処理施設，語学演習教室（LL室），視聴覚教室を有して

いる。 

情報処理施設内のオペレータ室には校内LANの管理・運用を担当する職員が常駐し，情報処理教

育施設のスムーズな運営が図られている。平日のCAI室利用時間は夜８時までとし，土曜日も利用

可能とすることで，図書館とともに学生の自学自習の一助となっている（資料２－１－③－４）。 

また視聴覚教室ではCALLシステム（コンピュータによる英語学習システム）が導入され，これに

より学生がそれぞれ自分のペースで個別学習をすることが可能となり，従来の一斉授業では得られ

ない教育効果が期待されている。さらにマルチメディアシステムにより語学のみならず自然科学ま

での広い分野にわたって効果的教育が行える学習環境を提供している。このように，学術情報セン

ターは本校の工学基礎教育における重要な設備となっており，特に本校学習・教育目標(C)～(E)を

達成する上で大きな役割を果たしている。 

地域共同研究センターが担当する業務には，民間企業を対象とした共同研究，受託研究，受託材

料試験および外部研究資金の受入れ等があるが，これらの業務は学生に対する教育活動としても位

置付けられている。また，センター内にある蛍光Ｘ線分析装置やFT-IR等の機器類は外部との共同

研究のみならず，学生の実験・研究にも自由に提供されている（資料２－１－③－５，６）。 

さらに，毎年の専攻科研究発表会開催への協力や，平成17年度に現代GPとして採択された「学生

参画型産学連携推進プログラム」への協力等の活動も行っており（資料２－１－③－７），特に本

校学習・教育目標(F)～(H)を達成する上で大きな役割を果たしている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学術情報センターの各施設は，本校における工学基礎教育を行う上

で重要な役割を果たしている。 

地域共同研究センターは，地域企業等外部との研究面での関わりを学生の教育に結びつけるとい

う役割を果たしており，また，センター設備の利用という点からも，学生の実験・研究を支援して

いる。 

これら両センターの目的は，本校の「目的」と整合するものとなっている。 

以上のことから，学術情報センター，地域共同研究センターともに本校の教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているといえる。 

 

 

 

 

 



苫小牧工業高等専門学校 基準２ 

 - 50 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－③－１

学術情報センターの設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料２－１－③－２

地域共同研究センターの設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料２－１－③－３

各センターの目的 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回運営委員会資料）
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資料２－１－③－４

ＣＡＩ室の曜日ごと，時間ごとの利用者数 

（出典 平成 18 年度第２回学術情報センター委員会資料）
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資料２－１－③－５

地域共同研究センター 材料・新素材応用研究室の鍵貸出簿 

 

 

（出典 地域共同研究センター鍵貸出し記録簿）
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資料２－１－③－６

地域共同研究センター設置機器の使用記録 

 

 

（出典 地域共同研究センター機器使用記録）
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資料２－１－③－７

平成18年度 地域共同研究センター活動方針 

 

 

（出典 平成 18 年度第１回地域共同研究センター委員会資料）
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観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

 

（観点に係る状況） 教育課程全体に関する重要な企画調整のための組織としては，校長の下に，

副校長，校長補佐（教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，点検・評価担当，企画担当），各

センター長，各学科長，事務部長を構成員とする運営委員会が設置されている（資料２－２－①－

１）。 

運営委員会は本校の運営全体を審議する機関であるが，教育課程全体を企画調整するための検討

はその中でも重要な部分を占めており，種々の事項が審議・報告されている（資料２－２－①－２，

３）。なお，詳細な検討が必要な場合には，運営委員会の下にワーキンググループを設置している

（資料２－２－①－４，５）。 

教育課程を有効に展開するための検討・運営体制としては，準学士課程については教務委員会が，

専攻科課程については専攻科委員会が設置され（資料２－２－①－６，７），各課程に関する種々

の事項について検討を行っている（資料２－２－①－８，９）。 

さらに，平成 19 年度からは準学士課程と専攻科課程両方に関わる事項の実務的な企画調整を行

うために，専攻科委員会と教務委員会との間にワーキンググループを設置することとした（資料２

－２－①－10）。 

なお，各委員会ともに，年間相当数の会議を開催し，必要に応じて連携しながら活発な活動を行

っている（資料２－２－①－11，12）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 教育課程全体を企画調整するために運営委員会が設置されている。

また，準学士課程の具体的な検討・運営体制としては教務委員会，専攻科課程の具体的な検討・運

営体制としては専攻科委員会が設置されている。これらの委員会は総合学科及び全ての専門学科か

ら選出された委員等で構成され，教育課程に関わる種々の事項について活発な活動を行っている。 

従って，教育課程の企画調整及び有効な展開に必要な検討・運営体制が整備され，教育活動等に

係る重要事項を審議する等の必要な活動を行っているといえる。 
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資料２－２－①－１

運営委員会の設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料２－２－①－２

運営委員会の審議事項 

 

 

（出典 平成 18 年度第４回運営委員会議事概要）
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資料２－２－①－３

運営委員会の審議内容 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第８回運営委員会議事録）

資料２－２－①－４

ワーキンググループの設置 

 

（以下略） 

（出典 総務課資料）
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資料２－２－①－５

ワーキンググループの活動 

 

 
（略） 

 
（略） 

 

 

 

報告事項４資料 

 
（以下略） 

 

（出典 平成18年度第16回運営委員会議事録及び資料）
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資料２－２－①－６

教務委員会の設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料２－２－①－７

専攻科委員会の設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料２－２－①－８

準学士課程に関する検討 

 

 

 

（出典 平成18年度第３回教務委員会議事概要）
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資料２－２－①－９

専攻科課程に関する検討 

 

 

 

（出典 平成18年度第５回専攻科委員会議事概要）



苫小牧工業高等専門学校 基準２ 

 - 64 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－①－10

準学士課程・専攻科課程合同ワーキンググループの設置 

 

（出典 平成19年度第３回運営委員会資料）

資料２－２－①－11 

各委員会の開催数 

委員会名 平成１７年度開催数 平成１８年度開催数 

運営委員会 ２０ ２０ 

教務委員会 ２８ ２６ 

専攻科委員会 １６ １１ 

（出典 各委員会の会議記録より作成） 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 学校運営上の各部門を担当する教員間の連携は必要に応じて日常的に行われ

ている。そうした日常活動とは別に，組織的な取組みとして平成17年度から教員間連絡ネットワー

クが設置された。教員間連絡ネットワークは，科目間連絡ネットワークと学級経営連絡ネットワー

クとから成る。科目間連絡ネットワークは検討テーマに応じて，その都度様々なグループに分かれ

る。例えば「人文・社会・語学」「工学基礎」「複合領域」「情報リテラシー」「ものづくり」

「理数系と専門学科」等のグループである（資料２－２－②－１）。 

平成 18 年度第２回科目間連絡ネットワークは「教育効果を上げるうえで関連する科目担当者間

での検討により，科目間の内容・系統のより一層の高度化と整合性の確保及び次年度のシラバスの

改善等を図る」ことを目的として行われた（資料２－２－②－２）。この中の「工学基礎」部会は

一般科目（理数系）担当教員と専門学科教員との間で行われ，数学の教育課程と専門科目等で必要

とされる数学分野についての整合性について検討がなされている（資料２－２－②－３）。この結

果は，平成 19 年度からの新カリキュラムにおける授業展開に反映される。 

この他にも，一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携は日常的に行われている（資料２－

２－②－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携を図るための「科目

間連絡ネットワーク」が組織されて定期的に開催され，科目間の指導内容の整合性を保つよう検討

している。その結果，教育課程における各授業項目の進度・配置について調整が図られている。ま

た，日常的な一般科目と専門科目とに関する教員連携も行われている。これにより一般科目と専門

科目の担当教員間の連携は、機能的に行われているといえる。 

資料２－２－①－12

教育課程全体の企画調整に関する運営体制 

 
（出典 運営委員会資料より作成）
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資料２－２－②－１

教員間連絡ネットワークの設置 

 

（出典 平成18年度第４回教務委員会資料）
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資料２－２－②－２

教員間連絡ネットワークの実施結果 

 

（出典 平成18年度第18回教務委員会資料）
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資料２－２－②－３

科目間連絡ネットワーク会議記録 

 

（以下略） 

 

（出典 平成18年度第18回教務委員会資料）
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観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では苫小牧工業高等専門学校教員組織等規程（資料２－２－③－１）に

基づき，準学士課程には学級担任を置いている（資料２－２－③－２）。この学級担任を支援する

ために，同規程では学級副担任の設置を定めており，実際に１，２年生に配置している。この直接

的な支援体制に加え，学級担任に対して各種委員会等が，クラスの運営，学習・生活指導，進路指

導，特別教育活動の企画・実施にあたっての支援を行っている（資料２－２－③－３，４）。教員

間連絡ネットワークの一つとして「学級経営連絡ネットワーク」が組織され，各学級に関係する幅

広い教員からの情報提供，意見交換，学生指導に関する提案がなされている（前出資料２－２－②

－３，２－２－③－５）。 

経済的な支援としては，ホームルーム指導費という費目で予算が確保されており，特別教育活動

や学校行事における学生指導に役立てられている（資料２－２－③－６）。また毎週開かれる科内

会議において，学生の生活や成績に関する報告が必要に応じてなされ，学科長を始めとする学科全

体で担任業務を支援する体制が機能している（資料２－２－③－７）。さらに本校学生の半数近く

が生活する学生寮では，寮務教員が寮生の日常生活への指導を行っており，生活・学習指導の両面

から担任を支援している。 

専攻科課程においては専攻主任を各専攻に一人づつ配置している（資料２－２－③－１）。専攻

科における学生指導においては，専攻主任の学級担任としての教育活動を，専攻科委員会や各学生

の特別研究担当教員が支援する体制となっている（資料２－２－③－８～10）。 

課外活動指導についても全教員による複数指導体制がとられており（資料２－２－③－11），学

生委員会がこれを支援している（資料２－２－③－４）。 

資料２－２－②－４

教員間連携の事例 

 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会資料より抜粋）
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教育活動を円滑に実施するための支援の一つとして，「苫小牧高専教員ハンドブック」が刊行さ

れている（資料２－２－③－12）。この冊子は高専教員の仕事の特長，講義，実験実習等，学生に

対する指導のあり方全般を述べたもので，全教職員に配布され指導の指針となっている。また，

「教務の手引き」「学生指導のしおり」「寮生指導の手引き」等が整備されており（訪問調査時資

料１～３），学生に対する指導の一貫性を保つような努力がなされている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学級担任・専攻主任による教育活動については副担任，各種委員会，

科内会議等が支援を行っており，経済面での支援も行われている。課外活動指導についても全教員

による複数指導体制がとられており，学生委員会による支援が行われている。また，「苫小牧高専

教員ハンドブック」等の冊子を配布し，教育支援の一助としている。 

以上のことから，本校では教育活動を円滑に実施するための支援体制が種々存在し，充分に機能

しているといえる。 
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資料２－２－③－１

苫小牧工業高等専門学校教員組織等規程 

 

（次ページへ続く）
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（資料２－２－③－１の続き）

 

 

（次ページへ続く）
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（資料２－２－③－１の続き）

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）



苫小牧工業高等専門学校 基準２ 

 - 74 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－③－２

学級担任・専攻主任の配置 

（以下略） 

（出典 総務課資料）
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資料２－２－③－３

教務委員会による学級担任支援 

 

 

（出典 平成 18 年度第７回教務委員会議事概要）
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資料２－２－③－４

学生委員会による学級担任支援 

 

 

（出典 平成 19 年度第１回学生委員会議事概要）
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資料２－２－③－５

学級経営連絡ネットワーク会議記録 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 18 回教務委員会資料）
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資料２－２－③－６

教育活動を円滑に実施するための経済的支援 

 

（出典 学生課資料）

資料２－２－③－７

学科による学級担任支援 

 

 

（略） 

 
（以下略） 

 

（出典 平成 18 年度第 14 回物質工学科科内会議議事録）
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資料２－２－③－８

専攻科委員会による専攻主任支援 

 

 

（出典 平成 18 年度第９回専攻科委員会資料）
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資料２－２－③－９

特別研究担当教員の配置 

 

 

 

（出典 平成 19 年度第２回専攻科委員会議事概要）
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資料２－２－③－10

専攻主任以外の教員による専攻主任支援 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料２－２－③－10 の続き）

 

 

（出典 校内グループウェア（サイボウズ）掲載資料）
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資料２－２－③－11

課外活動指導体制 

 

（出典 学生課資料）
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資料２－２－③－12

苫小牧高専教員ハンドブック 

 

 

 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料２－２－③－12 の続き）

 

 

 

（出典 苫小牧高専教員ハンドブック）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

学級担任が教育活動を円滑に行うための支援体制が充実しており，教育活動の指針となる「苫小

牧高専教員ハンドブック」が刊行されている。 

一般科目と専門科目の担当教員間の連携を図るための「科目間連絡ネットワーク」，クラス，学

生の現状を関係教員全員で共有・認識するための｢学級経営連絡ネットワーク｣からなる教員間連絡

ネットワークが組織され，定期的な活動を行っている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

本校の準学士課程における５つの専門学科は高等専門学校設置基準に基づいたものであり，有為

の人材を育成して産業界に送り出すという本校の教育目的に沿ったものである。それぞれの学科で

は「主体的行動を展開できる能力を備えた創造的な技術者を養成する」という本校の理念に沿った

教育を行っており，実践的な技術者教育がなされている。専門５学科それぞれは，高等専門学校卒

業生を必要とする産業分野を反映し体系的に構成されており，本校教育の目的を達成する上でバラ

ンスのとれた適切なものである。 

本校専攻科は，準学士課程における３学科もしくは２学科を基盤とした専攻から構成されており，

その学習・教育目標において，準学士課程と比較してより高い到達レベルを設定している。従って，

学校教育法が定める「精深な程度において」及び「特別の事項を教授し」という設置目的に適合し

ている。 

学術情報センターの各施設は，本校における工学基礎教育を行う上で重要な役割を果たしている。

地域共同研究センターは，地域企業等外部との研究面での関わりを学生の教育に結びつけるという

役割を果たしており，また，センター設備の利用という点からも，学生の実験・研究を支援してい

る。 

教育課程全体を企画調整するために運営委員会が設置されている。また，準学士課程の具体的な

検討・運営体制としては教務委員会，専攻科課程の具体的な検討・運営体制としては専攻科委員会

が設置されている。これらの委員会は教育課程に関わる種々の事項について活発な活動を行ってい

る。 

一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携を図るための「科目間連絡ネットワーク」が組織

されて定期的に開催され，科目間の指導内容の整合性を保つよう検討している。その結果，教育課

程における各授業項目の進度・配置について調整が図られている。また，日常的な一般科目と専門

科目とに関する教員連携も行われている。 

学級担任・専攻主任による教育活動については副担任，各種委員会，科内会議等が支援を行って

おり，経済面での支援も行われている。課外活動指導についても全教員による複数指導体制がとら

れており，学生委員会による支援が行われている。また，「苫小牧高専教員ハンドブック」等の冊

子を配布し，教育支援の一助としている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

 

（観点に係る状況） 本校では一般科目担当者として，教育の目的，特に本校の学習・教育目標を

達成するために，文系総合学科に12人，理系総合学科に12人，併せて24人の専任教員を配置してい

る（資料３－１－①－１）。専任教員の他22人の非常勤教員と併せ，合計46人の教員が一般科目を

担当している。担当科目毎の人員配置は，表に示す通り，国語３人，社会３人，外国語（英語）６

人，数学７人，理科３人，保健体育２人となっており，専任教員をバランス良く配置している。 

また，それぞれの専門分野を考慮し，授業科目に配当している（資料３－１－①－２，３）。 

学習・教育目標（C）コミュニケーションに配慮して，英語担当の６人の専任教員を配置してい

る。また，学習・教育目標(D)工学基礎に配慮して，数学担当の７人の専任教員を配置している。

さらに他の一般科目担当教員についても，本校の「目的」達成に配慮して配置されている。例えば，

学習・教育目標（A）教養については経済学の理論的分野に関わる研究業績の豊富な専任教員，漢

文訓読・中国語に熟達し，留学経験を持つ専任教員を，学習・教育目標（B）倫理と責任について

は北海道技術者倫理研究会に参加し，共同研究を行っている倫理，哲学の専任教員を，学習・教育

目標（I）チームワークについては地域スポーツの普及・強化に尽力しつつスポーツを通じて学生

のチームワークと自学自習を養う体育の専任教員を配置して，それぞれ対応に配慮している。この

ように様々な分野で多くのキャリアを持つ教員を配置していることは大きな財産である。 

なお，高等専門学校設置基準第６条第２項には，「高等専門学校には」「一般科目を担当する専

任者の数は」５学級を編成する場合は22人（助手を除く）を「下ってはならない。」と定められて

いるが，本校においては文系総合学科と理系総合学科を併せた24人が担当している。そして，この

24人中24人が講師以上であり，設置基準を満足している。 

  

（分析結果とその根拠理由） 一般科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，

教育課程の授業科目構成に対してバランス良いものとなっている。また，各教員の専門分野を考慮

して，授業科目に配当している。さらに，本校の「目的」達成に配慮して，教育上重視している数

学，英語の教員数を多くするなど，各教員を効果的に配置している。以上のことから，教育の目的

を達成するため必要な一般科目担当教員を適切に配置しているといえる。 
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資料３－１－①―２

一般科目担当教員の専門分野と担当授業科目（文系総合学科） 

（出典 総務課資料）

資料３－１－①－１ 

一般科目担当教員の数（平成 19 年４月 11 日現在） 

 

（出典 総務課資料）
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では専門科目担当者として，教育の目的，特に本校の学習・教育目標を

達成するために，５学科合計51人の専任教員を配置している（資料３－１－②－１）。 

専任教員の他９人の非常勤教員と併せ，合計60人の教員が専門科目を担当しており，それぞれの

専門分野を考慮し，授業科目に配当されている（資料３－１－②－２～６）。 

特に本校の学習・教育目標（D）工学基礎，(F)専門の実践技術に配慮して，各工学分野の修士又

は博士の学位を取得した教員を各専門科目の担当者として多く配置しており，これらの教員は，各

工学分野の学会等に所属している。また，学習・教育目標（H）社会と時代が求める技術に配慮し

て，民間企業等で技術者として勤務した経験を有する者等を配置している。また，専門科目担当教

員の中には技術士の資格を有する者も含まれている（資料３－１－②－７，その他教員個人情報に

関する資料は訪問調査時資料４）。 

なお，高等専門学校設置基準第６条第３項には，「高等専門学校には」「工学に関する学科にお

資料３－１－①－３

一般科目担当教員の専門分野と担当授業科目（理系総合学科） 

（出典 総務課資料）
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いて」「専門科目を担当する専任者の数は」５学科を置く場合は36人（助手を除く）を「下っては

ならない。」と定められているが，本校においては専門科目担当５学科の教員51人（助手を除き，

助教を含む）が配置されており，設置基準を満足している。 

また，高等専門学校設置基準の第８条には，「専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は，

一般科目を担当する専任教員数と専門科目を担当する専任教員数との合計数の２分の１を下っては

ならない。」とあるところ，本校の専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は46人であり，

設置基準を満たしている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 専門科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，

各教員の専門分野を考慮し，教育課程の授業科目構成に対して適正なものとなっている。また，本

校の学習・教育目標を達成するために学位取得者，企業経験者等を各学科に数多く配置している。 

従って，教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員を適切に配置していると

いえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－②－１

専門科目担当教員の数（平成 19 年４月 11 日現在） 

 

（出典 総務課資料）
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資料３－１－②－２

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（機械工学科） 

（出典 総務課資料）

資料３－１－②－３

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（電気電子工学科） 

（出典 総務課資料）
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料３－１－②－４

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（情報工学科） 

（出典 総務課資料）

資料３－１－②－５

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（物質工学科） 

（出典 総務課資料）
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，電子・生産システム工学専攻及び環境システム工学専攻の２専攻

を設置している。専攻科の各科目では，より深い知識を教授するために，一般科目については修士

の学位を取得している教員を中心に，専門科目については博士の学位を取得した教員を中心に配置

している（資料３－１－③－１，２）。この他，民間企業で技術士として設計・技術・開発に関す

る職務の経験を持つ専任教員，民間企業等で技術者として勤務した経験を有する者も多く，製品開

発に携わった経験をもつ者，通信機器の研究開発に従事した経験をもつ者などを専任教員として配

資料３－１－②－６

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（環境都市工学科） 

（出典 総務課資料）

資料３－１－②－７

各学科の学位取得者及び企業等経験者の配置状況（平成19年４月１日現在） 

（出典 総務課資料）
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置している（資料３－１－③－３，その他教員個人情報に関する資料は訪問調査時資料４）。教員

それぞれの専門分野を考慮し，授業科目に配当している（資料３－１－③－１，２）。 

本校の各学習・教育目標を専攻科課程に対応したレベルで達成し得るために専任教員を適切に配

置している。例えば，学習・教育目標（B）倫理と責任については，より精深なレベルで技術者倫

理について教授するために，北海道技術者倫理研究会に参加し，共同研究を行っている倫理，哲学

の専任教員を配置している。学習・教育目標（C）コミュニケーションについては，英語によるコ

ミュニケーション能力の向上に配慮して，米国で修士号を取得した英語の専任教員を配置している。

学習・教育目標（G）複合領域の実践技術については，専門分野を異にする教員群を配置して，そ

の達成に配慮している。学習・教育目標（H）社会と時代が求める技術では，技術課題を広い視野

でとらえ，より良い設計や解決方法の立案に関する能力の育成に配慮して，企業における設計・開

発の経験を有する教員を配置している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の専攻科課程では，本校の目的を専攻科課程で要求するレベル

で達成させるために，修士又は博士の学位取得者，企業経験者等を専任教員として配置している。

また，教育課程の授業科目構成に対して，各教員の専門分野を考慮し，適正に配置している。 

従って，教育の目的を達成するために必要な専攻科の授業科目担当教員を適切に配置していると

いえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－③－１

専攻科の一般科目担当教員の専門分野と担当授業科目 

（出典 総務課資料）
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資料３－１－③－２

専攻科の専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目 

 

（次ページに続く）
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（資料３－１－③－２の続き）

 

（次ページに続く）
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（資料３－１－③－２の続き）

 

 

（次ページに続く）
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（資料３－１－③－２の続き）

 

（出典 総務課資料）
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置

（例えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考え

られる。）が講じられているか。 

 

（観点に係る状況） 教員組織の活動をより活発にするための適切な措置として，本校では，教員

の年齢構成について配慮している。教員の年齢構成一覧（資料３－１－④－１）の通り，各学科で

バランス良く配置している。また，教員の教育経歴や実務経験等についても，一覧（資料３－１－

④－２）に示す通り，多岐に渡っており，本校の目的，特に学習・教育目標の(F)専門の実践技術

及び(H)社会と時代が求める技術を達成するために，これまで適切な措置を行ってきた結果といえ

る。 

なお，本校は教員の採用及び昇格については「苫小牧工業高等専門学校教員選考規程」に基づき，

原則，公募（資料３－１－④－３）により行っており，公募を行う際には，年齢構成，教育経歴及

び実務経験等について配慮した項目を応募資格に加え，又は必要書類として提出させることで審査

に反映しており，これは学校の目的にも応じた措置である。 

教育活動の評価に対する顕彰の事例としては，平成14年度に，苫小牧工業高等専門学校表彰規程

（資料３－１－④－４）による教員１名の表彰がある。また，平成15年度及び平成16年度には，本

校から独立行政法人高等専門学校機構顕彰選考委員会に推薦した教員が，選考の結果，独立行政法

人国立工業高等専門学校機構理事長賞（平成15年度は当時の国立高等専門学校協会会長賞）を受賞，

表彰された（資料３－１－④－５）。 

学位取得については，博士課程への社会人入学も可能となっており，博士課程在学期間は校務の

負担軽減への配慮も各学科で行われ，過去10年間で17名の教員が学位を取得している（資料３－１

－④－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 教員組織の活動をより活発にするための適切な措置として，公募に

資料３－１－③－３

各専攻の学位取得者及び企業等経験者の配置状況（専攻科課程担当教員） 

 
（出典 総務課資料）
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より教員を採用する際に，年齢構成，教育経歴及び実務経験等について配慮した項目を応募資格に

加え，又は必要書類として提出させることで審査に反映しており，学校の目的に応じた適切な措置

が講じられている。また，均衡ある年齢構成への配慮及び教育経歴・実務経験への配慮が行われ，

適切な措置が講じられている。この他，教員顕彰制度や学位取得に対する配慮もなされている。 

従って，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－④－１

教員の年齢構成一覧（平成 19 年４月１日現在） 

 

（出典 総務課資料）

資料３－１－④－２ 

教員の教育経験や実務経験等一覧 

 

（次ページに続く）
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（資料３－１－④－２の続き）

 

 

（出典 総務課資料）
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資料３－１－④－３

教員公募 

 

（次ページに続く）
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（資料３－１－④－３の続き）

 

（以下略） 

（出典 総務課資料）

資料３－１－④－４

苫小牧工業高等専門学校表彰規程 

 
（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料３－１－④－５

教育貢献表彰者リスト 

 

（出典 総務課資料）

資料３－１－④－６

採用後の学位取得状況（過去 10 年） 

 

（出典 総務課資料）
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 教員の採用及び昇格等については，高等専門学校設置基準を踏まえた「苫小

牧工業高等専門学校教員選考規程」（資料３－２－①－１）が定められている。この中で，「本校

の運営，教育・研究の活性化，学生指導（中略）を考慮した上で公募条件を決定する」としており，

これに従って，教育上の能力や研究能力等について具体的な条件を設定し，公募を行っている（資

料３－２－①－２）。 

具体的には，各学科に欠員が生ずる場合，校長は規程に従って当該学科の学科長と協議の上，採

用方針を決定した後，公募を行うとともに，教員選考審査委員会を設置する。教員選考審査委員会

は，校長の命を受け，本校における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有する者について，

書類審査及び面接を行う。この際には，応募者から提出された研究業績，教育業績，「高専教育に

対する抱負」を用い，教育能力，研究能力の評価を行っている（資料３－２－①－３～５）。この

審査結果に基づき校長が総合的に判断して採用候補者を決定，手続きを経て採用している（訪問調

査時資料５）。 

また，非常勤教員についても，同規程に基づき，常勤教員に準じて非常勤講師選考委員会におい

て選考を行い，採用している（訪問調査時資料６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 教員の採用及び昇格等については，「苫小牧工業高等専門学校教員

選考規程」に選考方法，審査項目及び提出資料等が定められている。また，同規程に従い，教育研

究上の能力について具体的な条件を設定した上で，教員選考審査委員会の審査を経て採用している。

非常勤教員についても，常勤教員に準じて採用が行われている。 

従って，教員の採用や昇格等に関する規程等が明確かつ適切に定められ，適切に運用がなされて

いるといえる。 
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資料３－２－①－１

苫小牧工業高等専門学校教員選考規程 

 

（次ページに続く）
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（資料３－２－①－１の続き）

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料３－２－①－２

教員公募 

 

（次ページに続く）
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（資料３－２－①－２の続き）

 

（出典 総務課資料）
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資料３－２－①－３

応募者が提出する研究業績の様式 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料３－２－①－４

応募者が提出する教育業績の様式 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料３－２－①－５

応募者が提出する高専教育に対する抱負の様式 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。また，その結果把握された事項に対して適切な取

組がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制の一つと

して，本校では，平成14年度から教育活動内容・方法等の改善に資するため，教員個々の評価につ

いて，校長が中心となって独自の「評価基準」をまとめ，これに従い，種々の教育活動に関する評

価が行われている（資料３－２－②－１）。その結果把握された事項に対しては，校長が適切に対

応している（訪問調査時資料７）。 

また，平成16年度から独立行政法人高等専門学校機構の国立高等専門学校機構教員顕彰制度に基

づき，高専教員個々に対する業績評価を，研究業績以外の観点から定量的に行っている。この評価

は，第１部：教員による自己評価，第２部：教員による相互評価及び第３部：学生による教員の評

価の総合評価となっている（資料３－２－②－２）。 

以上の教育活動の評価に対する顕彰の事例としては，苫小牧工業高等専門学校表彰規程による表

彰がある（資料３－２－②－３，４）。なお，平成15年度及び平成16年度には，本校から独立行政

法人高等専門学校機構顕彰選考委員会に推薦した教員が，選考の結果，独立行政法人国立工業高等

専門学校機構理事長賞（平成15年度は当時の国立高等専門学校協会会長賞）を受賞，表彰されてい

る。 

 

（分析結果とその根拠理由） 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施すること，並び

に教育活動内容・方法等の改善に資することを目的に，本校では，平成14年度から教員個々の評価

について，校長が中心となって独自の「評価基準」をまとめ，これに従い，評価し適切に対応して

いる。 

一方で，苫小牧工業高等専門学校表彰規程による表彰を行う等，優れた教員に対する評価を適切

に実施している。 

以上のことから，教員の教育活動に関する評価を実施するための体制が整備され，実際に評価が

行われているといえる。また，その結果把握された事項に対して適切な取組がなされているといえ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－２－②－１

教員の教育上の能力等に関する評価について 

 

（略） 

（次ページに続く）
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（資料３－２－②－１の続き）

 

（略） 

 

校内グループウェア（サイボウズ）掲載資料 

 

 

（次ページに続く）



苫小牧工業高等専門学校 基準３ 

 - 115 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料３－２－②－１の続き）

 

 

（以下略） 

 

（出典 平成19年度第３回教員会議議事録及び校内グループウェア（サイボウズ）掲載資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準３ 

 - 116 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－２－②－２

平成 16 年度国立高等専門学校教員顕彰実施要項 

 

 

 

（次ページに続く）
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（資料３－２－②－２の続き）

 

 

（出典 総務課資料）
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資料３－２－②－３

苫小牧工業高等専門学校表彰規程 

 
（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料３－２－②－４

教育貢献表彰者リスト 

 

（出典 総務課資料）
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観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，教育課程を展開するに必要な教育支援者として，技術職員，事務

職員が配置されている。 

技術職員を統括するための組織として設置されている技術室は，技術室主査である技術専門員１

人，技術専門職員10人，技術職員４人，合計15人の職員が所属し，全４班に組織されており，技術

職員はいずれかの班に配置されている。ここでは，主に実験・実習，演習，情報処理などの場面で

円滑に教育が行われるための支援を行っている。なお，技術職員に加えて，非常勤の技術補佐員２

人，事務補佐員２人，合計４人が業務の補佐を行っている（資料３－３－①－１，２）。 

また，現在，「技術室の在り方検討ワーキンググループ」において，技術職員等の効果的な配置

及び組織が検討されている（資料３－３－①－３）。 

事務部は，事務部長の下，総務課，学生課の２課を置いており，各課には課長の下に複数の係を

バランス良く配置している（資料３－３－①－４，５）。 

このうち，主に学生課（教務係，学生係，寮務係及び図書係）が教育支援の大部分を担っており，

中でも，本校が編成した教育課程の展開に関しては主に教務係（係長１人，係員３人）が携り，教

務主事団との連携を取りながら，定期試験，授業時間割，成績処理，講義室の整備等の教務関係事

務を行っている。このほか，学生課では，課長補佐（１人）が入学試験関係業務，外国人留学生関

係業務等を，学生係（係長１人，係員２人，看護師１人）で課外活動関係業務，就職・進学関係業

務等を，並びに寮務係（係長１人，栄養士１人，事務補佐員３人，臨時用務員１人）で学生寮にお

ける業務等を行っている。また，図書係（係長１人（学生課長が併任），主任１人，係員１人，事

務補佐員３人）では図書館業務を担当しており，全教員からの情報に基づき教育・学習に必要な図

書・文献の収集・整備を行って，教育支援の一部を担う等，必要な職員が適切に配置されている。

専攻科専任の事務職員は配置されていないが，準学士課程同様，各係が専攻科長及び各専攻主任と

連携を取りながら関係の事務を行っている。 

また，平成19年度からは，組織の効率化のため庶務課と会計課とを統合して総務課とし，３課体

制から２課体制へ移行しており，係や人員の配置を含め，更に教育支援体制の適正化を図っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 教育支援者の配置状況については，技術職員に関しては技術室が統

括して，各学科にバランス良く円滑な教育支援を行っている。また，事務職員についても，事務部

長の下，主に学生課の教務係で，本校において編成された教育課程を展開する組織として，バラン

ス良く人員を配置している。 

従って，教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者が適切に配置されてい

るといえる。 
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資料３－３－①－１

技術室組織図 

（出典 総務課資料）

資料３－３－①－２

苫小牧工業高等専門学校技術室運用要項 

 
（出典 総務課資料）
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資料３－３－①－３

技術室の在り方検討ワーキンググループについて 

 

（出典 総務課資料）

資料３－３－①－４

事務部組織図（抜粋） 

 

（出典 総務課資料）
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資料３－３－①－５

苫小牧工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程 

 

（次ページへ続く）



苫小牧工業高等専門学校 基準３ 

 - 123 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料３－３－①－５の続き）

 

 
 

（出典 本校ウェブサイト規程集）



苫小牧工業高等専門学校 基準３ 

 - 124 -

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

本校の目的を達成するために，一般科目，専門科目，専攻科科目何れも，教員の学位・経歴に配

慮した，適切な教員配置となっており，活発な教育活動が行われている。 

教育活動に関する定期的な評価・表彰を実施するための独自の体制・制度があり，適切に運用さ

れている。一例として，この評価・表彰制度に基づいて平成16年度に本校から推薦した教員が，選

考の結果，独立行政法人国立工業高等専門学校機構理事長賞を受賞している。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

一般科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，教育課程の授業科目構成に対

してバランス良いものとなっている。また，各教員の専門分野を考慮して，授業科目に配当してい

る。さらに，本校の「目的」達成に配慮して，教育上重視している数学，英語の教員数を多くする

等，各教員を効果的に配置している。 

専門科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，各教員の専門分野を考慮し，

教育課程の授業科目構成に対して適正なものとなっている。また，本校の学習・教育目標を達成す

るために学位取得者，企業経験者等を各学科に数多く配置している。 

本校の専攻科課程では，本校の目的を専攻科課程で要求するレベルで達成させるために，修士又

は博士の学位取得者，企業経験者等を専任教員として配置している。また，教育課程の授業科目構

成に対して，各教員の専門分野を考慮し，適正に配置している。 

教員の採用及び昇格等については，「苫小牧工業高等専門学校教員選考規程」に選考方法，審査

項目及び提出資料等が定められている。また，同規程に従い，教育研究上の能力について具体的な

条件を設定した上で，教員選考審査委員会の審査を経て採用している。非常勤教員についても，常

勤教員に準じて採用が行われている。 

教員採用においては，年齢構成，教育経歴及び実務経験等について配慮した項目を応募資格に加

え，又は必要書類として提出させることで審査に反映しており，学校の目的に応じた適切な措置が

講じられている。また，均衡ある年齢構成への配慮及び教育経歴・実務経験への配慮が行われ，適

切な措置が講じられている。 

教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施すること，並びに教育活動内容・方法等の改

善に資することを目的に，本校では，平成14年度から教員個々の評価について，校長が中心となっ

て独自の「評価基準」をまとめ，これに従い，評価し適切に対応している。 

一方で，苫小牧工業高等専門学校表彰規程による表彰を行う等，優れた教員に対する評価を適切

に実施している。 

教育支援者の配置状況については，技術職員に関しては技術室が統括して，各学科にバランス良

く円滑な教育支援を行っている。また，事務職員についても，事務部長の下，主に学生課の教務係

で，本校において編成された教育課程を展開する組織として，バランス良く人員を配置している。 

 



苫小牧工業高等専門学校 基準４ 

 - 125 -

基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定

められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表

されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，準学士課程入学者選抜，編入学生選抜，専攻科課程入学者選抜そ

れぞれの入学者受入方針としての「アドミッション・ポリシー」を制定している（資料４－１－①

－１）。これらのアドミッション・ポリシーにおいては，本校の目的である「教育理念」「養成す

べき人材像」との整合を取るべく，ものづくり，専門技術の習得，豊かな教養等の習得に関するキ

ーワードが含まれている。文章は短く平易な表現とし，中学生にも読みやすいように配慮されてい

る。また，「基礎学力」あるいは「工学の基礎を修得した」等の文言で，入学者に求める学力につ

いても定め，さらにアドミッション・ポリシー全体で，総合的な素養・意欲を求める表現になって

いる。 

アドミッション・ポリシー制定に向けての審議過程で，入学試験委員会から各学科に原案等の内

容が提示されている他，決定したポリシーは全教員に委員会報告として周知されている（資料４－

１－①－２）。非常勤教員も含めた全教職員に学内メール等を通じて資料（資料４－１－①－３）

が配付され，周知の徹底が図られた。平成18年度の学生募集から，募集要項（資料４－１－①－

４）にアドミッション・ポリシーを明記し，中学生，高校からの編入学志願者，専攻科志願者及び

保護者に向けての公表を行っている。また，ウェブサイトでも参照可能である。平成17年度からは，

中学生対象の高専見学会，中学校訪問，入試に関する説明会，入学試験に関する懇談会等でアドミ

ッション・ポリシーを説明している。 

教職員への周知の状況についての調査も実施している（資料４－１－①－５）。約95％の教職員

がアドミッション・ポリシーを理解している（資料４－１－①－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校のアドミッション・ポリシーは本校の「目的」に対応した，短

く平易な表現となっている。また，非常勤教員を含む全教職員への周知が行われており，周知状況

についての調査も実施されている。社会への公表に関しては，学生募集要項，編入学生募集要項お

よび専攻科学生募集要項等にアドミッション・ポリシーとして明示しており，ウェブサイトで公開

している他，入試関係説明会でも説明している。 

以上のことから，本校のアドミッション・ポリシーは明確に定められ，将来の学生を含む社会に

公表され，教職員に周知されているといえる。 
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資料４－１－①－１

本校アドミッション・ポリシー 

 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料４－１－①－２

アドミッション・ポリシーの審議 

 

 

（次ページに続く）
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（資料４－１－①－２の続き）

 

（出典 平成18年度第10回入学試験委員会資料） 
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資料４－１－①－３

全教職員へのアドミッション・ポリシーの周知 

 

 

（出典 平成19年４月26日学内配付資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準４ 

 - 130 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－１－①－４

募集要項へのアドミッション・ポリシーの明記 

（出典 平成18年度学生募集要項）
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資料４－１－①－５

本校アドミッション・ポリシー周知状況調査 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料４－１－①－６

本校アドミッション・ポリシー周知状況調査結果 

 

 

（出典 学生課資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準４ 

 - 133 -

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校での入学者選抜は，準学士課程については推薦選抜と学力選抜の二通り

（資料４－２－①－１，２），準学士課程への編入学は学力選抜のみ（資料４－２－①－３），専

攻科課程では推薦選抜，学力選抜および社会人特別選抜の三通り（資料４－２－①－４～６）で実

施されている。各選抜の実施要項，選考基準，及び合格者選考は入学試験委員会で審議し，教員会

議で報告される（資料４－２－①－７）。 

専攻科課程の選抜では，学力選抜の場合は学力試験と調査書で，推薦及び社会人選抜の場合は調

査書で，アドミッション・ポリシーに表記された入学者に求める基礎的な学力について，総合的に

評価している。さらにアドミッション・ポリシーに謳っている総合的な素養・意欲についても，調

査書の審査や面接によって評価している。 

準学士課程への編入学でも，専攻科課程の学力選抜の場合と同様の手段で，アドミッション・ポ

リシーに沿った選抜を行っている。 

準学士課程の入学者選抜では，学力選抜においては学力試験と調査書で，推薦選抜においては調

査書で，アドミッション・ポリシーに表記された入学者に求める基礎的な学力について，総合的に

評価している（資料４－２－①－８）。学力選抜の場合，アドミッション・ポリシーに謳われてい

る「新しいことに挑戦したい人」や，「技術者として社会に貢献したい人」の判定基準を，特定の

科目に偏ることなく総合的な学力を持っているかどうかという点に置いた。このため，内申９科目

と学力５科目の総合選抜を実施している。さらにアドミッション・ポリシーに謳っている総合的な

素養・意欲についても，学力選抜では調査書の審査で，推薦選抜では調査書の審査や面接によって

評価している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の入学者選抜は，準学士課程入学，準学士課程への編入学，専

攻科課程入学の３種類である。何れの入学者選抜においても，アドミッション・ポリシーに表記さ

れた基礎学力，総合的な素養・意欲を評価するための選抜方法が設定されており，その方法に沿っ

て実際の入学者選抜が行われている。 

以上のことから，入学者受入方針に沿った学生の受入が実施されているといえる。選考基準，実

施要項の審議及び合格者選考等，実際の入学者選抜は適切に実施されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－①－１

準学士課程 推薦による入学者の選抜 

 

（出典 平成 19 年度学生募集要項）
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資料４－２－①－２

準学士課程 学力検査による入学者の選抜 

 
（出典 平成 19 年度学生募集要項）

資料４－２－①－３

編入学の入学者選抜 

 

（出典 平成 20 年度編入学生募集要項）
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資料４－２－①－５

専攻科の学力選抜 

 

 

（出典 平成 20 年度専攻科学生募集要項）

資料４－２－①－４

専攻科の推薦選抜 

 
（出典 平成 20 年度専攻科学生募集要項）
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資料４－２－①－７

選抜日程の例 

 

（出典 平成 19 年度第 3 回教員会議資料）

資料４－２－①－６

専攻科の社会人特別選抜 

 

（出典 平成 20 年度専攻科学生募集要項）



苫小牧工業高等専門学校 基準４ 

 - 137 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立ててい

るか。 

 

（観点に係る状況） アドミッション・ポリシー制定は平成16年度中であったため，中学校を含む

社会への公表に要する時間を考慮し，募集要項への掲載や，アドミッション・ポリシーに謳ってい

る総合的な素養・意欲について問う等，アドミッション・ポリシーに沿った選抜を開始したのは，

平成17年度に行った平成18年度学生募集からである。入学試験委員会では，アドミッション・ポリ

シーを含む入学者選抜に関する事項について審議・検討を行っており（資料４－２－②－１），準

資料４－２－①－８

準学士課程 学生募集要項 

 

（出典 平成 19 年度学生募集要項）
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学士課程入学者に対しては，毎年，入学当初にアンケートを行っている（資料４－２－②－２）。

平成18年度の集計結果では，「本校への入学を希望した理由」の質問項目に対して「卒業後は技術

者になりたい」と答えた学生が約60%いる。また，「本校を受験する動機」の質問項目に対して

「実験が好きだから」が34％，「手を動かして工作するのが好きだから」が30％，「理科や技術が

好きだから」が46％となっており（複数回答），このことから，アドミッション・ポリシーに沿っ

た入学者選抜としては適切であったと考えられる。しかし，アドミッション・ポリシーに沿った入

学者選抜は２ヵ年のみで，検証すべきデータが乏しいため，明確に判断することは困難である。従

って，今後さらに踏込んだ検証を行い，入学者選抜方法改善への反映を実施する予定である。 

準学士課程の学力選抜試験では，募集要項の調査書（資料４－２－②－３）に，志望校調査の項

目がある。本校を第一志望とする合格者の入学率は，平成16年度から平成18年度では低下傾向にあ

った（ただし，平成18年度入試では，例年に比べ志願倍率が低かったことも原因の一つと考えられ

る）。しかし，アドミッション・ポリシー制定後の平成19年度入試では，高い入学率になった。ま

た，全合格者の入学率も同様の結果になっている。なお，志望校調査と入学率の統計は毎年の選抜

試験の合格基準の決定に用いており，入学者選抜の改善に役立てている。 

 

（分析結果とその根拠理由） アドミッション・ポリシーを入学者選抜に反映させる取組みは，平

成18年度学生募集から始めている。アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入となっているか

どうかの検証は行われており，検証結果の入学者選抜改善への反映もなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－②－１

入学試験委員会の審議事項 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料４－２－②－２

平成18年度新入生アンケート集計 

（出典 平成 18 年度第２回入学試験委員会資料）
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資料４－２－②－３

募集要項の調査書における志望校調査 

 

（出典 平成19年度学生募集要項）
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の入学者選抜においては，毎年，受験者数が変動し，また公立高等学校

への併願を可能としているにも関わらず，準学士課程の選抜では実入学者数と定員とはほぼ等しく

なっている（資料４－３－①－１）。 

平成18年度には学年定員を１名下回る事態が生じたが，平成19年度学生募集では，入試に関する

説明会および受験会場として帯広市を追加する等，18年度の結果をフィードバックさせ，志願者数

を増加させる種々の対策を講じた（資料４－３－①－２，３）。その結果，志願者数は増加し，再

び定員を充足する入学者を確保することができた。 

また，編入学生の選抜では，募集定員が各学科とも若干名であるのに対し，実入学者数は各学科

共１ないし２名以下である（資料４－３－①－４）。編入学の実入学者数が少ないことによる教育

への支障は無い。 

専攻科課程については，２専攻の定員がそれぞれ12名と８名の合計20名であるのに対し，実入学

者数が定員を超えた年度がある（資料４－３－①－５）が，教育・研究指導面での支障は出ていな

い。 

 

（分析結果とその根拠理由） 実入学者数は，準学士課程についてはほぼ定員に等しい。専攻科課

程では定員を上回っているが，教育・研究面には支障は出ていない。 

 以上のことから，入学定員に対する実入学者数の関係は適正であるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－３－①－１

最近５年間の中学校から準学士課程第1学年への志願者数と入学者数 

 

（出典 学生課資料）
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資料４－３－①－２

帯広受験会場の追加について 

 

（出典 平成 18 年度第５回入学試験委員会）

資料４－３－①－３

帯広受験会場追加の学生募集要項への記載 

（出典 平成 19 年度学生募集要項）
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資料４－３－①－４

最近５年間の高等学校から準学士課程第４学年編入学への受験者数と合格者数 

 

（出典 学生課資料）

資料４－３－①－５

最近５年間の専攻科への志願者数と入学者数 

（出典 学生課資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

毎年，受験者数が変動し，また公立高等学校への併願を可能としているにも関らず，準学士課程

の選抜では実入学者数と定員とはほぼ等しく，合格者の選考方法が極めて適切である。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

本校のアドミッション・ポリシーは本校の「目的」に対応した，短く平易な表現となっている。

また，非常勤教員を含む全教職員への周知が行われており，周知状況についての調査も実施されて

いる。社会への公表に関しては，学生募集要項，編入学生募集要項及び専攻科学生募集要項等にア

ドミッション・ポリシーとして明示しており，ウェブサイトで公開している他，入試関係説明会で

も説明している。 

本校の入学者選抜は，準学士課程入学，準学士課程への編入学，専攻科課程入学の３種類である

が，何れの入学者選抜においても，アドミッション・ポリシーに表記された基礎学力，総合的な素

養・意欲を評価するための選抜方法が設定されている。また，その方法に沿って実際の入学者選抜

が行われている。 

アドミッション・ポリシーを入学者選抜に反映させる取組みは，平成18年度学生募集から始めて

いる。アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入となっているかどうかの検証は行われており，

検証結果の入学者選抜改善への反映もなされている。 

実入学者数は，準学士課程についてはほぼ定員に等しい。専攻科課程では定員を上回っているが，

教育・研究面には支障は出ていない。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

 

（観点に係る状況） 本校では平成19年度より準学士課程の教育課程を改正し，第１学年より順次

進行中である。従って現在新旧両方の教育課程が並行している。本観点では新旧両方の教育課程を

分析の対象とする。 

教育課程の編成において新旧両方とも，全学科で低学年時に一般科目を多く配置し，学年が進む

につれて専門科目の比重が高まるくさび形の科目配置となっている（資料５－１－①－１～13）。 

教育課程については，各学科とも原則として，基礎となる一般科目（数理系科目等）を低学年に，

専門基礎科目，専門科目を高学年に配置しており，卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力に照

らして体系的に編成している（資料５－１－①－14，及び別添資料１）。授業科目の内容は，本校

の学習・教育目標を最終的な到達点として，それぞれ準学士課程の卒業時に身に付けるべき学力や

資質・能力の各項目の何れかに沿うものとなっている（資料５－１－①－15，及び訪問調査時資料

８「シラバス」）。 

本校の目的のうち，「養成すべき人材像」の「Ⅰ．豊かな人間性を持った技術者」を養成すべく，

特別活動を90単位時間以上配置し，豊かな人間性の育成に資している。これと関連する準学士課程

の学習・教育目標(A)教養については，特に低学年時に人文系・社会系の一般科目を多く配置し，

高学年時には必修選択の形で人文系・社会系科目の授業を開講することで，幅広い教養を有する技

術者の育成に努めている。(B)倫理と責任については「倫理社会」の授業のみならず，専門基礎科

目等においても，技術者としての社会への責任といった視点をその内容に組み込んでいる。(C)コ

ミュニケーションについては，例えば英語授業を低学年から高学年まで満遍なく配置し，基礎的な

英語力から，ある程度の読解力に至るまでの語学力涵養に努めている。 

「養成すべき人材像」の「Ⅱ．確固とした工学基礎知識と能力を持った技術者」を養成するため

の(D)工学基礎の科目として，例えば低学年時に理科系・数学系の一般科目を多く配置し，中でも

旧課程第１学年の「理数基礎演習」では数学担当教員と理科担当教員とが相互に乗入れする形で実

習を行わせていた。この科目は新課程では「理科基礎」及び専門科目の「ものづくり基礎」に発展

的に継承される。また(E)継続的学習については全学科ともセミナー，実習，卒業研究等でその達

成を図っている。 

「養成すべき人材像」の「Ⅲ．創造性ある実践技術を持った技術者」を養成するため，各専門学

科で(F)専門の実践技術，(H)社会と時代が求める技術を養うための各専門分野の授業を展開してい

る。また(I)チームワークを養成するためには体育科目，実験・実習科目を設置している。 

各専門学科の「目的」（資料５－１－①－16）は本校の学習・教育目標（D）～（I）と整合して

おり，また専門科目は各学科の「目的」の達成を念頭に置いて，学年進行に沿って各学科の専門に

照らして系統的に配置されている（資料５－１－①－17～21）。 
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（分析結果とその根拠理由） 学校教育法上の目的である「深く専門の学芸を教授し」及び「職業

に必要な能力を養成する」に基づいて「豊かな人間性を持った技術者」「確固とした工学基礎知識

と能力を持った技術者」「創造性ある実践的技術を持った技術者」を「養成すべき人材像」として

掲げ，これに対応すべく，卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力に照らして，卒業時の到達目

標を具体的に定めた上で，各授業科目を各学年に適切に配置している。また，目標に到達するため

に段階的な履修が可能となるよう授業科目の内容を決定している。 

以上からして，本校の準学士課程においては，教育の目的に照らして，授業科目が学年毎に適切

に配置され，教育課程が体系的に編成されている。また，授業の内容は，全体として教育課程の編

成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－１－①－１

一般科目の教育課程表（平成18年度入学者まで） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－２

一般科目の教育課程表（平成19年度入学者より） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－３

機械工学科の教育課程表（平成18年度入学者まで） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－４

機械工学科の教育課程表（平成19年度入学者より） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－５

電気電子工学科の教育課程表（平成18年度入学者まで） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－６

電気電子工学科の教育課程表（平成19年度入学者より） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－７ 

情報工学科の教育課程表（平成18年度入学者まで） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－８

情報工学科の教育課程表（平成19年度入学者より） 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－９

物質工学科の教育課程表（平成18年度入学者まで） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－10

物質工学科の教育課程表（平成19年度入学者より） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－11

環境都市工学科の教育課程表（平成18年度入学者まで） 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－12

環境都市工学科の教育課程表（平成19年度入学者より） 

 

（出典 学生便覧）



苫小牧工業高等専門学校 基準５ 

 - 159 -

資料５－１－①－13

教育課程表（特別活動） 

（出典 学生便覧）
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資料５－１－①－14

情報工学科の教育課程の科目系統図（平成19年度入学者より） 

 

（次ページへ続く）



苫小牧工業高等専門学校 基準５ 

 - 161 -

（資料５－１－①－14の続き）

 

（次ページへ続く）
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（資料５－１－①－14の続き）

 

（次ページへ続く）
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（資料５－１－①－14の続き）

 

（出典 教務委員会資料）
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資料５－１－①－15

授業内容の体系性および学習・教育目標との整合性 

 

（次ページへ続く）
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（資料５－１－①－15の続き）

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－１－①－16

各専門学科の目的 

 

 

 

（出典 平成18年度第18回運営委員会資料）
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資料５－１－①－17

専門科目配置の体系性（機械工学科） 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料５－１－①－18

専門科目配置の体系性（電気電子工学科） 

（出典 電気電子工学科資料）
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資料５－１－①－19

専門科目配置の体系性（情報工学科） 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料５－１－①－20

専門科目配置の体系性（物質工学科） 

 

（出典 物質工学科資料）
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資料５－１－①－21

専門科目配置の体系性（環境都市工学科） 

 

 

（出典 環境都市工学科資料）
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観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

 

（観点に係る状況） 本校ではウェブサイトにオンラインアンケートシステムを常備し，学内学外

からのニーズ，要望等を把握する仕組みを整えている（資料５－１－②－１）。 

学則第29条で他の高等専門学校で履修した授業科目の単位を本校での履修単位と見なすことがで

きると定めている。また学則第30条では大学で履修した授業科目の単位を本校での履修単位と見な

すことができると定めている（資料５－１－②－２）。 

４年時でのインターンシップを「学外実習」の単位に認定しており，在学中に企業等進路先の実

情に触れておきたいという学生の要望に対応している（資料５－１－②－３～５）。 

また平成17年度からの現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）に採択された「学生参画

型産学連携推進プログラム－“技術者の卵”の地産地消を目指して－」では，学生の企業実習を卒

業研究に先立つ「プレ研究」と位置づけ，企業等学外での経験を卒業研究に生かせるよう配慮して

いる（資料５－１－②－６，７）。 

外国人留学生に対しては３年時に「日本語」を正規の履修科目として開設している（資料５－１

－②－８）。 

また新教育課程では外国人留学生のニーズに応じて一般科目の選択科目群「教養・倫理」に「日

本事情」を，高等学校からの編入学生のニーズに応じて選択科目群「コミュニケーション」に「英

語特論Ａ」を，「自然科学」に「数学特別講義Ａ」を，それぞれ正規の履修科目として開設の運び

である（資料５－１－②－９）。 

学生の自発的学習への要求に配慮すべく，学外の技能審査等で相応の成果を挙げた場合は申請に

応じて本校の修得単位として認定する制度が存在する（資料５－１－②－10，11）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 各種ニーズを把握するために，オンラインアンケートシステムを常

備している。 

他教育機関との単位互換を行い得るよう学則に定められている。インターンシップを単位認定す

ることで，在学中に企業等進路先の実情に触れておきたいという学生の要望に対応している。外国

人留学生には正規の補充教育を実施済みであり，新教育課程においては編入学生への補充教育も実

施される。技能審査の成果を単位認定することで，学生の自発的学習への要求に配慮している。 

以上の点から学生の多様なニーズに対応した教育課程であると言える。 
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資料５－１－②－１

本校ウェブサイトのオンラインアンケート 

 

（出典 本校ウェブサイト）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－１－②－２

単位互換に関する学則上の規定 

 
（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－１－②－３

学外実習の履修に関する内規 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－１－②－４

学外実習シラバス（電気電子工学科） 

 

（次ページへ続く）
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（資料５－１－②－４の続き）

 

 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－１－②－５

学外実習の単位認定状況 

 

（出典 平成18年度第18回教務委員会資料）
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資料５－１－②－６

プレ研究の概要 

 

 

（出典 高専通信第111号）
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資料５－１－②－７

プレ研究の実施状況 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料５－１－②－７の続き）

 

（出典 平成18年度プレ研究成果報告書）
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資料５－１－②－８

外国人留学生科目の開設 

 

（出典 平成19年度授業時間割）
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資料５－１－②－９

外国人留学生，編入学生のニーズに応じた科目の開設 

 

（出典 平成18年度第10回教員会議資料）
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資料５－１－②－10

知識・技能審査における成果に係る学修に関する規程 

 

（略） 

（次ページへ続く）
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（資料５－１－②－10の続き）

 

（本校ウェブサイト規程集）
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資料５－１－②－11

知識・技能審査における成果に係る学修の単位認定状況 

 

（出典 平成19年度第3回教務委員会資料）
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況） 本校の各学科は学校教育法上の高専の目的及び本校の学習・教育目標に対応

するように，講義，演習，実験，実習等の授業形態をバランス良く配置している（資料５－２－①

－１～５）。 

各学科とも，学習・教育目標（A）～（D）に配当された科目については，教養および基礎能力の

育成を念頭に置いているため，講義形式の授業が多くなっている。これに対し学習・教育目標

（F）～（I）に配当された科目については，実践能力の育成も必要となるため，演習・実験・実習

形式の授業が比較的多くなっている。 

また，各授業形態の比率は，低学年での，基礎的な知識を教育するために講義の比率が高い状態

から，学年進行とともに，実践的な能力の育成が図られるように，演習・実験・実習の比率が高い

状態へ変化する配置となっている。 

一般科目及び各学科専門科目において，CAI室，視聴覚室，LL教室などを利用した学習指導の工

夫がなされている（資料５－２－①－６〜８）。 

学習指導の工夫と本校の目的との対応について，目的の全項目に係る対応関係を記述するのは紙

幅の制約上不可能であるため，二三の具体例を示すことでこれに代える。 

学習・教育目標(C)コミュニケーションに対応する科目として，１年時「英語Ｂ」では日本人の

常勤教員と英語を母語とする非常勤教員との二人で授業を担当し，低学年時からの英語伝達能力の

涵養に努めている（資料５－２－①－９）。新教育課程では４,５年時に「コミュニケーション」

の選択枠を設け，少人数での実践的な伝達能力育成を図ることとなっている（資料５－２－①－

10）。 

学習・教育目標(D)工学基礎に対応する科目として，新課程の１年時「理科基礎」で，自学自習

の要素も取り入れた実践的な理科学力の育成を図っている（資料５－２－①－11）。 

学習・教育目標(E)継続的学習に対応する科目として，物質工学科「無機材料化学」において，

各学生に学習項目の一部を予め割り当てておき，講義時間に15分間程度で全学生の前で講義させて

いる（資料５－２－①－12）。 

学習・教育目標(F)専門の実践技術においては，各専門学科の講義内容と実験・実習内容とが連

携するように，項目構成，年間スケジュール等に配慮している（資料５－２－①－13）。 

その他の目的についても対応する科目において学習指導の工夫がなされている（資料５－２－①

－14，及び訪問調査時資料８「シラバス」）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 各学科において講義，演習，実験，実習等の授業形態はバランス良

く配置されている。学校の目的を踏まえた上で，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，情

報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮，特別教室等の利用を含む学習指導の工夫がなさ

れている。 
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資料５－２－①－１

機械工学科の目的別授業形態一覧 

 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 14 87.5 講義 13 100 講義 8 100 講義 5 100 講義 4 100 講義 44 95.7

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 12.5 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 4.3

累計 16 100 累計 13 100 累計 8 100 累計 5 100 累計 4 100 累計 46 100

講義 0 0 講義 5 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 11 100

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 0 0 累計 5 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 11 100

講義 9 100 講義 8 100 講義 8 72.7 講義 4 66.7 講義 2 100 講義 31 86.1

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 3 27.3 実験実習 2 33.3 実験実習 0 0 実験実習 5 13.9

累計 9 100 累計 8 100 累計 11 100 累計 6 100 累計 2 100 累計 36 100

講義 12 80 講義 15 88.2 講義 20 76.9 講義 25 89.3 講義 15 78.9 講義 87 82.9

演習 3 20 演習 2 11.8 演習 3 11.5 演習 3 10.7 演習 4 21.1 演習 15 14.3

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 3 11.5 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 3 2.9

累計 15 100 累計 17 100 累計 26 100 累計 28 100 累計 19 100 累計 105 100

講義 7 77.8 講義 6 54.5 講義 6 75 講義 3 100 講義 8 34.8 講義 30 55.6

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 22.2 実験実習 5 45.5 実験実習 2 25 実験実習 0 0 実験実習 15 65.2 実験実習 24 44.4

累計 9 100 累計 11 100 累計 8 100 累計 3 100 累計 23 100 累計 54 100

講義 2 33.3 講義 4 44.4 講義 7 36.8 講義 14 56 講義 18 43.9 講義 45 45

演習 2 33.3 演習 2 22.2 演習 3 15.8 演習 3 12 演習 3 7.3 演習 13 13

実験実習 2 33.3 実験実習 3 33.3 実験実習 9 47.4 実験実習 8 32 実験実習 20 48.8 実験実習 42 42

累計 6 100 累計 9 100 累計 19 100 累計 25 100 累計 41 100 累計 100 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 4 36.4 講義 4 33.3

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 100 実験実習 7 63.6 実験実習 8 66.7

累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 1 100 累計 11 100 累計 12 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 4 100 実験実習 5 100 実験実習 5 100 実験実習 4 100 実験実習 4 100 実験実習 22 100

累計 4 100 累計 5 100 累計 5 100 累計 4 100 累計 4 100 累計 22 100

講義 44 74.6 講義 51 75 講義 51 64.6 講義 53 71.6 講義 53 50 講義 252 65.3

演習 5 8.5 演習 4 5.9 演習 6 7.6 演習 6 8.1 演習 7 6.6 演習 28 7.3

実験実習 10 16.9 実験実習 13 19.1 実験実習 22 27.8 実験実習 15 20.3 実験実習 46 43.4 実験実習 106 27.5

累計 59 100 累計 68 100 累計 79 100 累計 74 100 累計 106 100 累計 386 100

（Ｈ）社
会と時代
が求める

技術

（Ｉ）
チーム
ワーク

（Ｂ）倫
理と責任

（Ｃ）コ
ミュニ

ケーショ
ン

（Ｄ）工
学基礎

（Ｅ）継
続的学習

累計

5年 全学年累計

機械工学科目的別授業形態一覧（平成18年度入学者まで）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

（Ｆ）専
門の実践

技術

 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 11 84.6 講義 12 100 講義 9 100 講義 3 100 講義 3 100 講義 38 95

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 15.4 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 5

累計 13 100 累計 12 100 累計 9 100 累計 3 100 累計 3 100 累計 40 100

講義 3 100 講義 4 100 講義 2 100 講義 4 100 講義 4 100 講義 17 100

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 3 100 累計 4 100 累計 2 100 累計 4 100 累計 4 100 累計 17 100

講義 8 100 講義 8 100 講義 7 53.8 講義 3 37.5 講義 3 11.1 講義 29 45.3

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 6 46.2 実験実習 5 62.5 実験実習 24 88.9 実験実習 35 54.7

累計 8 100 累計 8 100 累計 13 100 累計 8 100 累計 27 100 累計 64 100

講義 13 76.5 講義 13 86.7 講義 15 71.4 講義 28 90.3 講義 12 80 講義 81 81.8

演習 2 11.8 演習 2 13.3 演習 3 14.3 演習 3 9.7 演習 3 20 演習 13 13.1

実験実習 2 11.8 実験実習 0 0 実験実習 3 14.3 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 5 5.1

累計 17 100 累計 15 100 累計 21 100 累計 31 100 累計 15 100 累計 99 100

講義 8 57.1 講義 6 54.5 講義 6 75 講義 18 100 講義 13 48.1 講義 51 65.4

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 6 42.9 実験実習 5 45.5 実験実習 2 25 実験実習 0 0 実験実習 14 51.9 実験実習 27 34.6

累計 14 100 累計 11 100 累計 8 100 累計 18 100 累計 27 100 累計 78 100

講義 5 62.5 講義 4 44.4 講義 7 36.8 講義 15 57.7 講義 13 30.2 講義 44 41.9

演習 2 25 演習 2 22.2 演習 3 15.8 演習 3 11.5 演習 3 7 演習 13 12.4

実験実習 1 12.5 実験実習 3 33.3 実験実習 9 47.4 実験実習 8 30.8 実験実習 27 62.8 実験実習 48 45.7

累計 8 100 累計 9 100 累計 19 100 累計 26 100 累計 43 100 累計 105 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 1 50 講義 3 30 講義 4 33.3

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 50 実験実習 7 70 実験実習 8 66.7

累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 2 100 累計 10 100 累計 12 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 5 100 実験実習 5 100 実験実習 5 100 実験実習 3 100 実験実習 3 100 実験実習 21 100

累計 5 100 累計 5 100 累計 5 100 累計 3 100 累計 3 100 累計 21 100

講義 48 70.6 講義 47 73.4 講義 46 59.7 講義 72 75.8 講義 51 38.6 講義 264 60.6

演習 4 5.9 演習 4 6.3 演習 6 7.8 演習 6 6.3 演習 6 4.5 演習 26 6

実験実習 16 23.5 実験実習 13 20.3 実験実習 25 32.5 実験実習 17 17.9 実験実習 75 56.8 実験実習 146 33.5

累計 68 100 累計 64 100 累計 77 100 累計 95 100 累計 132 100 累計 436 100

5年 全学年累計

機械工学科目的別授業形態一覧（平成19年度入学者から）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

（Ｂ）倫
理と責任

（Ｃ）コ
ミュニ
ケーショ

ン

（Ｄ）工
学基礎

（Ｅ）継
続的学習

累計

（Ｆ）専
門の実践
技術

（Ｈ）社
会と時代
が求める
技術

（Ｉ）
チーム
ワーク

 
（出典 学生課資料）
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資料５－２－①－２

電気電子工学科の目的別授業形態一覧 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 13 86.7 講義 13 100 講義 8 100 講義 5 100 講義 4 100 講義 43 95.6

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 13.3 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 4.4

累計 15 100 累計 13 100 累計 8 100 累計 5 100 累計 4 100 累計 45 100

講義 0 0 講義 5 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 11 100

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 0 0 累計 5 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 11 100

講義 9 100 講義 8 100 講義 8 100 講義 3 60 講義 2 16.7 講義 30 71.4

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 2 16.7 演習 2 4.8

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 40 実験実習 8 66.7 実験実習 10 23.8

累計 9 100 累計 8 100 累計 8 100 累計 5 100 累計 12 100 累計 42 100

講義 16 94.1 講義 15 83.3 講義 20 87 講義 25 83.3 講義 21 100 講義 97 89

演習 1 5.9 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1 0.9

実験実習 0 0 実験実習 3 16.7 実験実習 3 13 実験実習 5 16.7 実験実習 0 0 実験実習 11 10.1

累計 17 100 累計 18 100 累計 23 100 累計 30 100 累計 21 100 累計 109 100

講義 9 81.8 講義 8 80 講義 8 80 講義 8 80 講義 4 30.8 講義 37 68.5

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 18.2 実験実習 2 20 実験実習 2 20 実験実習 2 20 実験実習 9 69.2 実験実習 17 31.5

累計 11 100 累計 10 100 累計 10 100 累計 10 100 累計 13 100 累計 54 100

講義 2 100 講義 5 62.5 講義 9 100 講義 15 93.8 講義 19 65.5 講義 50 78.1

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 3 37.5 実験実習 0 0 実験実習 1 6.3 実験実習 10 34.5 実験実習 14 21.9

累計 2 100 累計 8 100 累計 9 100 累計 16 100 累計 29 100 累計 64 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 2 100 講義 4 80 講義 7 46.7 講義 13 59.1

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 20 実験実習 8 53.3 実験実習 9 40.9

累計 0 0 累計 0 0 累計 2 100 累計 5 100 累計 15 100 累計 22 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 100 実験実習 2 100 実験実習 5 100 実験実習 5 100 実験実習 3 100 実験実習 17 100

累計 2 100 累計 2 100 累計 5 100 累計 5 100 累計 3 100 累計 17 100

講義 49 87.5 講義 54 84.4 講義 57 85.1 講義 62 79.5 講義 59 59.6 講義 281 77.2

演習 1 1.8 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 2 2 演習 3 0.8

実験実習 6 10.7 実験実習 10 15.6 実験実習 10 14.9 実験実習 16 20.5 実験実習 38 38.4 実験実習 80 22

累計 56 100 累計 64 100 累計 67 100 累計 78 100 累計 99 100 累計 364 100

累計

5年 全学年累計

電気電子工学科目的別授業形態一覧（平成18年度入学者まで）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

（Ｆ）専
門の実践
技術

（Ｈ）社
会と時代
が求める
技術

（Ｉ）
チーム
ワーク

（Ｂ）倫
理と責任

（Ｃ）コ
ミュニ
ケーショ

ン

（Ｄ）工
学基礎

（Ｅ）継
続的学習

 
 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 11 84.6 講義 12 100 講義 9 100 講義 3 100 講義 3 100 講義 38 95

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 15.4 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 5

累計 13 100 累計 12 100 累計 9 100 累計 3 100 累計 3 100 累計 40 100

講義 2 100 講義 4 100 講義 2 100 講義 4 100 講義 4 100 講義 16 100

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 2 100 累計 4 100 累計 2 100 累計 4 100 累計 4 100 累計 16 100

講義 8 80 講義 8 100 講義 7 100 講義 3 60 講義 5 38.5 講義 31 72.1

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 20 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 40 実験実習 8 61.5 実験実習 12 27.9

累計 10 100 累計 8 100 累計 7 100 累計 5 100 累計 13 100 累計 43 100

講義 16 100 講義 13 81.3 講義 14 87.5 講義 27 87.1 講義 24 100 講義 94 91.3

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 3 18.8 実験実習 2 12.5 実験実習 4 12.9 実験実習 0 0 実験実習 9 8.7

累計 16 100 累計 16 100 累計 16 100 累計 31 100 累計 24 100 累計 103 100

講義 8 66.7 講義 7 77.8 講義 7 77.8 講義 6 85.7 講義 8 50 講義 36 67.9

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 4 33.3 実験実習 2 22.2 実験実習 2 22.2 実験実習 1 14.3 実験実習 8 50 実験実習 17 32.1

累計 12 100 累計 9 100 累計 9 100 累計 7 100 累計 16 100 累計 53 100

講義 9 100 講義 4 57.1 講義 8 100 講義 14 93.3 講義 22 66.7 講義 57 79.2

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 3 42.9 実験実習 0 0 実験実習 1 6.7 実験実習 11 33.3 実験実習 15 20.8

累計 9 100 累計 7 100 累計 8 100 累計 15 100 累計 33 100 累計 72 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 4 80 講義 7 46.7 講義 11 55

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 20 実験実習 8 53.3 実験実習 9 45

累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 5 100 累計 15 100 累計 20 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 4 100 実験実習 2 100 実験実習 5 100 実験実習 3 100 実験実習 2 100 実験実習 16 100

累計 4 100 累計 2 100 累計 5 100 累計 3 100 累計 2 100 累計 16 100

講義 54 81.8 講義 48 82.8 講義 47 83.9 講義 61 83.6 講義 73 66.4 講義 283 50

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 12 18.2 実験実習 10 17.2 実験実習 9 16.1 実験実習 12 16.4 実験実習 37 33.6 実験実習 283 50

累計 66 100 累計 58 100 累計 56 100 累計 73 100 累計 110 100 累計 566 100

累計

（Ｆ）専
門の実践

技術

（Ｈ）社
会と時代
が求める

技術

（Ｉ）
チーム
ワーク

（Ｂ）倫
理と責任

（Ｃ）コ
ミュニ
ケーショ

ン

（Ｄ）工
学基礎

（Ｅ）継
続的学習

5年 全学年累計

電気電子工学科目的別授業形態一覧（平成19年度入学者から）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

 

（出典 学生課資料）
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資料５－２－①－３

情報工学科の目的別授業形態一覧 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 13 86.7 講義 13 100 講義 8 100 講義 5 100 講義 4 100 講義 43 95.6

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 13.3 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 4.4

累計 15 100 累計 13 100 累計 8 100 累計 5 100 累計 4 100 累計 45 100

講義 1.2 60 講義 5 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 12.2 93.8

演習 0.8 40 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0.8 6.2

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 2 100 累計 5 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 13 100

講義 9 100 講義 9 81.8 講義 8 72.7 講義 3.9 39 講義 2.8 23.3 講義 32.7 61.7

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1.5 15 演習 0.8 6.7 演習 2.3 4.3

実験実習 0 0 実験実習 2 18.2 実験実習 3 27.3 実験実習 4.6 46 実験実習 8.4 70 実験実習 18 34

累計 9 100 累計 11 100 累計 11 100 累計 10 100 累計 12 100 累計 53 100

講義 14.7 81.7 講義 14.4 84.7 講義 14.6 76.8 講義 16.7 79.5 講義 8.8 73.3 講義 69.2 79.5

演習 3.3 18.3 演習 2.6 15.3 演習 4.4 23.2 演習 4.3 20.5 演習 2.2 18.3 演習 16.8 19.3

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 8.3 実験実習 1 1.1

累計 18 100 累計 17 100 累計 19 100 累計 21 100 累計 12 100 累計 87 100

講義 8 72.7 講義 6.4 64 講義 8.1 62.3 講義 14.4 68.6 講義 17.8 53.9 講義 54.7 62.2

演習 1 9.1 演習 1.6 16 演習 2.9 22.3 演習 4.5 21.4 演習 5.8 17.6 演習 15.8 18

実験実習 2 18.2 実験実習 2 20 実験実習 2 15.4 実験実習 2.1 10 実験実習 9.4 28.5 実験実習 17.5 19.9

累計 11 100 累計 10 100 累計 13 100 累計 21 100 累計 33 100 累計 88 100

講義 4.2 70 講義 4.9 54.4 講義 3.6 36 講義 10.9 57.4 講義 16.4 51.3 講義 40 52.6

演習 1.8 30 演習 2.1 23.3 演習 3.4 34 演習 3.5 18.4 演習 4.9 15.3 演習 15.7 20.7

実験実習 0 0 実験実習 2 22.2 実験実習 3 30 実験実習 4.6 24.2 実験実習 10.7 33.4 実験実習 20.3 26.7

累計 6 100 累計 9 100 累計 10 100 累計 19 100 累計 32 100 累計 76 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 6.3 39.4 講義 6.3 39.4

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 2 12.5 演習 2 12.5

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 7.7 48.1 実験実習 7.7 48.1

累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 16 100 累計 16 100

講義 0 0 講義 1 20 講義 0 0 講義 0.4 6.7 講義 0 0 講義 1.4 6.7

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 100 実験実習 4 80 実験実習 5 100 実験実習 5.6 93.3 実験実習 3 100 実験実習 19.6 93.3

累計 2 100 累計 5 100 累計 5 100 累計 6 100 累計 3 100 累計 21 100

講義 50.1 79.5 講義 53.7 76.7 講義 44.3 65.1 講義 53.3 63.5 講義 58.1 51 講義 259.5 65

演習 6.9 11 演習 6.3 9 演習 10.7 15.7 演習 13.8 16.4 演習 15.7 13.8 演習 53.4 13.4

実験実習 6 9.5 実験実習 10 14.3 実験実習 13 19.1 実験実習 16.9 20.1 実験実習 40.2 35.3 実験実習 86.1 21.6

累計 63 100 累計 70 100 累計 68 100 累計 84 100 累計 114 100 累計 399 100

累計

5年 全学年累計

情報工学科目的別授業形態一覧（平成18年度入学者まで）

（Ａ）教
養
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（Ｄ）工
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（Ｅ）継
続的学習

 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 11 84.6 講義 12 100 講義 9 100 講義 3 100 講義 3 100 講義 38 95

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 15.4 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 5

累計 13 100 累計 12 100 累計 9 100 累計 3 100 累計 3 100 累計 40 100

講義 1.5 75 講義 4 100 講義 2 100 講義 4 100 講義 4 100 講義 15.5 96.9

演習 0.5 25 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0.5 3.1

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 2 100 累計 4 100 累計 2 100 累計 4 100 累計 4 100 累計 16 100

講義 8.6 86 講義 9 81.8 講義 7 70 講義 3.7 41.1 講義 3.8 29.2 講義 32.1 60.6

演習 1.4 14 演習 0 0 演習 0 0 演習 0.7 7.8 演習 0.8 6.2 演習 2.9 5.5

実験実習 0 0 実験実習 2 18.2 実験実習 3 30 実験実習 4.6 51.1 実験実習 8.4 64.6 実験実習 18 34

累計 10 100 累計 11 100 累計 10 100 累計 9 100 累計 13 100 累計 53 100

講義 12.7 84.7 講義 12.6 84 講義 14 77.8 講義 14.2 83.5 講義 8.8 73.3 講義 62.3 80.9

演習 2.3 15.3 演習 2.4 16 演習 4 22.2 演習 2.8 16.5 演習 2.2 18.3 演習 13.7 17.8

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 8.3 実験実習 1 1.3

累計 15 100 累計 15 100 累計 18 100 累計 17 100 累計 12 100 累計 77 100

講義 9.6 68.6 講義 6.4 64 講義 6.9 76.7 講義 13 72.2 講義 17.8 57.4 講義 53.7 65.5

演習 2.4 17.1 演習 1.6 16 演習 2.1 23.3 演習 4 22.2 演習 5.8 18.7 演習 15.9 19.4

実験実習 2 14.3 実験実習 2 20 実験実習 0 0 実験実習 1 5.6 実験実習 7.4 23.9 実験実習 12.4 15.1

累計 14 100 累計 10 100 累計 9 100 累計 18 100 累計 31 100 累計 82 100

講義 5.5 78.6 講義 4.9 54.4 講義 4 40 講義 10.8 56.8 講義 17.1 53.4 講義 42.3 54.9

演習 1.5 21.4 演習 2.1 23.3 演習 3 30 演習 3.6 18.9 演習 4.8 15 演習 15 19.5

実験実習 0 0 実験実習 2 22.2 実験実習 3 30 実験実習 4.6 24.2 実験実習 10.1 31.6 実験実習 19.7 25.6

累計 7 100 累計 9 100 累計 10 100 累計 19 100 累計 32 100 累計 77 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 9.1 47.9 講義 9.1 47.9

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 2.8 14.7 演習 2.8 14.7

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 7.1 37.4 実験実習 7.1 37.4

累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 19 100 累計 19 100

講義 0.6 15 講義 1 20 講義 0 0 講義 0.4 8 講義 0 0 講義 2 9.5

演習 1.4 35 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1.4 6.7

実験実習 2 50 実験実習 4 80 実験実習 5 100 実験実習 4.6 92 実験実習 2 100 実験実習 17.6 83.8

累計 4 100 累計 5 100 累計 5 100 累計 5 100 累計 2 100 累計 21 100

講義 49.5 76.2 講義 49.9 75.6 講義 42.9 68.1 講義 49.1 65.5 講義 63.6 54.8 講義 255 66.2

演習 9.5 14.6 演習 6.1 9.2 演習 9.1 14.4 演習 11.1 14.8 演習 16.4 14.1 演習 52.2 13.6

実験実習 6 9.2 実験実習 10 15.2 実験実習 11 17.5 実験実習 14.8 19.7 実験実習 36 31 実験実習 77.8 20.2

累計 65 100 累計 66 100 累計 63 100 累計 75 100 累計 116 100 累計 385 100

累計

（Ｆ）専
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技術
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5年 全学年累計

情報工学科目的別授業形態一覧（平成19年度入学者から）
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養

1年 2年 3年 4年
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資料５－２－①－４

物質工学科の目的別授業形態一覧 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 13 86.7 講義 13 100 講義 8 100 講義 5 100 講義 4 100 講義 43 95.6

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 13.3 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 4.4

累計 15 100 累計 13 100 累計 8 100 累計 5 100 累計 4 100 累計 45 100

講義 0 0 講義 5 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 3 100 講義 12 100

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 0 0 累計 5 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 3 100 累計 12 100

講義 9 100 講義 8 72.7 講義 8 57.1 講義 3 50 講義 2 16.7 講義 30 57.7

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1 16.7 演習 0 0 演習 1 1.9

実験実習 0 0 実験実習 3 27.3 実験実習 6 42.9 実験実習 2 33.3 実験実習 10 83.3 実験実習 21 40.4

累計 9 100 累計 11 100 累計 14 100 累計 6 100 累計 12 100 累計 52 100

講義 12 75 講義 16 84.2 講義 19 73.1 講義 27 96.4 講義 19 100 講義 93 86.1

演習 1 6.3 演習 0 0 演習 1 3.8 演習 1 3.6 演習 0 0 演習 3 2.8

実験実習 3 18.8 実験実習 3 15.8 実験実習 6 23.1 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 12 11.1

累計 16 100 累計 19 100 累計 26 100 累計 28 100 累計 19 100 累計 108 100

講義 7 77.8 講義 6 75 講義 6 75 講義 28 93.3 講義 26 70.3 講義 73 79.3

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1 3.3 演習 0 0 演習 1 1.1

実験実習 2 22.2 実験実習 2 25 実験実習 2 25 実験実習 1 3.3 実験実習 11 29.7 実験実習 18 19.6

累計 9 100 累計 8 100 累計 8 100 累計 30 100 累計 37 100 累計 92 100

講義 2 40 講義 2 40 講義 0 0 講義 17 60.7 講義 23 69.7 講義 44 57.1

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1 3.6 演習 0 0 演習 1 1.3

実験実習 3 60 実験実習 3 60 実験実習 6 100 実験実習 10 35.7 実験実習 10 30.3 実験実習 32 41.6

累計 5 100 累計 5 100 累計 6 100 累計 28 100 累計 33 100 累計 77 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 3 23.1 講義 3 21.4

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 100 実験実習 10 76.9 実験実習 11 78.6

累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 1 100 累計 13 100 累計 14 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 100 実験実習 2 100 実験実習 2 100 実験実習 17 100 実験実習 1 100 実験実習 24 100

累計 2 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 17 100 累計 1 100 累計 24 100

講義 43 76.8 講義 50 79.4 講義 43 65.2 講義 82 70.1 講義 80 65.6 講義 298 70.3

演習 1 1.8 演習 0 0 演習 1 1.5 演習 4 3.4 演習 0 0 演習 6 1.4

実験実習 12 21.4 実験実習 13 20.6 実験実習 22 33.3 実験実習 31 26.5 実験実習 42 34.4 実験実習 120 28.3

累計 56 100 累計 63 100 累計 66 100 累計 117 100 累計 122 100 累計 424 100

（Ｈ）社
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技術
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ワーク
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ン
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累計

5年 全学年累計

物質工学科目的別授業形態一覧（平成18年度入学者まで）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

（Ｆ）専
門の実践

技術

 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 11 84.6 講義 12 100 講義 9 100 講義 3 100 講義 3 100 講義 38 95

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 15.4 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 5

累計 13 100 累計 12 100 累計 9 100 累計 3 100 累計 3 100 累計 40 100

講義 0 0 講義 4 100 講義 2 100 講義 4 100 講義 5 100 講義 15 88.2

演習 2 100 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 2 11.8

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 2 100 累計 4 100 累計 2 100 累計 4 100 累計 5 100 累計 17 100

講義 8 80 講義 8 72.7 講義 7 53.8 講義 3 50 講義 3 23.1 講義 29 54.7

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1 16.7 演習 0 0 演習 1 1.9

実験実習 2 20 実験実習 3 27.3 実験実習 6 46.2 実験実習 2 33.3 実験実習 10 76.9 実験実習 23 43.4

累計 10 100 累計 11 100 累計 13 100 累計 6 100 累計 13 100 累計 53 100

講義 10 71.4 講義 17 85 講義 15 71.4 講義 23 92 講義 18 100 講義 83 84.7

演習 2 14.3 演習 0 0 演習 0 0 演習 2 8 演習 0 0 演習 4 4.1

実験実習 2 14.3 実験実習 3 15 実験実習 6 28.6 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 11 11.2

累計 14 100 累計 20 100 累計 21 100 累計 25 100 累計 18 100 累計 98 100

講義 8 80 講義 6 75 講義 6 75 講義 20 90.9 講義 22 68.8 講義 62 77.5

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 1 4.5 演習 0 0 演習 1 1.3

実験実習 2 20 実験実習 2 25 実験実習 2 25 実験実習 1 4.5 実験実習 10 31.3 実験実習 17 21.3

累計 10 100 累計 8 100 累計 8 100 累計 22 100 累計 32 100 累計 80 100

講義 3 60 講義 2 40 講義 0 0 講義 12 40 講義 20 66.7 講義 37 48.7

演習 2 40 演習 0 0 演習 0 0 演習 2 6.7 演習 0 0 演習 4 5.3

実験実習 0 0 実験実習 3 60 実験実習 6 100 実験実習 16 53.3 実験実習 10 33.3 実験実習 35 46.1

累計 5 100 累計 5 100 累計 6 100 累計 30 100 累計 30 100 累計 76 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 2 16.7 講義 2 15.4

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 100 実験実習 10 83.3 実験実習 11 84.6

累計 0 0 累計 0 0 累計 0 0 累計 1 100 累計 12 100 累計 13 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 4 100 実験実習 2 100 実験実習 2 100 実験実習 16 100 実験実習 0 0 実験実習 24 100

累計 4 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 16 100 累計 0 0 累計 24 100

講義 40 69 講義 49 79 講義 39 63.9 講義 65 60.7 講義 73 64.6 講義 266 66.3

演習 6 10.3 演習 0 0 演習 0 0 演習 6 5.6 演習 0 0 演習 12 3

実験実習 12 20.7 実験実習 13 21 実験実習 22 36.1 実験実習 36 33.6 実験実習 40 35.4 実験実習 123 30.7

累計 58 100 累計 62 100 累計 61 100 累計 107 100 累計 113 100 累計 401 100

5年 全学年累計

物質工学科目的別授業形態一覧（平成19年度入学者から）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

（Ｂ）倫
理と責任

（Ｃ）コ
ミュニ

ケーショ
ン

（Ｄ）工
学基礎

（Ｅ）継
続的学習

累計

（Ｆ）専
門の実践

技術

（Ｈ）社
会と時代
が求める

技術

（Ｉ）
チーム
ワーク

 

（出典 学生課資料）
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資料５－２－①－５

環境都市工学科の目的別授業形態一覧 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合

講義 13 86.7 講義 13 100 講義 8 100 講義 5 100 講義 4 100 講義 43 95.6

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 13.3 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 4.4

累計 15 100 累計 13 100 累計 8 100 累計 5 100 累計 4 100 累計 45 100

講義 0 0 講義 5 100 講義 2 100 講義 2 100 講義 6 100 講義 15 100

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 0 0 累計 5 100 累計 2 100 累計 2 100 累計 6 100 累計 15 100

講義 9 100 講義 8 100 講義 8 100 講義 3 100 講義 2 20 講義 30 78.9

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 8 80 実験実習 8 21.1

累計 9 100 累計 8 100 累計 8 100 累計 3 100 累計 10 100 累計 38 100

講義 12 92.3 講義 15 88.2 講義 16 72.7 講義 19 82.6 講義 16 100 講義 78 85.7

演習 1 7.7 演習 2 11.8 演習 3 13.6 演習 1 4.3 演習 0 0 演習 7 7.7

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 3 13.6 実験実習 3 13 実験実習 0 0 実験実習 6 6.6

累計 13 100 累計 17 100 累計 22 100 累計 23 100 累計 16 100 累計 91 100

講義 9 81.8 講義 8 80 講義 6 75 講義 22 95.7 講義 20 69 講義 65 80.2

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 18.2 実験実習 2 20 実験実習 2 25 実験実習 1 4.3 実験実習 9 31 実験実習 16 19.8

累計 11 100 累計 10 100 累計 8 100 累計 23 100 累計 29 100 累計 81 100

講義 3 75 講義 5 100 講義 10 58.8 講義 12 50 講義 14 53.8 講義 44 57.9

演習 0 0 演習 0 0 演習 2 11.8 演習 3 12.5 演習 2 7.7 演習 7 9.2

実験実習 1 25 実験実習 0 0 実験実習 5 29.4 実験実習 9 37.5 実験実習 10 38.5 実験実習 25 32.9

累計 4 100 累計 5 100 累計 17 100 累計 24 100 累計 26 100 累計 76 100

講義 2 100 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 2 18.2

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 100 実験実習 8 100 実験実習 9 81.8

累計 2 100 累計 0 0 累計 0 0 累計 1 100 累計 8 100 累計 11 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 100 実験実習 2 100 実験実習 6 100 実験実習 7 100 実験実習 1 100 実験実習 18 100

累計 2 100 累計 2 100 累計 6 100 累計 7 100 累計 1 100 累計 18 100

講義 48 85.7 講義 54 90 講義 50 70.4 講義 63 71.6 講義 62 62 講義 277 73.9

演習 1 1.8 演習 2 3.3 演習 5 7 演習 4 4.5 演習 2 2 演習 14 3.7

実験実習 7 12.5 実験実習 4 6.7 実験実習 16 22.5 実験実習 21 23.9 実験実習 36 36 実験実習 84 22.4

累計 56 100 累計 60 100 累計 71 100 累計 88 100 累計 100 100 累計 375 100

（Ｈ）社
会と時代
が求める

技術

（Ｉ）
チーム
ワーク

（Ｂ）倫
理と責任

（Ｃ）コ
ミュニ

ケーショ
ン

（Ｄ）工
学基礎

（Ｅ）継
続的学習

累計

5年 全学年累計

環境都市工学科目的別授業形態一覧（平成18年度入学者まで）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

（Ｆ）専
門の実践

技術

 

学年

授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態 単位数 割合 授業形態
単位
数

割合 授業形態
単位
数

割合 授業形態
単位
数

割合

講義 11 84.6 講義 12 100 講義 9 100 講義 3 100 講義 3 100 講義 38 95

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 15.4 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 2 5

累計 13 100 累計 12 100 累計 9 100 累計 3 100 累計 3 100 累計 40 100

講義 2 50 講義 4 100 講義 2 100 講義 4 100 講義 6 100 講義 18 90

演習 2 50 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 2 10

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0

累計 4 100 累計 4 100 累計 2 100 累計 4 100 累計 6 100 累計 20 100

講義 8 80 講義 8 100 講義 7 100 講義 3 100 講義 3 27.3 講義 29 74.4

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 2 20 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 8 72.7 実験実習 10 25.6

累計 10 100 累計 8 100 累計 7 100 累計 3 100 累計 11 100 累計 39 100

講義 13 86.7 講義 13 86.7 講義 13 81.3 講義 18 66.7 講義 14 100 講義 71 81.6

演習 2 13.3 演習 0 0 演習 2 12.5 演習 3 11.1 演習 0 0 演習 7 8

実験実習 0 0 実験実習 2 13.3 実験実習 1 6.3 実験実習 6 22.2 実験実習 0 0 実験実習 9 10.3

累計 15 100 累計 15 100 累計 16 100 累計 27 100 累計 14 100 累計 87 100

講義 11 73.3 講義 7 77.8 講義 6 75 講義 18 100 講義 18 69.2 講義 60 78.9

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 4 26.7 実験実習 2 22.2 実験実習 2 25 実験実習 0 0 実験実習 8 30.8 実験実習 16 21.1

累計 15 100 累計 9 100 累計 8 100 累計 18 100 累計 26 100 累計 76 100

講義 6 66.7 講義 6 75 講義 10 66.7 講義 11 47.8 講義 14 53.8 講義 47 58

演習 2 22.2 演習 0 0 演習 2 13.3 演習 3 13 演習 2 7.7 演習 9 11.1

実験実習 1 11.1 実験実習 2 25 実験実習 3 20 実験実習 9 39.1 実験実習 10 38.5 実験実習 25 30.9

累計 9 100 累計 8 100 累計 15 100 累計 23 100 累計 26 100 累計 81 100

講義 2 100 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 2 18.2

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 0 0 実験実習 1 100 実験実習 8 100 実験実習 9 81.8

累計 2 100 累計 0 0 累計 0 0 累計 1 100 累計 8 100 累計 11 100

講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0 講義 0 0

演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0 演習 0 0

実験実習 4 100 実験実習 4 100 実験実習 4 100 実験実習 6 100 実験実習 0 0 実験実習 18 100

累計 4 100 累計 4 100 累計 4 100 累計 6 100 累計 0 0 累計 18 100

講義 53 73.6 講義 50 83.3 講義 47 77 講義 57 67.1 講義 58 61.7 講義 265 71.2

演習 6 8.3 演習 0 0 演習 4 6.6 演習 6 7.1 演習 2 2.1 演習 18 4.8

実験実習 13 18.1 実験実習 10 16.7 実験実習 10 16.4 実験実習 22 25.9 実験実習 34 36.2 実験実習 89 23.9

累計 72 100 累計 60 100 累計 61 100 累計 85 100 累計 94 100 累計 372 100

5年 全学年累計

環境都市工学科目的別授業形態一覧（平成19年度入学者から）

（Ａ）教
養

1年 2年 3年 4年

（Ｂ）倫
理と責任
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ン

（Ｄ）工
学基礎

（Ｅ）継
続的学習

累計

（Ｆ）専
門の実践
技術

（Ｈ）社
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が求める
技術

（Ｉ）
チーム
ワーク

 
（出典 教務委員会資料）
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資料５－２－①－６

CAI室，視聴覚室，LL教室などの利用 

 

（出典 平成19年度授業時間割）
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資料５－２－①－７

平成19年度前期情報処理施設授業時間割 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－２－①－８

平成19年度前期LL教室使用時間割 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－２－①－９

コミュニケーション対応科目 

 

（次ページに続く）
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（資料５－２－①－９の続き）

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－①－10

コミュニケーションに関する選択科目（平成19年度入学者より） 

 

（出典 平成18年度第10回教員会議資料）
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資料５－２－①－11

工学基礎対応科目 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－①－12

「継続的学習」に対応した講義形態 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－①－13

専門の実践技術対応科目における講義と実習との連携 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－①－14

学習指導法の工夫事例一覧 

準学士課程の教育改善工夫事例一覧

学科 教員名 事例

総合 村本
ＬＭＳ（ラーニング・マネジメント・システム）を用いて、レポートの収集およびテストやレ
ポートの採点結果の提供を行った。

総合 吉岡 毎時間、授業内容に応じた自作プリントを使用している。

総合 山口 「化学」では自作プリントを使って授業をしている。

総合 山口 「化学」では分子模型などを活用している。

総合 山口
「化学」ではグラフから読み取ることができる傾向などについて、グループで相談して考えさせ
ている。

総合 山口 「理数基礎演習」の「数学」の授業ではＣＡＩ室を活用している。

総合 藤島
グラフ関数電卓の画面をプロジェクタ等で見せる事によって、グラフのイメージを視覚的に理解
できるよう工夫した。

総合 藤島 ２変数関数のグラフの説明では、紙を使った模型を利用した。

総合 藤島 １年生全体に対して、理解度の低い学生に対して数学教員全員で補講を実施した。

総合 中野 数学演習において、e-Learningシステム「WebClass」を利用した演習指導を行った。

総合 多田 「哲学」において、映像教材を用いて講義した。

総合 山際 平成17年度4年国語でＢＢＳを開設してネットへの書き込みの指導をした。

総合 山際
平成18年度2年国語で漢文の授業にプレゼンテーションソフトウエアを使用し，効果的な漢文訓
読授業を行なった。

機械 田島
２学年「情報処理」の授業において，テキストファイルでＰＣサーバ上の学生ディレクトリへ配
信を行なっている。

機械 高澤
３学年「情報処理」の授業においてPascalプログラミングの簡単な説明資料，Excel，Word，
PowerPointの基礎演習問題などの自作教材を活用している。

電電 長谷川
「電磁気学」では、学生の理解を深めるために情報機器を活用し、パワーポイントを利用して補
助教材の提示を行っている。また、学生の理解を考慮して積極的に自作教材を使用している。

情報 複数

情報工学科では，数検および漢字検定に基づいた数学技能および読み書き能力の補習を行ってい
る。具体的には，２～４年生を対象に，学期の初めに模擬検定試験を行い，その結果，数学や読
み書きに関する基礎学力が不足と判定された学生を対象に，週1回50分程度，問題演習を基本と
した寺子屋方式の補習を行っている。

情報 複数
電気理論・電子工学では，試験結果不良の学生を対象に，毎週の授業に関する復習レポートを作
成させ，その提出時に口頭試問を行うことで，勉強不足・理解不足解消の助けとしている。

情報 複数
WebClassを利用したe-learningコンテンツの作成を進めるとともに，基本情報技術者試験対策
コースのコンテンツを導入した。基本情報技術者試験対策コースのコンテンツは，4年生の情報
工学セミナーで紹介・使用し，学生の資格取得の促進，学習意欲の向上に役立てている。

情報 大西・稲川
「Ｊ２工学基礎実験」における『３ビット加算回路の作製』では、教員独自の仕様・設計に基づ
く製作物を学生に作製させている。

情報 森・松田

「Ｊ２工学基礎実験」における『プログラムの作成』では、レポートを提出させるときに学生に
実験について口頭で説明させ，会話と説明の能力の向上を図っている。また，説明とレポートの
内容に齟齬があれば指摘し，技術者としての基本精神を植えつけている。初回のレポート提出時
には，学生用と教員用の報告書を提出させて，学生の説明のときは同じページを見ながら検証
し，適宜訂正箇所を指摘する。次回はその訂正箇所と照合して正しく訂正されたかを確認してい
る。

情報 大西
「Ｊ４情報工学実験」における実験テーマ『マイクロコンピュータ』および『サンプリングと
A/D変換の原理』では、自作教材を積極的に活用している。

情報 稲川・大西
Ｊ４情報工学実験」における実験テーマ『VHDLとFPGAを使ったディジタルハードウェア設計』で
は、教員独自の仕様・理念に基づく製作物を学生に設計させている。

情報 阿部
「J4 情報通信I」では、情報機器を使い実践能力の養成に配慮して実習中心の授業を行ってい
る。

情報 阿部
「J5 情報通信II」では、情報機器を使い実践能力の養成に配慮して実習中心の授業を行ってい
る。

情報 三上
「J5信号処理II」では，授業で説明した知識を学生に定着させるため、定期的に小テストを実施
している．

情報 三上
「J5信号処理II」では，情報機器を利用し実際にプログラムを作成させることで，実体験を伴っ
た知識として学生に定着させる工夫をしている．

情報 三上
「J5知識情報工学」では，授業で説明した知識を学生に定着させるため，定期的に小テストを実
施している．  

（次ページに続く）
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（資料５-２-①-14の続き）

準学士課程の教育改善工夫事例一覧

学科 教員名 事例

情報
「J5信号処理II」では，情報機器を利用し実際にプログラムを作成させることで，実体験を伴った知識とし
て学生に定着させる工夫をしている．

情報
「J5知識情報工学」では，授業で説明した知識を学生に定着させるため，定期的に小テストを実施してい
る．

情報
「J5知識情報工学」では，情報機器を利用し実際にプログラムを作成させることで，実体験を伴った知識と
して学生に定着させる工夫をしている．

情報 三上
「Ｊ５情報工学実験」における実験テーマ『ディジタル信号処理の基礎』（三上教員担当）では、自作教材
を積極的に活用している。

情報 阿部・三上
「Ｊ３前期情報工学実験」（阿部・三上教員担当）、および「Ｊ３後期情報工学実験」における実験テーマ
『H8マイコン』（阿部・三上教員担当）では、自作教材を積極的に活用している。

情報
「J5コンピュータグラフィクス」では，自作の実習用パッケージを使用させることで，ソフトウェアの開発
効率および理解度を向上させる工夫をしている．

情報
「J5ソフトウェア工学Ⅱ」では，統合開発環境を併用したJavaプログラミングを実施することで，ソフト
ウェアの開発効率および理解度を向上させる工夫をしている．

物質 橋本・大島・甲野

物質工学科3年「物質工学実験」（橋本，大島，甲野教員担当），自作教材を積極的に活用している。上記
の実験では，一般に単一の合成段階で展開する有機合成実験を，オリジナルの実験テーマで一連の合成工程
で組み，合成の意味づけに工夫を加えている。また，GC分析を随所に加え，機器分析を積極的に取り入れて
いる。

物質 古崎
「無機材料化学」（古崎教員担当）では，各学生に学習項目の一部を予め割り当てておき講義時間に１５分
間程度で全学生の前で講義させている。

物質 古崎
「材料工学」（古崎教員担当）では，各学生に学習項目の一部を予め割り当てておき講義時間に１５分間程
度で全学生の前で講義させている

物質 古崎
「無機化学」（古崎教員担当）では，３年次の結晶構造の学習項目において自作及び市販の結晶モデルを積
極的に活用している。

物質 古崎
「材料科学」（古崎教員担当）では，夏季休業中に学習項目の一部をレポートしてまとめさせ，添削後，そ
れを元に全学生で討論する授業を取り入れている。

物質 清水・岩波
物質工学科３年「物質工学実験」（清水、岩波教員担当）では、班毎に１つの実験テーマの内容およびその
結果をOHP資料にまとめさせ、発表会を実施している。また、各班の発表内容について、いくつかの観点か
らお互いに評価させている。

物質 清水
「製紙工学」（清水教員担当）では、日常生活の中で学生が実際に使用している様々な“紙（製品）”を教
材として示すことにより、講義の理解を助ける工夫をしている。

物質 大島
「化学物質安全学」（大島教員担当）において，学生グループ単位のプレゼンテーションを５月より行う予
定である．発表グループはPower Pointを用いて資料を作成し，「化学物質に起因した事故」に関連した
テーマで７分程度の発表を行い，全体で討議する．

物質 平野
「反応工学」（平野教員担当）では，少人数授業を生かし，演習教材を積極的に活用し，理解度を確認しな
がら講義が行なわれている。

物質 平野
「実験計画法」（平野教員担当）では，演習教材を積極的に活用し，理解度を確認しながら講義が行なわ

れている。

環境 浦島
「環境都市工学概論」，「構造力学」，「環境水工学Ⅱ」（浦島教員担当）では，必要に応じて情報機器を
活用している。

環境 浦島 「創造工学」，「防災工学」（浦島教員担当）では，必要に応じて情報機器を活用している。

環境 澤田・浦島 「構造力学」（澤田，浦島教員担当）では，自作教材（演習）を積極的に活用している。

環境 廣川
3年，4年の「コンクリート構造学」(廣川教員担当)では，必要に応じて情報機器や自作プリントを活用して
いる。また，演習問題を自作プリントで配布回収し，理解度など添削しながらチェックしている．

環境 廣川
「環境都市工学設計製図」(廣川教員担当)では自作の計算例で数値の異なる条件で各自計算をさせ，それを
製図に表すことをさせている．

環境 八田 「水理学」，「河川・水資源工学」（八田教員担当）では，自作教材（演習）を積極的に活用している。

環境 秋野 「環境工学」（秋野教員担当）では，必要に応じて情報機器を活用している。

環境 秋野 「環境衛生工学」（秋野教員担当）では上下水道施設の見学を行っている。

環境 秋野 「環境都市工学演習」（秋野教員担当）では，自作教材を積極的に活用している。

環境 吉田
「測量学」（吉田教員担当）では，「測量学実習」の実施内容に合わせるように配慮し，学生の学習効果を
高められるように工夫している。

環境 吉田
「道路工学」（吉田教員担当）の「アスファルト舗装」関係部分は「環境都市工学実験（道路）」実施時期
とあまりずれないように配置し，学生の学習効果を高めている。

環境 吉田
「鉄道システム」（吉田教員担当）では少人数授業のため，対話・討論型授業を一部取り入れ，またプレゼ
ンによる自学自習，発表能力向上を図っている。

環境 澤田 「橋梁工学」，「耐震工学」（澤田教員担当）では，必要に応じて情報機器を活用している。

（出典 平成19年度第５回運営委員会資料）
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

 

（観点に係る状況） 準学士課程の全授業科目についてシラバスが作成されている。全てのシラバ

スに，本校の学習・教育目標と関連する「達成目標」，その授業科目が対応する学習・教育目標項

目番号，他の科目との関連性を明記している（資料５－２－②－１，及び訪問調査時資料８「シラ

バス」）。また本校ウェブサイトにおいて，教育課程との対応が明らかになるような形でシラバス

が公開されている（資料５－２－②－２）。 

シラバスの作成については毎年度，教務委員会において，前年度の反省を踏まえた上で作成基準

が策定され，それを全教員（非常勤教員を含む）に周知して作成している（資料５－２－②－３）。

また，教務委員会で作成されたシラバスについて点検を行っている（資料５－２－②－４） 

毎年度の，学生による授業評価アンケートにはシラバスの利用に関する質問項目を設け，各授業

におけるシラバスの活用状況をチェックしている。アンケート集計結果に基づいて各教員が活用状

況に関する改善を行っている（資料５－２－②－５～８，及び訪問調査時資料９「学生による授業

アンケート報告書」，訪問調査時資料10「アンケートに基づく授業改善計画書」）。また平成18年

度から学科学年ごとに分冊化，小型化したシラバスを作成して学生に配布し，学生が常時携帯して

活用できるようにしている（訪問調査時資料11「携帯用シラバス」）。 

平成19年度から４，５年時に学修単位を導入するに当って，各学科シラバスに，学修単位に関す

る情報を掲載し，学生に周知している（資料５－２－②－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） シラバスは教育課程の編成の趣旨に沿って，適切に作成されている。

また授業アンケートの結果から見てシラバスは授業において活用されている。 
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資料５－２－②－１

シラバスの例 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－②－２

教育目標・教育課程とシラバス 

 

（出典 本校ウェブサイトシラバス）
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資料５－２－②－３

シラバス作成要領 

 

（次ページに続く）
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（資料５－２－②－３の続き）

 

（出典 平成18年度第14回教務委員会資料）
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資料５－２－②－４

教務委員会でのシラバス点検 

 

（出典 平成18年度第19回教務委員会資料）
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資料５－２－②－５

授業評価アンケート用紙（座学用） 

 

（出典 平成17年度学生による授業アンケート報告書）
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資料５－２－②－６

授業評価アンケート用紙（実験・実習系科目用） 

 

（出典 平成17年度学生による授業アンケート報告書）
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資料５－２－②－７

シラバス活用状況に関する分析 

 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－２－②－７の続き）

 

 

 

（出典 平成17年度学生による授業アンケート報告書）
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資料５－２－②－８

シラバス活用に関する改善事例 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－２－②－９

学修単位に関する情報の掲載状況 

 

 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 平成18年度までは１年時に一般科目「理数基礎演習」があり，課題に応じて

問題点を解決し，制作を行うという作業を通じて学生の創造性の基礎を育んでいた（資料５－２－

③－１）。平成19年度からはこれに代って「ものづくり基礎」科目が新設され，学科の枠に囚われ

ない形での課題解決作業を行わせている（資料５－２－③－２，及び訪問調査時資料８「シラバ

ス」）。また，全学科で実験または実習科目を必修科目として開設し，各学科とも低学年時には基

礎的な実験を，学年進行につれてより高度な実験を行い，創造性の基礎の養成を行っている。 

創造性を育むための教育方法については，各学科それぞれが工夫を行っている。例えば，機械工

学科では，第３学年「機械工作実習（創成型実習）」において，テーマ（例：空気圧を電力に変換

する）を提示の上，クラスを小グループに分け，ブレーンストーミングなどで創造に関する方法論

を意識させつつ，各グループのリーダーを中心に，計画書，予算書，設計図の作成から製作物の完

成，製作物に関する発表までを行わせている（資料５－２－③－３）。情報工学科では，第５学年

の実験で，「プロジェクト形式によるプログラム開発」を行っている。これは，開発対象システム

の概略要求仕様を提示し，学生がチームを組んで実際的なシステムの企画立案・設計・開発・稼動

・発表を行う問題解決型の実験となっている。教員は基本的に細かな仕様提示はせず，技術指導も

最小限にしている。学生が自ら考え，調査・分析し，構想を練り，仕様としてまとめ，チームのメ

ンバーが作業を分担し責任をもってシステムを設計・開発し，テストし，システムを動作させると

いう，実務と同じ形式の実験である。システム開発完了後にチーム全体で発表させて，プレゼンテ

ーション能力の育成も図っている（資料５－２－③－４）。 

その他，学生の創造性を育成する工夫は種々行われている（資料５－２－③－５）。 

４年時のインターンシップは「学外実習」として単位認定されており，実習の成果は学外実習報

告書で確認されている（資料５－２－③－６，及び訪問調査時資料12「学外実習報告書」）。さら

に，「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」（現代GP）に採択された「学生参画型産学連携推進

プログラム」では，インターンシップの期間を３週間以上と延ばして，地元企業の抱えている課題

をプレ研究し，その解決に学生を参画させることで，学生の創造性育成の一助としている（前出資

料５－１－②－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 全学科の１年時科目で，学生に課題解決作業を行わせている。また，

全学科で実験または実習科目を必修科目として開設し，創造性の基礎の養成を行っている。創造性

を育むための教育方法については，各学科それぞれが工夫を行っている。 

インターンシップを単位認定し，その成果を確認するとともに，現代GPの取組みとして課題解決

に参画させることにより，学生の創造性育成の一助としている。 

従って，創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われている

といえる。 
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資料５－２－③－１

平成18年度までの創造性の基礎の育成 

 

 

（出典 平成18年度シラバス）
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資料５－２－③－２

平成19年度からの創造性の基礎の育成 

 

（次ページに続く）
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（資料５－２－③－２の続き）

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－③－３

創造性の育成の例１ 

 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－③－４

創造性の育成の例２ 

 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－２－③－５

創造性育成の工夫に関する取組一覧 

 

創造性育成の工夫の事例一覧

学科 教員名 事例

総合 体育
「体育」（体育教員）では，既存の施設を利用するにあたり，学習者のニーズと主体性を尊重したデザイン能力を養う授
業を取り入れている。

総合 山口 「理数基礎演習」ケント紙を使って橋を作り、デザインや強度を競わせました。

総合 中野
１年生の「理数基礎演習」において「紙を用いた橋の製作」というテーマで、画用紙で強度がありデザイン性に優れた橋
をグループで作らせた。PCを用いたプレゼンを行い、他の学生の前で強度試験をした。ものづくりの楽しさが伝わり、好
評であった。

総合 中野
１年生の「理数基礎演習」において「「手作り部品によるラジオの製作」というテーマで、紙、鉛筆、アルミホイル、な
どの身近なもので抵抗器、コンデンサなどを作らせ、これを組み合わせてラジオを製作させた。多くの学生が、身近なも
のでラジオが作れることに驚き、よりよく聞こえるように工夫していた。

機械 野口

４学年「機械設計製図」の授業において，天井クレーンの課題設計製図により習得した有限要素法による強度計算を基礎
として，少人数グループにより橋梁構造物を構想し，指定された紙と接着剤のみにより，所定の隙間に渡す橋梁を製作し
て，破損に至るまでの載荷重量を競う「橋梁コンテスト」を２回実施している。その結果を受けて，主に破損の原因，改
善度についての検討を促し，創造性の育成を期している。

機械 池田

３学年「機械工作実習（創成型実習）」において，クラスを８グループ（４～５人／グループ）に分け，各グループの
リーダーを中心にテーマ（空気圧を電力に変換する）に沿って，計画書，予算書，設計図，製作物，発表概要および発表
用ファイルを作らせた。計画の段階ではブレーンストーミングなどで創造性を意識し，製作物完成までには様々なところ
で創造性が生かされたと思われる。

電電 複数
「電気電子工学セミナー」（第４学年）では、学生が互いに協調しながら創造性を育むことを目的として、一定の期間と
使用材料に対する制約内で「ものづくりテーマ」の課題を与え、その仕様に沿って製作させる問題解決型の授業を行って
成果をあげている。

電電 複数
「電気電子工学セミナー」（第４学年）では、学生のインターンシップ実施結果を学科教員全員とクラス学生全員の前で
報告させて、プレゼンテーション能力の向上を図っている。

情報 森・三河・中村

「第5学年の情報工学実験におけるプロジェクト形式によるプログラム開発」（森・三河・中村教員担当）では，開発対象
システムの概略要求仕様を提示し，学生がチームを組んで実際に見られるシステムの企画立案・設計・開発・稼動・発表
を行わせる問題解決型の実験を実施している。教員は基本的に細かな仕様提示はせず，技術指導も最小限にして，学生が
自ら考え，調査・分析し，構想を練り，仕様としてまとめ，チームのメンバが作業を分担し責任をもってシステムを設
計・開発し，テストし，システムを動作させるという，実務と同じ形式の実験である。

情報 稲川・大西
「Ｊ４情報工学実験」における実験テーマ『VHDLとFPGAを使ったディジタルハードウェア設計』（稲川・大西教員担当）
では、教員独自の仕様・理念に基づく製作物を学生に設計させている。

情報 森

「第5学年のソフトウェア工学Ⅰにおけるシステム開発演習」（森教員担当）では，授業で学習した成果をもとに，実際に
見られるシステムの設計・開発を学生がチームを組んで取り組む実務演習を行っている。ここでは，実際のシステム開発
で必要となる仕様設計・仕様書作成・データベース設計・データベース作成・プログラム開発テスト・テスト結果のまと
めなどを各学生が必ず体験することを義務付けている。すなわち，すべての事項を全学生が体験し，素養と技術力を高め
ることを目指している。与えられた課題は曖昧であるため，学生が仕様をどうするか

物質 複数
インターンシップ（「学外実習」および「学外研修」）を活用して，地元企業の抱えている技術的課題に学生を取り組ま
せることでより実践的な内容とすることで創造性を育む教育方法としている。

物質 複数
卒業研究や特別研究のテーマとして地元企業の抱えている技術的課題を取り上げ， 企業と密接に連携しながら研究を進め
ることで，実践的な内容とし創造性を育む教育方法としている。

物質 樫村
「有機化学」（樫村教員担当）の講義の中で，多種の化合物が当てはまる条件を与えて，その条件に当てはまる化合物の
構造を書き，命名させるという問題解決型の演習を行っている．

環境 澤田・浦島
「環境都市工学実験」（澤田，浦島教員担当）では，仕様を与えてその仕様に沿った橋の模型を製作させるという，創造
性を育成させる工夫をした実験を行っている。

環境 秋野 「環境都市工学実験」（秋野教員担当）では，自作教材を積極的に活用し，必要に応じて情報機器を活用している。

環境 吉田
「卒業研究」（吉田教員担当）ではアスファルト舗装で起こっている問題点を，班員で取り組み，問題がどこにあるかと
いう問題設定能力を養い，考えるプロセスやチームワークを学習・習得している。

環境 澤田
｢環境都市工学設計製図｣（澤田教員担当）では、設計条件を与えてその仕様範囲内で自由な発想の設計及び製図をさせる
という、創造性育成に工夫をした設計製図を行っている。

 

（出典 平成19年度第５回運営委員会資料）

 

 

 

 

 

 



苫小牧高等専門学校 基準５ 

 - 222 -

資料５－２－③－６

学外実習報告書（様式） 

 

（出典 学生課資料）
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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 「苫小牧工業高等専門学校学業成績の評価並びに課程の修了及び卒業の認定

に関する規程」が策定され，学生便覧に掲載されている他，本校ウェブサイトに公開されている

（資料５－３－①－１，２）。また，シラバスには同規程の概要が掲載されている（資料５－３－

①－３）。追・再試に関する成績評価方法についても，同規程において定められている。教員はこ

の規程に則って成績評価法を決定し，それに従って成績評価を適切に実施している。全授業科目の

評価方法はシラバスに明記され，学生に周知されている。各授業科目において本校の学習・教育目

標と関連する「達成目標」を設け，評価に当っては目標の達成度を判定の基準とすることとしてい

る（資料５－３－①－４，及び訪問調査時資料８「シラバス」）。 

成績評価は科目担当教員がシラバスに記載された方法で行っており，成績評価に用いた資料は全

て答案等保存資料として保存している。教務委員会では答案等保存資料に基づいて，シラバス通り

に成績評価が実施されたどうかということを確認し，必要に応じて授業担当者に改善を要求してい

る（資料５－３－①－５。答案等保存資料は訪問調査時資料13）。なお各試験の答案等を学生に返

却したかどうかということに関する調査を行っており，後期定期試験終了後にも答案返却日を設け

て学生の疑義申立ての機会を確保している（資料５－３－①－６，７）。 

進級認定，卒業認定は教務委員会で審査の上，教員会議に上程され，規程に即して審議されてい

る。審議の結果は成績一覧表として全学生に送付され，疑義の有る場合は学級担任を通じて申立て

を行い，教務委員会で審査の上，必要に応じて教員会議で報告している（資料５－３－①－８〜

12）。 

なお成績評価等に関する規程が変更された場合は，その旨学生に周知している。最近では平成18

年度終業式後，平成19年度からの規程変更に関する説明会を行った（資料５－３－①－13）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 「学業成績の評価並びに課程の修了及び卒業の認定に関する規程」

が組織として策定され，学生に周知されている。教員はこの規程に則って決定した成績評価法をシ

ラバスに明記し，それに従って成績評価を適切に実施している。実施が適切であることは答案等保

存資料から確認できる。またこの規程に従って進級認定，卒業認定が適切に実施されており，さら

に学生の疑義申立ての機会も確保されている。 
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資料５－３－①－１

学業成績の評価並びに課程の修了及び卒業の認定に関する規程 

 

（次ページへ続く）
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（資料５－３－①－１の続き）

 

（次ページへ続く）
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（資料５－３－①－１の続き）

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－３－①－２

学業成績の評価並びに課程の修了及び卒業の認定に関する規程の掲載状況 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料５－３－①－３

成績関連規定概要の掲載状況 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－３－①－３の続き）

 

 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－３－①－４

シラバスにおける成績評価方法の記載状況例 

 

 

（出典 平成19年度シラバス）
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資料５－３－①－５

答案等保存資料の点検（様式） 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－３－①－６

平成18年度答案等の返却に関する調査 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－３－①－７

平成18年度答案返却日スケジュール 

 

（出典 平成18年度第16回教務委員会資料）
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資料５－３－①－８

卒業認定に係る審議（教務委員会） 

 

  

（以下略） 

 

（出典 平成18年度第24回教務委員会議事概要）

 

資料５－３－①－９

卒業認定に係る審議（教員会議） 

 

 

（以下略） 

 

（出典 平成18年度第12回教員会議議事録）
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資料５－３－①－10

卒業認定に係る審議内容 

 
（出典 平成18年度第12回教員会議資料）

 

資料５－３－①－11

進級認定に係る審議（教務委員会） 

 
（略） 

 
（以下略） 

（出典 平成18年度第25回教務委員会議事概要）
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資料５－３－①－12

進級認定に係る審議（教員会議） 

 

 

（以下略） 

（出典 平成18年度第13回教員会議議事録）
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資料５－３－①－13

終業式等の日程について 

 

（出典 平成18年度第10回教員会議資料）
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観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の目的として「養成すべき人材像」が定められ，その第一として「豊か

な人間性を持った技術者」を育成することとしている。この目的を実現するために本校の教育課程

では学則第14条の３に基づいて１年時から３年時まで各30時間以上，あわせて90単位時間以上の特

別活動を配置している（資料５－４－①－１）。特別活動は主として授業時間割上の「ホームルー

ム」として実施されている（資料５－４－①－２）。ホームルームでは学級担任教員が学生の人間

性を涵養するための各種指導を行う。それに備えて各学年の学級担任教員は年度当初に学校目的に

沿った学年指導方針を決定し，その方針の下でホームルーム指導案を作成する。また年度末にホー

ムルーム実施記録を作成する（資料５－４－①－３〜５，及び訪問調査時資料14「平成18年度ホー

ムルーム実施記録」，訪問調査時資料15「平成19年度ホームルーム指導案」）。この他，第１学年

オリエンテーション，性に関する講演会，第２学年総合研修旅行，第３学年オリエンテーション，

第４学年工場見学旅行等を実施し，豊かな人間性を育成する一助としている（資料５－４－①－６

〜８）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の目的にある「豊かな人間性」を育成するために，学則におい

て特別活動の実施が定められ，高等専門学校設置基準に定められた90単位時間を超えるホームルー

ムとして実施されている。ホームルームでは学級担任教員によって学生の人間性の涵養を目的とす

る指導が行われている。学級担任による指導の状況はホームルーム指導案及びホームルーム実施記

録によって確認できる。また，「豊かな人間性」育成の一助として，各種学校行事が特別活動とし

て実施されている。 

従って，教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう配慮さ

れているといえる。 
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資料５－４－①－１

特別活動の配置 

 

（出典 学生便覧）

 

資料５－４－①－２

特別活動（ホームルーム）の実施 

 

（出典 平成19年度授業時間割）
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資料５－４－①－３

ホームルーム指導案（様式） 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－４－①－３の続き）

 

（次ページに続く）
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（資料５－４－①－３の続き）

 

（出典 平成19年度第１回教務委員会資料）
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資料５－４－①－４

平成18年度ホームルーム実施記録 

 

（出典 学生課資料）

 



苫小牧高等専門学校 基準５ 

 - 244 -

資料５－４－①－５

平成19年度ホームルーム指導案 

 

 
（出典 学生課資料）
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資料５－４－①－６

特別活動の配置状況 

 

（出典 平成19年度行事予定表）
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資料５－４－①－７

性に関する講演会実施要領 

（出典 平成18年度第５回学生委員会資料）
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資料５－４－①－８

第２学年総合研修旅行一覧 

 

（出典 平成18年度第７回教務委員会資料）
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観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の目的として「養成すべき人材像」が定められ，その第一として「豊か

な人間性を持った技術者」を育成することとしている。このため本校では学生準則を策定し，学生

として望ましい学校生活のあり方を示して以て学生の人間性の涵養に努めている（資料５－４－②

－１）。生活指導は学生委員会を中心として組織的に行われている（資料５－４－②－２，３，及

び訪問調査時資料２「学生指導のしおり」）。学生委員会は実質的に学級担任教員によって構成さ

れ，学級担任教員は学校目的を踏まえ，委員会での審議に基づいて組織的に各学級での生活指導を

行っている。例えば，毎年度第１回の学生委員会で，「学生生活の心得」（資料５－４－②－４）

についての確認が行われ，これに基づいて新学期最初のホームルームで，学校生活を送るに当って

の心構えや，学生としてあるべき姿について指導が行われている。 

学生準則第10条の定めるところによって学生会が設置されている。学生会は学生主事の指導の下

で，学生準則第11条に定める，人間性の涵養を目的とした活動を行っている（資料５－４－②－５

～９）。また学生準則第17条の定めるところによって課外活動を行っており，クラブ・同好会等の

指導には原則として全教員が当ることとしている（資料５－４－②－10）。顧問教員は，クラブ・

同好会活動の様々な場面で，教科指導とは異なった面から人間性に関わる多様な助言・指導を行っ

ている。 

本校学生の約４割が，学生寮で生活しており，寮務主事団の指導の下に寮生会を組織し，集団生

活の中で互いの人間性を高め合う活動をしている（資料５－４－②－11）。 

学生会活動，クラブ活動，寮生会活動等で顕著な功績を収め他の模範となった学生に対する表彰

が行われ，人間性涵養の一助となっている（資料５－４－②－12）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学校目的を達成するために生活指導や課外活動の面で人間の素養の

涵養を図るシステムが整備されている。生活指導や課外活動の指導は規程に則って組織的に行われ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－４－②－１

学生準則 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－４－②－２

学生委員会規程 

 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－４－②－３

学生指導のしおり（目次） 

 

（出典 学生指導のしおり）
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資料５－４－②－４

「学生生活の心得」 

 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－４－②－５

学生会 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－４－②－６

平成18年度リーダー研修会実施要項 

 

 
 

（出典 平成18年度第12回学生委員会資料）
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資料５－４－②－７

平成19年度春季体育大会実施要項 

 

 

（出典 平成19年度第３回学生委員会資料）
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資料５－４－②－８

平成18年度冬季体育大会実施要項 

 

 

（出典 平成18年度第15回学生委員会資料）
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資料５－４－②－９

平成18年度高専祭実施要項 

 

 

（出典 平成18年度第10回学生委員会資料）
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資料５－４－②－10

課外活動指導体制 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－４－②－11

寮生会組織図 

 

 

（出典 学生便覧）
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資料５－４－②－12

学生の表彰に関する内規 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－４－②－12の続き）

 

 
（出典 本校ウェブサイト規程集）

 



苫小牧工業高等専門学校 基準５ 

 - 261 -

＜専攻科課程＞ 

 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，機械工学科，電気電子工学科，情報工学科を基盤とした電子・生

産システム工学専攻と，物質工学科，環境都市工学科を基盤とした環境システム工学専攻の二つの

専攻が設置されている（資料５－５－①－１）。さらに準学士課程４，５年から専攻科１，２年の

課程で構成される「環境・生産システム工学」教育プログラムを設定し，専攻科課程の学習・教育

目標は本プログラムの学習・教育目標にすべて包含されている。この教育プログラムは日本技術者

教育認定機構の認定プログラムとなっており，準学士課程で専門技術の基礎を学び，専攻科課程で

幅広い工学的素養と専門技術の応用を学ぶことができるようになっている。各学習・教育目標は，

準学士課程科目と専攻科課程科目の連携の中で達成が図られるようになっている（資料５－５－①

－２）。このような連携により，準学士課程から専攻科課程への連続性が保たれており，専攻科に

進学した学生は円滑に専攻科課程を履修できる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校は準学士課程４，５年から専攻科１，２年の課程に対応した

「環境・生産システム工学」教育プログラムを設定している。本プログラムは日本技術者教育認定

機構により認定されており，専攻科課程の学習・教育目標は本プログラムの学習・教育目標にすべ

て包含されている。 

従って本校専攻科課程は，「環境・生産システム工学」教育プログラムに沿って準学士課程との

教育の連携を考慮した教育課程となっているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－５－①－１

「環境・生産システム工学」教育プログラム構成図 

 

（出典 平成 19 年度「環境・生産システム工学」教育プログラム履修の手引き）
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資料５－５－①－２

教育プログラムの科目の流れ 

 

（次ページに続く）
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（資料５－５－①－２の続き）

 

（次ページに続く）
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（資料５－５－①－２の続き）

 

（次ページに続く）
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（資料５－５－①－２の続き）

 
（次ページに続く）
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（資料５－５－①－２の続き）

 
（次ページに続く）
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（資料５－５－①－２の続き）

 

（出典 本校ウェブサイト）
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観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科

目等の配当等が考えられる。）され，教育課程が体系的に編成されているか。

また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的

を達成するために適切なものになっているか。 

 

（観点に係る状況） 専攻科課程の各教育目標を達成するため，目標に対する科目群と単位数を設

定し，科目群に偏りがないよう配置している（資料５－５－②－１，２）。基本的には専攻科課程

での学生の専門分野の応用に関わる「専門科目」は選択科目とし，両専攻で共通して身に付けるべ

き「専門共通科目」は，必修科目として配置している。授業科目の内容は，専攻毎に定められた教

育目標を最終的な到達点として，それぞれ専攻科課程の修了時に身に付けるべき学力や資質・能力

の各項目の何れかに沿うものとなっている（訪問調査時資料16「学生便覧・シラバス」） 

本校の目的のうち，「養成すべき人材像」の「Ⅰ．豊かな人間性を持った技術者」と関連する専

攻科課程の学習・教育目標(A)教養については，人文系の一般科目を配置し，幅広い教養を有する

技術者の育成に努めている。(B)倫理と責任については「技術者倫理」を必修科目とし，技術者と

しての責任，社会貢献の意識の養成に努めている。(C)コミュニケーションについては１年次に英

語科目を必修科目として集中的に配置し，基礎的な会話力から，ある程度専門的な読解力に至るま

での語学力涵養に努めている。 

「養成すべき人材像」の「Ⅱ．確固とした工学基礎知識と能力を持った技術者」を養成するため

の(D)工学基礎については，「応用数学特論」「量子論」「ライフサイエンス」などの自然科学系

専門必修共通科目と各専攻の専門選択科目を配置し，より専攻科課程にふさわしい，より広範な工

学基礎知識の養成を図っている。また(E)継続的学習については２年間に亘る「特別研究」を設定

し，その達成を図っている。 

「養成すべき人材像」の「Ⅲ．創造性ある実践技術を持った技術者」を養成するため，(F)専門

の実践技術については，「特別実験」「特別演習」「特別研究」を配置し，さらに各専攻の専門分

野に関する実践能力の基礎を養う授業を選択科目として配置している。(G)複合領域の実践技術に

ついては，「創造工学」「特別実験」「特別演習」において，専門を異にする複数の教員が協働し，

異分野の存在や境界領域を認識する能力，複数領域の知識と技術を複合する基礎能力等の育成を図

っている。(H)社会と時代が求める技術については，「学外研修」で実務の経験を積ませるととも

に，「寒地環境工学特論」「エンジニアリングデザイン」を配置し，社会や時代が要求する技術を

認識する基礎能力，それらに関する知識を応用するための諸能力の育成を図っている。また(I)チ

ームワークを養成するため，専門共通科目の中でグループワークを中心とした科目を設置している。 

電子・生産システム工学専攻は機械工学科，電気電子工学科，情報工学科を基盤とし，環境シス

テム工学専攻は物質工学科，環境都市工学科を基盤としている（前出資料５－５－①－１）。専攻

科課程では両専攻の目的（資料５－５－②－３）に照らして必要な科目群を選定し，これらの科目

群を体系的に履修できるように配置している（資料５－５－②－４～７）。これらのすべての科目

には個別に教育目標を割り当て，それらを達成できるように授業内容を定めている。各授業の具体

的な内容，教育目標と専攻科の教育目標との関連はシラバスに記載されている（資料５－５－②－

８，及び訪問調査時資料16「学生便覧・シラバス」）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 「豊かな人間性を持った技術者」「確固とした工学基礎知識と能力
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を持った技術者」「創造性ある実践的技術を持った技術者」を「養成すべき人材像」として掲げ，

これに対応すべく，専攻科修了時に身に付けるべき学力や資質・能力に照らして，修了時の到達目

標を具体的に定めた上で，各授業科目を各学年に適切に配置している。また，各専攻の専門を考慮

しその目的を達成できるように授業科目の内容を決定している。 

以上のことから，本校の専攻科課程においては，教育の目的に照らして，授業科目が学年毎に適

切に配置され，教育課程が体系的に編成されている。また，授業の内容は，全体として教育課程の

編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－５－②－１

専攻科教育課程表（電子・生産システム工学専攻） 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－５－②－２

専攻科教育課程表（環境システム工学専攻） 

 

（出典 平成 19 年度 学生便覧・シラバス（専攻科））

資料５－５－②－３

各専攻の目的 

 

（出典 学校要覧）
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資料５－５－②－４

電子・生産システム工学専攻学習・教育目標と科目の関連図 

 

（出典「『環境・生産システム工学』プログラム履修の手引き」より作成）
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資料５－５－②－５

環境システム工学専攻学習・教育目標と科目の関連図 

 

（出典「『環境・生産システム工学』プログラム履修の手引き」より作成）
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資料５－５－②－６

電子・生産システム工学専攻専門系統図 
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シラバスの例 

（次ページに続く）
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観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 社会からの要請や多様なニーズを取り入れるために，卒業生に対するアンケ

（資料５－５－②－５の続き）

 

（平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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ート（資料５－５－③－１）や学外の委員から構成される運営諮問会議（資料５－５－③－２）の

意見等を参考に教育課程の編成を進めてきている。具体的には，幅広い知識と適応力の高い技術者

を望む社会からの要請に配慮して，他専攻科目の履修も認めている。また，北海道大学，室蘭工業

大学との単位互換協定を締結している（資料５－５－③－３，４）。国際的に通用する能力を身に

付けたいという学生のニーズ・社会からの要請に対して平成17年からニュージーランドEIT

（Eastern Institute of Technology）との国際交流を開始し，平成18年には教育の協定を締結し

た（資料５－５－③－５）。さらに，平成19年には，モンゴル科学技術大学との学術交流協定も締

結している（資料５－５－③－６）。また，実践的な技術者の養成が学生・社会から強く望まれて

いることに対しては，専攻科１年次に実質10日間以上のインターンシップに参加することを義務付

け，インターンシップ報告書・発表会を経て「学外研修」として単位認定している（資料５－５－

③－７～９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 多様なニーズを把握するために，各種アンケート等を実施している。 

他専攻科目の履修，他大学との単位互換，インターンシップなどにより学生の多様なニーズ，学

術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編成に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－５－③－１

卒業生アンケート調査の実施 

 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回運営委員会資料）
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資料５－５－③－２

運営諮問会議の実施 

（出典 平成 17 年度運営諮問会議報告書）

資料５－５－③－３

他専攻・他大学の科目履修に関する規則 

 

（略） 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－５－③－４

北海道大学，室蘭工業大学との単位互換協定 

 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－５－③－４の続き）

 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－５－③－５

ＥＩＴとの学術交流協定 

 

 

（出典 総務課資料）
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資料５－５－③－６

モンゴル科学技術大学との学術交流協定 

 

 

（出典 総務課資料）
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資料５－５－③－７

学外研修シラバス 

（次ページに続く）
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（資料５－５－③－７の続き）

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－５－③－８

学外研修報告書の例 

 

（出典 学外研修報告書）

資料５－５－③－９

学外研修報告会の例 

 

（出典 平成 18 年度学外研修報告会実施要項）
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況） 専攻科課程の学習・教育目標を達成するため，目標に対する科目群と単位数

を設定し，科目群に偏りがないよう配置している（前出資料５－５－②－４，５）。また，本校の

学習・教育目標に対応するように，講義，演習，実験，実習等の授業形態をバランス良く配置して

いる（資料５－６－①－１）。学習・教育目標（A）ではより高度な教養を講ずるために，講義形

式の授業が多く，学習・教育目標（C）ではより実践的なコミュニケーション能力育成のために，

講義形式以外の授業が多くなっている。学習・教育目標(F)，（G）では実践的な技術の習得，複数

領域の知識と技術を複合する基礎能力等の育成といった観点から，演習，実験，実習形式の授業の

割合が高くなっている。 

特別演習では，実践的な演習に加えて，各分野の英語の論文やテキストの解釈をゼミ形式で行う

対話・討論型授業によりコミュニケーション能力の向上も図り，特別実験では近郊の河川に赴いて

河川流量の測定や河川地形の見方などのフィールド型授業も行っている（資料５－６－①－２）。

情報機器の活用としては，異文化コミュニケーションで授業用のサーバを用いている。この授業で

は，学生が与えられた課題に基づいて作成した資料を授業前に公開し，他の受講学生は内容を検討

し，意見を書き込むなどといった主体的な学習活動を行わせる工夫がなされている（資料５－６－

①－３）。その他の科目においても，教育内容に応じた学習指導法の工夫がなされている（資料５

－６－①－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 各専攻において講義，演習，実験，実習等の授業形態はバランス良

く配置されている。教育の目的を踏まえた上で，講義と実際の問題とが結びつくような工夫，教材

の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，情報機器の活用，フィールドワーク等を含む学習指導の

工夫がなされている。 
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資料５－６－①－１

学習・教育目標に対する授業形態の割合 

 

（出典 「『環境・生産システム工学』プログラム履修の手引き」より作成）
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資料５－６－①－２

フィールド型授業の例 

（出典 「専攻科特別実験」－河川流域の水文量の計測－資料）

資料５－６－①－３

異文化コミュニケーションで利用されている掲示板 

 

（出典 異文化コミュニケーション専用掲示板）
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観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 14単位を配当している「特別研究」では，研究において「新たな課題の問題

・目的を認識し，仮説を開発できる」ことを達成目標に設定しており（資料５－６－②－１），創

造性の育成に配慮している。１年次の「創造工学」では，創造的発想法，プロジェクトの進め方に

関する内容を授業項目に取り入れ，さらに紙飛行機を題材に紙飛行機の設計から製作まで一連の開

発作業をグループ単位で実施し，基本的な構想力や問題解決能力を養うための総合実習を行ってい

る。授業では，グループ内の作業や打ち合わせに十分な時間が取れるよう，必要となる理論的な部

分は，現代GP「創造性豊かな実践的技術者育成コースの開発」用に開発したe-Learningコンテンツ

を使用し，学生がいつでも学習できるような工夫をしている（資料５－６－②－２，３）。２年次

の「エンジニアリングデザイン」では，創造の過程において発生する問題解決の技法や，「もの」

を発想してから製造にいたるまでの一連のプロセスについて講義している。加えて平成19年度から

は，「知的財産の権利化」に関する授業項目の中で，アイディアや思いつきで特許になるものを見

つけ，請求項を考え，それをプレゼンする試みを始めた（資料５－６－②－４）。創造性を育む工

夫は，この他にもいくつか行われている（資料５－６－②－５）。 

資料５－６－①－４

専攻科課程で行われている学習指導法の例 

 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会資料）
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専攻科１年次に実質10日間以上のインターンシップに参加することを義務付けており，インター

ンシップ報告書・発表会を経て「学外研修」として単位認定している（前出資料５－５－③－７～

９）。更に平成17年度からは地元企業と特別指導教員の下で研究開発を行う本校の現代GP「学生参

画型産学連携推進プログラム」を活用し，週１回程度学生が企業に出向く継続的なインターンシッ

プを実施している（資料５－６－②－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 「特別研究」「創造工学」「エンジニアリングデザイン」等におい

て学生の創造性を育むための工夫がなされている。今後は，さらに「新しいものづくり」につなが

る創造性の育成に努める必要がある。また，地元企業と連携したインターンシップが実施されてお

り，教育に十分活用されている。 
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資料５－６－②－１

特別研究のシラバス 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 19 年度 学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－６－②－２

創造工学の実施例 

 

（次ページに続く）
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（資料５－６－②－２の続き）

 

（出典 「創造工学」資料）
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資料５－６－②－３

e-Learning コンテンツの例 

 

 

（出典 http://lms.tomakomai-ct.ac.jp/）
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資料５－６－②－４

エンジニアリングデザインのシラバス 

 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－６－②－４の続き）

 

（出典 平成 19 年度 学生便覧・シラバス（専攻科））

資料５－６－②－５

創造性を育む教育の事例 

 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会資料）
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資料５－６－②－６

現代 GP の概要と参加学生による成果報告書の例 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－６－②－６の続き）

 

 

 

（出典 現代 GP 資料）
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観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 専攻科で開講されている全科目について，事前に行う準備学習，教育方法や

内容，達成目標と評価方法等を明示したシラバスが作成されている（資料５－６－③－１,及び訪

問調査時資料16）。シラバスの作成に当たっては全教員に作成要領を配付している（資料５－６－

③－２）。専攻科委員会で，作成されたシラバスについて点検を行っている（資料５－２－②－

３）。 

また，本校のウェブサイトにおいて教育課程との対応が明らかになるような形でシラバスが公開

されている（資料５－６－③－４）。 

シラバスの活用状況は，科目ごとに実施している授業アンケートの中で点検している（資料５－

６－③－５）。学修単位については，シラバスに単位時間に関する情報を掲載し，学生に周知して

いる（資料５－６－③－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） シラバスは教育課程の編成の趣旨に沿って，適切に作成されている。

またシラバスの活用状況に関する点検が行われている。 
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資料５－６－③－１

専攻科課程のシラバス 

 
（次ページに続く）
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（資料５－６－③－１のつづき）

 

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－６－③－２

シラバスの作成要領 

（出典 平成 18 年度第 14 回教務委員会資料）
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資料５－６－③－３

専攻科委員会によるシラバスの点検 

 

（略） 

 
（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 12 回専攻科委員会議事概要）

資料５－６－③－４

教育目標・教育課程とシラバス 

 

（次ページに続く）
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（資料５－６－③－４の続き）

 

   開設単位数から各シラバスへのリンクが貼られている。 

（出典 本校ウェブサイトシラバス）
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資料５－６－③－５

シラバスの活用状況 

 

 

（出典 平成 17 年度専攻科授業アンケート報告書）
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観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 専攻科課程の研究指導は，「特別研究」として実施している。「特別研究」

では，本校「目的」の「養成すべき人材像」にある「創造性ある実践的技術を持った技術者」の育

成に配慮し，指導に当たっては，入学直後に学生の希望する研究分野の教員を特別研究指導教員と

し，更に１名の教員を配置した２名体制での研究指導を行っている（資料５－７－①―１）。これ

によって，よりきめ細かな指導が可能となる。特別研究指導教員は研究テーマや年間の研究計画に

関して学生と十分な打合せをした上で研究を指導し，副指導教員は専門分野あるいは広い立場から

研究に助言を与えるといった指導体制をとっている（資料５－７－①―２）。シラバスに記載され

た授業項目に対する達成目標を達成できるよう，指導教員が年度当初に１年単位での研究計画を学

生との相談の上で立て，逐次学生と打合せをしながら指導する体制となっている（資料５－７－①

―３，４）。また，学生には研究日報を提出させ，研究の状況を常に確認するようにしている（資

料５－７－①―５）。特別研究では，最終的な審査のための発表会以外に，１年次後半に「中間発

表会」を実施し，聴講した学生も含め指導教員以外から研究に対するアドバイスを受けるとともに，

資料５－６－③－６

単位時間に関する情報 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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２年次後期に，（財）道央産業技術振興機構，苫小牧高専協力会と共催する「学外発表会」で市内

の企業や市民とディスカッションする機会を与えている（資料５－７－①―６，７）。この他，学

会等で研究発表を行う際の旅費補助制度（資料５－７－①―８）や，研究の進捗状況等の定期的確

認を目的とする個人面談など，準学士課程よりもきめ細かい支援体制を敷いている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 専攻科の研究指導は「特別研究」において複数教員体制を敷き，研

究テーマや年間の研究計画に関して学生との十分な打ち合わせをした上で実施している。また，

「中間発表会」や「学外発表会」を通じて指導教員以外からも研究に対するアドバイスが得られる

ような機会を保証している。さらに，旅費補助制度等の支援体制が整えられている． 

従って，専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－７－①―１

特別研究指導教員の配置状況 

 

（出典 平成 19 年度第２回専攻科委員会資料）
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資料５－７－①―２

特別研究の指導体制 

 

（出典 平成 19 年度第１回専攻科委員会資料）
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特別研究の指導計画の例 

 

（出典 特別研究打合せ資料）
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資料５－７－①―４

特別研究シラバス 

（次ページに続く）
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（資料５－７－①―４の続き）

 

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－７－①―５

特別研究日報の一例 

 

 

（出典 特別研究日報）
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資料５－７－①―６

中間発表会実施要項と聴講学生からのコメント(一部抜粋)の例 

 

（次ページに続く）



苫小牧工業高等専門学校 基準５ 

 - 314 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料５－７－①―６の続き）

 

（出典 専攻科中間発表会資料）
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学外発表会の実施例 

 

 

（次ページに続く）
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（資料５－７－①―７の続き）

 

 
（出典 平成 18 年度専攻科研究発表会要旨集）
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資料５－７－①－８

専攻科学生への学会等旅費補助制度について 

 

 

（出典 平成 18 年度第 12 回専攻科委員会資料）
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 「苫小牧工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修に関する規程」（資料５

－８－①－１）が策定され，成績評価，単位認定，修了認定について定められている。この規程は

「学生便覧・シラバス」に掲載されている他（資料５－８－①－２），本校ウェブサイトに公開さ

れている（資料５－８－①－３）。また，年度当初のガイダンスで修了要件について周知している

（資料５－８－①－４）。追試験等に関しても，同規程に定められている。教員はこの規程に則っ

て成績評価法を決定し，それに従って成績評価を適切に実施している。全授業科目の評価方法はシ

ラバスに明記され，学生に周知されている（資料５－８－①－５，及び訪問調査時資料16「学生便

覧・シラバス」）。 

成績評価に用いた資料は全て答案等保存資料として保存している（訪問調査時資料13）。専攻科

委員会では答案等保存資料に基づいて，シラバスに記載された方法で成績評価が実施されたかにつ

いて確認し，必要に応じて授業担当者に改善を要求している（資料５－８－①－６）。また，答案

等の返却状況について調査を行っており，学生の疑義申立てについては，試験答案返却時に受付け

ている（資料５－８－①－７）。 

修了認定は専攻科委員会で審査の上，教員会議に上程され，規程に則って審議されている。審議

の結果は成績一覧表として全学生に送付される。なお，疑義の有る場合は専攻主任等を通じて申立

てを行い，準学士課程同様に，必要に応じて専攻科委員会で審査される。 

１単位の履修時間が授業以外の学習を合わせて45時間であることは，「学生便覧・シラバス」に

掲載されている他（資料５－８－①－８），年度当初に行っているガイダンスで周知している。 

なお，本校の専攻科修了については，「環境・生産システム工学」教育プログラムの修了が認定

要件となっており，教育プログラムの学習・教育目標の達成度一覧を作成し（資料５－８－①－

９），達成状況を確認した上で教員会議において審議され，校長が認定する（資料５－８－①－

10）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 成績評価・修了認定等に関する規程が整備されており，これらの規

程は「学生便覧・シラバス」に記載される等，学生に周知されている。また成績評価が正しく行わ

れたことを確認するシステムもあり，成績評価，単位認定，修了認定はこれらにより適切に実施さ

れている。 
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資料５－８－①－１

専攻科の授業科目の履修に関する規程 

 

（次ページに続く）
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（資料５－８－①－１の続き）

 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料５－８－①－２

「平成 19 年度 学生便覧・シラバス（専攻科）」の目次 

 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－８－①－３

ウェブサイトへの掲載状況 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料５－８－①－４

専攻科のガイダンス日程表 

 

（次ページに続く）
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（資料５－８－①－４の続き）

 

 

（出典 平成 18 年度第１回専攻科委員会資料）
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資料５－８－①－５

シラバスにおける成績評価方法の記載状況例 

 

（次ページに続く）
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（資料５－８－①－５の続き）

 

（出典 平成 19 年度 学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－８－①－６

答案等保存資料の点検と改善 

 

 

 



苫小牧工業高等専門学校 基準５ 

 - 328 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－８－①－７

平成 17 年度分試験答案・レポートの返却に関する調査集計結果 

 
（略） 

（次ページに続く）
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（資料５－８－①－７のつづき）

 

 

（出典 平成 18 年度第６回教務委員会資料）
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資料５－８－①－８

１単位の履修時間の説明 

 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料５－８－①－９

プログラム達成度評価表の例 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－８－①－10

環境・生産システム工学教育プログラムの修了認定に関する規程 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

準学士課程第４学年及び専攻科課程１年でのインターンシップをそれぞれ「学外実習」「学外研

修」の単位に認定しており，平成17年度からの現代GPに採択された「学生参画型産学連携推進プロ

グラム－“技術者の卵”の地産地消を目指して－」に連携させ，インターンシップを卒業研究，特

別研究に先立つ「プレ研究」と位置づけ，企業等学外での経験を研究に活かすよう配慮している。 

特別活動としては，第１学年オリエンテーション，性に関する講演会，第２学年総合研修旅行，

第３学年オリエンテーション，第４学年工場見学旅行等を実施し，豊かな人間性を育成する一助と

している。 

学生会，寮生会は学校指導の下で，人間性の涵養を目的とした活動を行っている。 

クラブ・同好会等の指導には原則として全教員が当ることとしており，顧問教員は，クラブ・同

好会活動の様々な場面で，教科指導とは異なった面から人間性に関わる多様な助言・指導を行って

いる。 

準学士課程で専門技術の基礎を学び，専攻科課程で幅広い工学的素養と専門技術の応用を学ぶこ

とができる教育プログラムが設定されており，日本技術者教育認定機構の認定プログラムとなって

いる。 

専攻科課程１年の「創造工学」では，現代GP「創造性豊かな実践的技術者育成コースの開発」用

に開発したe-Learningコンテンツを使用し，学生がいつでも学習できるような工夫をしている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

〈準学士課程〉 

学校教育法上の目的に基づいて「養成すべき人材像」を掲げ，卒業時に身に付けるべき学力や資

質・能力に照らして，卒業時の到達目標を具体的に定めた上で，各授業科目を各学年に適切に配置

している。また，目標に到達するために段階的な履修が可能となるよう授業科目の内容を決定して

いる。 

他教育機関との単位互換，インターンシップの単位認定，外国人留学生への補充教育，編入学生

への補充授業，技能審査の単位認定等，学生の自発的学習への要求に配慮している。 

教育課程を展開するにふさわしい授業形態，学習指導方法に関しては，講義，演習，実験，実習

等がバランス良く配置され，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，情報機器の活用，基礎

学力不足の学生に対する配慮，特別教室等の利用を含む学習指導の工夫がなされている。 

シラバスは適切に作成され，また，種々の科目で創造性の基礎を育み，インターンシップにおい

て現代GPの取組として課題解決に参画させることにより，学生の創造性育成の一助としている。 

成績評価等に関する規則が策定され，学生に周知されている。教員は成績評価法をシラバスに明

記し，それに従って成績評価を適切に実施している。また，進級認定，卒業認定は適切に実施され

ており，さらに学生の疑義申立ての機会も確保されている。 

本校の目的にある「豊かな人間性」を育成するために，ホームルーム，各種学校行事，特別活動

が実施されている。 
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〈専攻科課程〉 

本校は日本技術者教育認定機構により認定された「環境・生産システム工学」教育プログラムに

より，準学士課程との連携に配慮している。 

「養成すべき人材像」を掲げ，学力や資質・能力の到達目標を具体的に定めた上で，各授業科目

を各学年に適切に配置している。また，各専攻の専門を考慮しその目標を達成できるように授業科

目の内容を決定している。 

他専攻科目の履修，他大学との単位互換，インターンシップ等により学生の多様なニーズ，学術

の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編成に配慮している。 

講義，演習，実験，実習等の授業形態はバランス良く配置され，講義と実際の問題とが結びつく

ような工夫，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，情報機器の活用，フィールドワーク等

を含む学習指導の工夫がなされている。 

シラバスは教育課程の編成の趣旨に沿って適切に作成され，また，「特別研究」「創造工学」等

において学生の創造性を育むための工夫がなされており，地元企業と連携したインターンシップも

実施されている。 

専攻科の研究指導は，「特別研究」における複数教員体制をとり，また，「中間発表会」や「学

外発表会」を通じて指導教員以外からも研究に対するアドバイスが得られるような機会を保証して

いる。さらに，旅費補助制度等の支援体制が整えられている。 

成績評価・修了認定等に関する規程が整備されており，これらの規程は「学生便覧・シラバス」

に記載される等，学生に周知されている。また成績評価が正しく行われたことを確認するシステム

もあり，成績評価，単位認定，修了認定はこれらにより適切に実施されている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では学校の目的に沿って，学生が卒業（修了）時に身に付けるべき学

力や資質・能力即ち学習・教育目標が明確に設定されており，各目標を達成するための教育課程に

おいて必要な科目群が学科毎に用意されている。これらの科目群は，卒業（修了）時に学習・教育

目標を無理なく達成できるよう第１学年から学年毎に系統的，効果的に配当されている（資料６－

１－①－１）。教育課程においては，全学習・教育目標に必修科目を配置している．また，学生の

ニーズや社会の要請に応えるための選択科目も配置されており，学習・教育目標の達成状況の把握

・評価については，学生の科目選択状況に応じて必修科目と併せて行えるよう位置付けられている。 

従って，これらの科目群の単位修得状況により，各学習・教育目標の達成度を把握することができ

る。 

準学士課程に関しては，教務委員会（資料６－１－①－２）において，学習・教育目標に沿って

展開されている教育課程における授業科目の明確な成績評価（資料６－１－①－３）に基づき単位

修得状況を把握し（資料６－１－①－４），これを基に教員会議において進級・卒業の認定を審議

している（資料６－１－①－５）。 

専攻科課程の学習・教育目標は，基準５で述べたように「環境・生産システム工学」教育プログ

ラムの学習・教育目標に包含されている。従って本教育プログラムの学習・教育目標の達成状況を

把握・評価することによって専攻科課程のそれを把握・評価することができる。本教育プログラム

では目標毎に達成度評価方法（資料６－１－①－６）が明確に定められている。本教育プログラム

の修了が専攻科修了要件の一つであることから，専攻科委員会（資料６－１－①－７）において，

学習・教育目標達成度評価表（資料６－１－①－８）に基づき，課程修了時の目標達成状況を把握

・評価する取組みが行われている（資料６－１－①－５，９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 準学士，専攻科両課程で，学習・教育目標の達成状況を把握・評価

するための方法及び評価基準があり，課程修了時に教務委員会，専攻科委員会，教員会議において，

それに基づいて適切な取組みが行われている。 
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資料６－１－①－１

教育課程の科目系統図 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－①－２

教務委員会の審議事項 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料６－１－①－３

学業成績の評価並びに課程の修了及び卒業の認定に関する規程 

 

 

（次ページに続く）
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（資料６－１－①－３の続き）

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料６－１－①－４

準学士課程の単位修得状況の把握について 

 

（出典 平成 18 年度第 24 回教務委員会資料）
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資料６－１－①－５

教員会議での卒業・修了認定 

 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 12 回教員会議議事録）
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資料６－１－①－６

教育プログラムの学習・教育目標とその評価方法 

 

（出典 校内グループウェア（サイボウズ）掲載資料）
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資料６－１－①－７

専攻科委員会の審議事項 

 
（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料６－１－①－８

環境・生産システム工学教育プログラム成績評価表 

 

（出典 学生課資料）
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の科目群は，卒業時に学習・教育目標を無理なく達成できるよう第１学

年から学年毎に系統的，効果的に配当されている。各科目の単位取得の確認によって，学習・教育

目標の達成が確認される（資料６－１－①－１）。各科目では，評価基準と単位取得の最低水準を

定めており，特に４・５年生では，これらの決定において技術士１次試験のレベル等，各分野での

国際的な水準を参考にしている。従って，本校においては，学生の単位取得が，教育の成果・効果

を証明することになる。準学士課程では卒業時に，教務委員会がクラス毎に科目の成績評価一覧表

を作成し，単位取得状況により進級・卒業を認定している（資料６－１－②－１）。なお，資格取

得によって単位が認定される科目もあり，この場合，評価は「優」，評点は90点としている（資料

６－１－②－２）。 

卒業研究では論文内容及び発表内容・技術の両面において複数の教員によりその評価を行ってお

り（資料６－１－②－３），教育の効果を確認している。なお，卒業研究を始めとする５年間の学

業が優秀な者に対しては，各学会より学会賞が贈られている（資料６－１－②－４）。 

専攻科課程では修了時に，専攻科委員会が専攻科２年生の教育プログラム達成度集計表を作成し，

達成度の状況を確認の上，修了を認定することによって教育の成果を確認している（資料６－１－

②－５）。 

専攻科課程の特別研究についても，論文内容及び発表内容・技術の両面において複数の教員によ

りその評価を行っている（資料６－１－②－６）。また，毎年地元企業人等を対象として開催され

る専攻科研究発表会（資料６－１－②－７）において全員が発表し，その内容等は高い評価を得て

いる。 

卒業研究・特別研究ともに学外での研究発表会等において受賞する例があり高い水準にある（資

料６－１－②－８）。 

資料６－１－①－９

専攻科課程修了時の目標達成状況の把握・評価 

 

 

（略） 

 

（出典 平成 18 年度第 13 回専攻科委員会議事概要）
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（分析結果とその根拠理由） 卒業および修了の状況及び卒業研究，特別研究の水準等から判断し

て，卒業，修了時の学習・教育目標について教育の成果や効果が上がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－②－１

成績一覧表 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－２

文部科学大臣が定める学修に基づく単位認定に関する規程 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）



苫小牧工業高等専門学校 基準６ 

 - 346 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－②－３

卒業研究の複数教員による評価 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料６－１－②－３の続き）

 

（以下略） 

 

（出典 平成 19 年度シラバス）
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資料６－１－②－４

学会賞の受賞 

（出典 校報第 235 号）

資料６－１－②－５

教育プログラム達成度集計表 

 

平成■■年度入学者　プログラム達成度集計表

A-1 A-2 A-3 達成度 判定 B-1 B-2 B-3 達成度 判定 C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 達成度 判定

氏名 成績点 成績点 成績点 ％ 合・否 合・否 合・否 合・否 ％ 合・否 合・否 合・否 成績点 成績点 合・否 ％ 合・否

04801 市川　方範 83.0 82.3 61.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 84.0 80.8 合 100.0 合

04803 大沼　建靖 79.8 78.0 65.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 80.0 73.3 合 100.0 合

04804 金子　雄大 85.8 86.0 80.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 89.0 82.3 合 100.0 合

04805 竹中　慎吾 89.8 91.3 79.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 90.0 92.0 合 100.0 合

04806 中瀬古　大 83.2 84.5 85.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 90.0 88.3 合 100.0 合

04807 林　徹也 75.3 73.7 71.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 74.0 72.8 合 100.0 合

04808 古川　直幸 77.8 78.0 66.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 83.0 63.3 合 100.0 合

04809 源　朋之 86.5 87.0 71.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 81.0 89.3 合 100.0 合

04810 吉野　慎二 84.4 85.5 82.0 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 80.0 82.7 合 100.0 合

04811 渡辺　尚 81.0 80.0 82.7 100.0 合 合 合 合 100.0 合 合 合 79.0 82.0 合 100.0 合

(A)教養： (B)倫理と責任： (C)コミュニケーション：

日本語で記述，発表，討論するプレゼンテーション
能力と国際的な場でコミュニケーションをとるため
の語学力の基礎能力を身につける。

地球的視点で自然・環境を考え，歴
史，文化，社会などについて広い視
野を身につける。

技術者としての倫理観や責任感を身
につける。

■
■
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

学籍番号

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－６

専攻科特別研究評価法及び基準 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料６－１－②－６の続き）

 

（平成 19 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料６－１－②－７

専攻科特別研究発表の例 

 

 

（出典 平成 18 年度専攻科研究発表会要旨集）
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資料６－１－②－８

学会・研究発表会における学生の受賞 

 

 

（出典 機械工学科・電気電子工学科・物質工学科・環境都市工学科資料）
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 卒業生・修了生に対する求人企業数は高い水準にある（資料６－１－③－

１）。 

卒業・修了後の就職率及び進学率はそれぞれ毎年高い値を示している（資料６－１－③－２）。

就職先の産業・職業分野については，各学科・各専攻ともほとんどが工業・技術系となっており，

本校の養成すべき人材像及び各学科・各専攻の目的に沿ったものとなっている（資料６－１－③－

３，４）。 

また，進学先の教育機関・専門分野に関しても，本校の養成すべき人材像及び各学科・各専攻の

目的に沿った理工系の大学学部・大学院研究科となっている（資料６－１－③－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 卒業生・修了生に対する求人数は高い水準にあり，また就職率・進

学率も高い。さらに，卒業生・修了生それぞれが各産業分野の技術者として就職，あるいは理工系

の大学・大学院へ進学している。 

従って，教育の目的において意図している人材の養成に対して，教育の成果や効果が上がってい

るといえる。 
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資料６－１－③－１

卒業生・修了生の就職状況 

 

（出典 平成19年度学校要覧）
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資料６－１－③－２

卒業生・修了生の進路状況 

各学科・専攻の進路状況一覧

機械工学科

卒業生 就職 進学 その他（専修等） その他（未定） 合計（卒業生数）

平成１５年度 37 22 12 3 0 37

平成１６年度 40 24 16 0 0 40

平成１７年度 40 24 15 0 1 40

平成１８年度 44 27 16 0 1 44

電気電子工学科

卒業生 就職 進学 その他（専修等） その他（未定） 合計（卒業生数）

平成１５年度 37 22 14 1 0 37

平成１６年度 33 19 14 0 0 33

平成１７年度 34 23 11 0 0 34

平成１８年度 37 25 11 0 1 37

情報工学科

卒業生 就職 進学 その他（専修等） その他（未定） 合計（卒業生数）

平成１５年度 32 23 9 0 0 32

平成１６年度 34 26 8 0 0 34

平成１７年度 29 10 17 1 1 29

平成１８年度 28 11 15 0 2 28

物質工学科

卒業生 就職 進学 その他（専修等） その他（未定） 合計（卒業生数）

平成１５年度 35 23 11 1 0 35

平成１６年度 39 24 13 1 1 39

平成１７年度 34 25 7 1 1 34

平成１８年度 35 25 9 0 1 35

環境都市工学科

卒業生 就職 進学 その他（専修等） その他（未定） 合計（卒業生数）

平成１５年度 41 24 12 2 3 41

平成１６年度 37 18 16 0 3 37

平成１７年度 32 12 19 0 1 32

平成１８年度 34 23 10 0 1 34

電子・生産システム工学専攻

修了生 就職 進学 その他（専修等） その他（未定） 合計（卒業生数）

平成１６年度 14 11 3 0 0 14

平成１７年度 10 7 3 0 0 10

平成１８年度 15 14 1 0 0 15

環境システム工学専攻

修了生 就職 進学 その他 その他（未定） 合計（卒業生数）

平成１６年度 13 9 4 0 0 13

平成１７年度 11 10 0 0 1 11

平成１８年度 15 11 1 0 3 15

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－③－３

卒業生・修了生の就職先 

各学科・専攻の就職先一覧

機械工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

 ㈱松本鐵工所  さかえｸﾞﾙｰﾌﾟ  ＴＭＣシステム㈱  アイシン精機㈱
 ㈱前川製作所  自衛隊  いすゞエンジニアリング㈱  トヨタ自動車㈱(2)
 ㈱日産ディーゼル技術研究所  シンセメック㈱  スガノ農機㈱  ホクレンくみあい飼料㈱

 ㈱日産テクノ  旭化成ケミカルズ㈱  スズキ㈱  ボッシュ㈱
 ＮＥＣフィールディング㈱  ㈱JALアビテック  ダイキン工業㈱  ミツミ電機㈱
 ＴＭＣシステム㈱  ㈱JAL航空機整備成田  トヨタ自動車北海道㈱  旭化成㈱
 いすゞエンジニアリング㈱  ㈱JAL航空機整備東京  旭化成㈱  王子製紙㈱苫小牧工場

 キャノンファインテック㈱  ㈱アーキビジョン21  王子製紙㈱  ㈱DRD
 サッポロ産機㈱  ㈱アルバック  ㈱ダイナックス  ㈱ＪＡＬ航空機整備東京

 トヨタ自動車北海道㈱  ㈱キメラ  ㈱デザインネットワーク  ㈱ＮＴＴ－ＭＥ
 ネットワークサービスアンドテクノロジーズ㈱  ㈱電気工事西川組  ㈱松本鉄工所  ㈱ダイナックス
 ホシザキ北海道㈱  ㈱奈良機械製作所  ㈱森精機製作所  ㈱神崎高級工機製作所

 マキノＪ㈱  京セラ㈱(2)  ㈱日本除雪機製作所  ㈱日本製鋼所
 極東石油工業㈱  出光興産㈱  三菱化学㈱  ㈱日立エコトランスミッション

 栗林機工㈱  千代田商工㈱  三菱製鋼㈱  三菱製鋼(株)
 合同容器㈱  東亜工業㈱  三菱電機ビルテクノサービス㈱  出光エンジニアリング㈱

 出光興産㈱  東洋製罐㈱千歳  出光興産㈱(2)  出光興産㈱
 森永乳業㈱  道栄紙業㈱  新日本石油化学㈱  雪印乳業㈱
 雪印乳業㈱  苫小牧ガス㈱  綜合警備保障㈱  中外製薬工業㈱
 苫小牧ガス㈱  日本原燃㈱  帯広松下電工㈱  東邦チタニウム㈱
 北海道パワーエンジニアリング㈱  日立化成工業㈱山崎  津田工業㈱  日本貨物鉄道㈱
 明治乳業㈱  北海道電力  日立ホームアンドライフソリューション㈱  日野自動車㈱

 矢崎総業㈱  日立化成工業㈱  菱重特殊車両サービス㈱

 北海道コカ・コーラプロダクツ㈱

 北海道パワーエンジニアリング㈱

 北海道石油共同備蓄㈱　北海道事業所

電気電子工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

 ㈱ＮＨＫテクニカルサービス  ＮＥＣシステム建設エンジニアリング  ソニー宮城㈱  （株）北海道日立ソリューションズ

 ㈱エアロテクノサービス  ＮＥＣフィールディング㈱  ホクレンくみあい飼料㈱  ｷｬﾉﾝﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱

 ㈱きんでん  アロカ㈱  花王㈱  サントリー㈱
 ㈱日立エンジニアリングサービス  オリンパス㈱  ㈱ＪＡＬ航空機整備東京  スタンレー電気㈱
 アロカ㈱  キヤノン㈱  ㈱ＮＨＫテクニカルサービス  ソニーイーエムシーエス㈱　CS本部

 いすゞエンジニアリング㈱  サントリー㈱  ㈱エスイーシー  パナソニックエレクトロニックデバイス北海道㈱

 キャノンファインテック㈱  セコム㈱  ㈱エヌ・ティ・ティ　ファシリティーズ  王子製紙㈱苫小牧工場
 三菱電機ビルテクノサービス㈱  ドコモエンジニアリング北海道㈱  ㈱コムテック２０００  ㈱ＮＨＫテクニカルサービス

 三洋電機サービス㈱  ㈱ＮＨＫテクニカルサービス  ㈱パピルス  ㈱NTTファシリティーズ
 出光興産㈱  ㈱きんでん  ㈱日立エンジニアリングサービス  ㈱エージーピー
 新日本石油化学㈱  ㈱ニコン  ㈱日立ビルシステムズ  ㈱ダイナックス
 森永乳業㈱  ㈱日本デジタル研究所  三菱ビルテクノサービス㈱  ㈱東芝
 西日本旅客鉄道㈱  三菱ビルテクノサービス㈱  西日本旅客鉄道㈱  ㈱日立メディコ
 綜合警備保障㈱  出光興産㈱  中部電力㈱  ㈱日立製作所
 東芝プラント建設㈱  日信電子サービス㈱  東海旅客鉄道㈱  三菱電機ビルテクノサービス㈱

 日本貨物鉄道㈱  日本精工㈱  日産自動車㈱  出光興産㈱(2)
 日本原燃㈱  日本放送協会  日本貨物鉄道㈱  雪印乳業㈱
 日本特殊機器㈱  富士電機システムズ㈱  日本原燃㈱  中部電力㈱
 日本放送協会  北海道電力㈱  日立計測器サービス㈱  凸版印刷㈱
 富士電機システムズ㈱   富士電機システムズ㈱  日本貨物鉄道㈱
 北ガス建設㈱  北海道電力㈱(2)  北海道ガス㈱
 北海道電力㈱  矢崎総業㈱  北海道電力㈱(3)
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情報工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

 ㈱アルファシステムズ  ＮＥＣテレネットワークス㈱  ＴＤＣソフトウェアンジニアリング㈱  ＮＥＣネッツエスアイ・エンジニアリング㈱

 ㈱ヴィッツ  TDCソフトウェアエンジニアリング㈱  出光興産㈱(2)  NTTコムウェア北海道㈱

 ㈱コムテック２０００  エクストリーク㈱  北都システム㈱  セコム㈱
 ㈱シーズ・ラボ  キヤノンシステムアンドサポート㈱  ㈱ＶＳＮ  ソニーイーエムシーエス㈱

 ㈱テクシア  フジオーネ・テクノ・ソリュージョンズ㈱  ㈱シーテック  ソニー㈱　厚木テクノロジーセンター

 ㈱テクノラボ  リコーテクノシステムズ㈱  ㈱テクノラボ  ㈱I・TECソリューションズ(2)

 ㈱苫小牧電子計算センター  王子総合病院  ㈱日本ソフトウェア技研  ㈱日立アドバンストデジタル

 ㈱日本ソフトウェア技研  ㈱ＮＨＫテクニカルサービス  ㈱日本デジタル研究所  ㈱富士通ビジネスシステム

 ㈱北海道日情システムズ  ㈱NTTデータ北海道  ㈱フォレステック  富士通サポート＆サービス㈱

 （財）軽種馬育成調教センター  ㈱アルファシステムズ   富士通㈱
 セコム㈱  ㈱ヴィッツ
 ソニーデジタルネットワークアプリケーションズ㈱  ㈱エム・イー
 フジオーネ・テクノ・ソリューションズ㈱  ㈱ケーヒン
 リコーテクノシステムズ㈱  ㈱コムテック２０００
 札幌競馬場乗馬センター  ㈱テクノラボ
 松下システムテクノ㈱  ㈱デザインネットワーク
 日本コムシス㈱  ㈱沖電気カスタマアドテック

 日本電子㈱  ㈱星光社
 日立エンジニアリング㈱  ㈱苫小牧電子計算機センター

 美和電気工業㈱  ㈱日本ソフトウェア技研
 翼システム㈱ (3)  ㈱日本デジタル研究所

 ㈱北海道日立情報システムズ

 日信電子サービス㈱
 日本コムシス㈱

 日本放送協会
 富士通サポート＆サービス㈱

物質工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

 ㈱Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ  ハリマ化成㈱  サントリー㈱  花王（株）
 ㈱ケミカルソフト開発研究所  ホクレンくみあい飼料㈱(2)  ソニー宮城㈱  クレードル興農㈱
 ㈱森ニチレイフーズ  ユニチカファイバー㈱  旭化成㈱(2)  さくらファミリークリニック

 ㈱前川製作所  旭化成㈱  花王㈱  函館魚市場㈱
 インターコスメ㈱  花王㈱  ㈱Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ(2)  ホクレンくみあい飼料㈱
 エア・ウォーター・エネルギー㈱  ㈱Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ  ㈱カネカ北海道  北海道日高乳業（株）
 エヌ・イー　ケムキャット㈱  ㈱アデカクリーンエイド  ㈱日本触媒  旭化成㈱(4)
 ダイナックス㈱  ㈱カネカ  ㈱北炭ゼネラルサービス  ㈱Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ

 ハリマ化成㈱  ㈱システムサービス  住友化学㈱  ㈱アデカクリーンエイド
 花王㈱  ㈱ダイナックス  出光興産㈱  ㈱ロイズコンフェクト
 三協化学㈱  ㈱テクシア  新日本石油化学㈱(3)  ㈱奈良機械製作所
 住友化学工業㈱  ㈱日本触媒  森永乳業㈱  ㈱日本触媒
 出光興産㈱  ㈱巴商会  雪印乳業㈱(2)  住友化学㈱千葉工場
 森永乳業㈱  水澤商事㈱札幌営業所  中外テクノビジネス㈱  新日本石油化学㈱

 雪印乳業㈱  大日精化工業㈱  東レ㈱  雪印乳業㈱
 大日精化工業㈱  東亜石油㈱(2)  日本ゼオン㈱  東レ㈱
 大日本インキ工業㈱  道栄紙業㈱  日本ミルクコミュニティ㈱  東燃ゼネラル石油㈱
 東レ㈱  日本ゼオン㈱  日立化成工業㈱  日軽北海道㈱
 道栄紙業㈱  日本原燃㈱  矢崎総業㈱(2)  日本ゼオン㈱川崎工場(2)

 苫小牧ガス㈱  日立化成工業㈱下館事業所   日本山村硝子㈱
 日本ゼオン㈱  日立化成工業㈱五所宮事業所  日立化成工業㈱下館事業所

 味の素㈱  北海道日立物流サービス㈱

 和光純薬工業㈱ 
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環境都市工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

 ㈱テイアンドワイ設計事務所  札幌市役所  札幌市役所  旭シンクロテック㈱
 ㈱沿海調査エンジニアリング  登別市役所  トヨタ自動車北海道㈱  サンコーコンサルタント㈱

 ㈱丸博野沢組  旭シンクロテック㈱  笹原(有)  ショーボンド建設㈱
 ㈱日建技術コンサルタント  ㈱開発工営社  水谷建設㈱  苫小牧信用金庫
 ライト工業㈱  ㈱山口工業所  大阪ガス㈱  ナラサキスタックス㈱
 旭シンクロテック㈱  ㈱中山組  池田暖房工業㈱  ㈱ＮＴＴ－ＭＥ(2)
 横河工事㈱  佐々木建設㈱  東京水道サービス㈱  ㈱太平エンジニアリング

 光和技研㈱  盛興建設㈱  独立行政法人水資源機構  ㈱中山組
 札幌市役所  西日本旅客鉄道㈱  日特建設㈱  ㈱ロイズコンフェクト
 西日本旅客鉄道㈱ (2)  前田道路㈱(2)  日本貨物鉄道㈱(2)  関西保温工業㈱
 前田道路㈱  苫小牧港開発㈱  明和産業㈱  建装工業㈱
 大成ロテック㈱  苫小牧清掃組合  五洋建設㈱
 東京水道サービス㈱  日特建設㈱  前田道路㈱
 東京鋪装工業㈱  日本貨物鉄道㈱  大林道路㈱
 苫小牧市役所  北電興業㈱  道路建設㈱
 苫小牧清掃企業組合  會沢高圧コンクリート㈱(2)  苫小牧市役所
 日特建設㈱  日揮プロジェクトサービス㈱

 北海道開発局 (4)  日本貨物鉄道㈱
 北海道森林管理局  北海道ガス㈱
 北海道庁  會澤高圧コンクリート㈱

 

電子・生産システム工学

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

 いすゞエンジニアリング㈱  キヤノンファインテック㈱  イエローハット
 ㈱一高たかはし  ソニー宮城㈱  セイコーエプソン㈱
 ㈱苫小牧電子計算機センター  トヨタテクニカルディベロップメント㈱  ニッテツ北海道制御システム㈱

 ㈱日立アドバンストデジタル  ㈱エージーピー  旭化成㈱
 ㈱日立エレクトリックシステムズ  ㈱ソリューションプラザ  ㈱I・TECソリューションズ

 森永乳業㈱  ㈱北海道日立情報システムズ  ㈱ＮＴＴデータ北海道
 苫小牧ガス㈱  北都システム㈱  ㈱日産テクノ
 日本精工㈱  ㈱日立アドバンストデジタル

 日立化成工業㈱  ㈱日立製作所
 美和電気工業㈱  ㈱明電舎
 矢崎総業㈱  中外製薬工業㈱

 同和鉱業㈱
 富士通㈱

 北海道総合通信網㈱

環境システム工学専攻

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

 北日本ディック㈱  苫小牧市役所  ナラサキスタックス
 東亜道路工業㈱  會澤高圧コンクリート㈱  ㈱バンテクノ
 苫小牧ガス㈱  クローバー電子工業㈱  ㈱中山組
 苫小牧信用金庫  国際企業㈱  ㈱北炭ゼネラルサービス

 豊松吉工業㈱  東京水道サービス㈱  佐藤工業㈱
 森永乳業㈱  ライト工業㈱  三機工業
 會沢高圧コンクリート㈱(3)  和光純薬工業㈱  苫小牧港開発㈱

 ㈱田中組  日東電工㈱
 ㈱テイアンドワイ設計事務所  日本郵政公社(2)
 栗田工業㈱  北都システム㈱
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平成 19 年度学校基本調査（職業別・産業別就職者数） 

 

（出典 総務課資料）
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資料６－１－③－５

卒業生・修了生の進学先 

 

各学科・専攻の進学先一覧

機械工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

北海道大学工学部 室蘭工業大学工学部(2) 室蘭工業大学工学部 北海道大学工学部

室蘭工業大学工学部(3) 北見工業大学工学部(2) 北見工業大学工学部 室蘭工業大学工学部(4)

北海道工業大学工学部 千葉大学工学部 長岡技術科学大学工学部(2) 千葉大学工学部

札幌大学外国語学部 長岡技術科学大学工学部(2) 岐阜大学工学部 長岡技術科学大学工学部(2)

東京農工大学工学部 豊橋技術科学大学工学部(2) 豊橋技術科学大学工学部(3) 岐阜大学工学部

長岡技術科学大学工学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科(7) 苫小牧工業高等専門学校専攻科(6) 金沢大学工学部

豊橋技術科学大学工学部 旭川工業高等専門学校専攻科 豊橋技術科学大学工学部

岐阜大学工学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科(5)

苫小牧工業高等専門学校専攻科(2)

電気電子工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

北海道大学工学部 北海道大学工学部(2) 北海道大学工学部 北海道大学工学部

室蘭工業大学工学部(2) 室蘭工業大学工学部 筑波大学第三学群(2) 埼玉大学教養学部

北見工業大学工学部 秋田大学工学部 埼玉大学教養学部 長岡技術科学大学工学部(2)

弘前大学理工学部 筑波大学第三学群 千葉大学工学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科(7)

岩手大学工学部(2) 東京工業大学工学部 新潟大学工学部

電気通信大学電気通信学部 東京農工大学工学部 長岡技術科学大学工学部

立命館大学理工学部 電気通信大学電気通信学部 豊橋技術科学大学工学部

同志社大学工学部 大阪大学基礎工学部 三重大学工学部

苫小牧工業高等専門学校専攻科(4) 苫小牧工業高等専門学校専攻科(5) 苫小牧工業高等専門学校専攻科(2)

情報工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

室蘭工業大学工学部 室蘭工業大学工学部(2) 北海道大学工学部(2) 北海道大学工学部(2)

北見工業大学工学部 豊橋技術科学大学工学部(3) 北海道教育大函館校教育学部 室蘭工業大学工学部(2)

帯広畜産大学畜産学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科(3) 室蘭工業大学工学部(3) 電気通信大学電気通信学部

東京工業大学理学部 東京工業大学工学部 長岡技術科学大学工学部

豊橋技術科学大学工学部 新潟大学経済学部 静岡大学情報学部

苫小牧工業高等専門学校専攻科(4) 長岡技術科学大学工学部 豊橋技術科学大学工学部(2)

静岡大学情報学部 放送大学

豊橋技術科学大学工学部(3) 苫小牧工業高等専門学校専攻科(5)

苫小牧工業高等専門学校専攻科(4)

大
学

（
学
部

）

大
学

（
学
部

）

大
学

（
学
部

）
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 準学士課程第４，５学年は観点６－１－①で述べた教育プログラムの１，２

年に相当することから，平成17年度に教務委員会において，教育プログラムの学習・教育目標に対

する学生の達成度自己評価を「４点～１点」の４段階で調査し，点検を行った（資料６－１－④－

１）。本調査によると第５学年学生の達成度自己評価の平均点は，ほとんどの学生が２点以上，中

（資料６－１－③－５の続き）

 

物質工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

北海道大学工学部 北海道大学工学部 北海道大学工学部(2) 北海道大学工学部

室蘭工業大学工学部(3) 北海道大学農学部 東北大学工学部 北海道大学農学部

創価大学工学部 室蘭工業大学 信州大学工学部(2) 名古屋大学工学部

苫小牧工業高等専門学校専攻科(4) 弘前大学農学生命科学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科(2) 信州大学工学部(3)

旭川工業高等専門学校専攻科 信州大学工学部 豊橋技術科学大学工学部(2)

函館工業高等専門学校専攻科 東京工業大学工学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科

神戸大学農学部

苫小牧工業高等専門学校専攻科(6)

環境都市工学科

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

北海道大学工学部 室蘭工業大学工学部(5) 北海道大学工学部(2) 北海道大学工学部

室蘭工業大学工学部 信州大学農学部 室蘭工業大学工学部(3) 室蘭工業大学工学部

北海道工業大学工学部 豊橋技術科学大学工学部 北見工業大学工学部(2) 京都大学工学部

姫路工業大学環境人間学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科(9) 千葉大学工学部 苫小牧工業高等専門学校専攻科(7)

苫小牧工業高等専門学校専攻科(8) 長岡技術科学大学工学部(3)

苫小牧工業高等専門学校専攻科(8)

電子・生産システム工学

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度
室蘭工業大学大学院工学研究科 北海道大学大学院工学研究科 名古屋工業大学大学院情報工学専攻

長岡技術科学大学大学院工学研究科(2) 東京大学大学院工学研究科

奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科

環境システム工学専攻

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度
北海道大学大学院工学研究科(3) 神戸大学大学院

東北大学大学院工学研究科

大
学

（
学
部

）

大
学
院

（
研
究

科

）

大
学
院

（
研
究

科

）

大
学

（
学
部

）

 

 

（出典 学生課資料）
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には３点台（２点：評価基準の合格点に達していると自己判定，３点:概ね(80%)は達成できている

と自己判定）の学生がいる。一方，各学習・教育目標に対する各学科全員の平均点は何れの目標に

対しても2.1点以上の値を示している（資料６－１－④－２）。平成18年度からは卒業時に準学士

課程の学習・教育目標に対する学生の達成度自己評価を実施するとともに，第３，４学年終了時に

も同様に実施している（資料６－１－④－３）。これらの結果，卒業時には各学習・教育目標を概

ね達成できていることが窺える（資料６－１－④－４）。また，この達成度自己評価については，

学年進行による推移を学生自身が確認できるよう，「自己達成度点検記録簿」を残すこととした

（資料６－１－④－５）。 

観点６－１－①で述べたように，専攻科課程の学習・教育目標はすべて教育プログラムの学習・

教育目標に包含されている。従って，教育プログラムの学習・教育目標に対する学生の達成度自己

評価を調査することにより，専攻科課程の学習・教育目標に対する達成度の自己評価を把握するこ

とができる。専攻科委員会では，専攻科１，２年生に対してこの調査を実施し，点検を行っている

（資料６－１－④－６）。これによると，修了時における達成度自己評価は，各学生の平均点及び

各学習・教育目標に対する専攻全員の平均点のいずれも，ほとんどが３点以上の高い値を示してい

る（資料６－１－④－７）。 

また，達成度自己評価の集計結果から，準学士・専攻科両課程とも学年進行に伴って評価平均が

上昇しており，教育の成果が上がっていることが確認できる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 準学士・専攻科両課程の学習・教育目標に対する学生の達成度自己

評価の点検結果は，学年進行に伴って評価平均が上昇しており，これから判断して卒業・修了時に

教育の成果や効果が上がっているといえる。 
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資料６－１－④－１

平成 17 年度学習・教育目標自己達成度点検書調査用紙 

 

（次ページへ続く）



苫小牧工業高等専門学校 基準６ 

 - 364 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料６－１－④－１の続き）

 

 

（出典 平成 17 年度第 12 回教務委員会資料）
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資料６－１－④－２

平成 17 年度プログラム１，２年生に対する学習・教育目標自己達成度評価点検集計結果 

 

 

（出典 平成 17 年度第 21 回教務委員会資料）
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資料６－１－④－３

平成 18 年度学習・教育目標自己達成度点検書調査用紙 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－④－４

学習・教育目標自己達成度点検書結果一覧 

 

H18年度末実施

○3年

A_教養 B_倫理 C_コミ D_基礎 E_継続 F_専門 G_複合 H_社会 I_チーム

14 10 12 18 22 15 14 11
85 78 91 71 77 85 98 55
89 89 81 83 80 75 72 100
8 19 12 24 17 21 11 30

2.5 2.6 2.5 2.6 2.5 2.5 2.4 2.8

○4年

A_教養 B_倫理 C_コミ D_基礎 E_継続 F_専門 G_複合 H_社会 I_チーム

5 3 4 4 7 4 5 5
38 35 54 48 52 43 58 37
114 105 101 100 98 100 94 87
28 42 26 31 28 38 27 55

2.9 3.0 2.8 2.9 2.8 2.9 2.8 3.0

○5年

A_教養 B_倫理 C_コミ D_基礎 E_継続 F_専門 G_複合 H_社会 I_チーム

3 3 5 3 5 3 3 4
52 46 53 53 56 50 63 45
94 90 92 96 93 93 81 90
20 33 22 20 18 26 25 33

2.8 2.9 2.8 2.8 2.7 2.8 2.7 2.9

全平均

4

　　　　　目標
評価点

1
2
3

学習･教育目標の到達度自己評価点検　結果一覧

　　　　　目標
評価点

1
2
3
4

全平均

　　　　　目標
評価点

1
2
3
4

全平均
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（資料６－１－④－４の続き）

 

○学生別集計

学科 学生 A_教養 B_倫理 C_コミ D_基礎 E_継続 F_専門 G_複合 H_社会 I_チーム 平均

学生01 2 2 3 3 2 2 3 3 2.5
学生02 2 2 2 2 2 2 2 2 2.0
学生03 3 4 3 3 4 4 4 4 3.6
学生04 3 3 3 3 3 3 3 3 3.0
学生05 3 2 1 4 2 3 3 1 2.4
学生06 3 3 3 3 2 3 2 3 2.8
学生07 1 3 3 2 2 4 4 3 2.8
学生08 3 3 3 3 3 3 3 3 3.0
学生09 3 3 2 2 2 3 2 3 2.5
学生10 3 3 2 3 3 2 2 2 2.5
学生11 3 3 2 3 2 4 4 4 3.1
学生12 3 2 3 2 2 2 2 2 2.3
学生13 3 3 3 3 3 3 3 3 3.0
学生14 2 4 2 3 3 3 2 2 2.6
学生15 3 2 2 3 3 3 2 2 2.5
学生16 2 2 2 2 2 3 2 2 2.1
学生17 3 4 2 2 2 3 2 3 2.6
学生18 3 4 3 3 4 4 3 3 3.4
学生19 2 2 2 2 2 2 2 2 2.0
学生20 4 3 2 2 2 2 2 2 2.4
学生21 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0
学生22 4 3 3 3 3 3 3 4 3.3
学生23 4 4 3 3 3 4 4 4 3.6
学生24 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0
学生25 3 3 3 2 2 3 2 3 2.6
学生26 2 3 3 2 3 2 2 2 2.4
学生27 2 1 2 2 1 1 1 1 1.4
学生28 3 4 3 2 3 3 3 4 3.1
学生29 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0
学生30 3 4 2 3 3 4 3 3 3.1
学生31 3 3 2 3 3 4 4 4 3.3
学生32 3 3 3 3 3 3 3 3 3.0
学生33 3 3 3 2 2 3 4 4 3.0
学生34 3 4 4 3 3 3 3 3 3.3
学生35 4 4 4 3 3 3 3 3 3.4
学生36 3 2 3 3 3 3 3 4 3.0
学生37 2 2 2 2 2 2 2 2 2.0
学生38 4 4 3 3 4 4 3 4 3.6
学生39 3 4 3 4 3 3 4 3 3.4
学生40 3 3 3 3 3 3 3 3 3.0
学生41 3 3 3 4 3 3 3 4 3.3
学生42 3 3 3 3 2 3 3 3 2.9
学生43 3 3 3 3 3 3 3 3 3.0
学生44 3 4 3 3 3 3 3 3 3.1
学生45

3.0 3.1 2.8 2.8 2.7 3.0 2.9 3.0 2.9

○達成度別集計

A_教養 B_倫理 C_コミ D_基礎 E_継続 F_専門 G_複合 H_社会 I_チーム

1 1 1 0 1 1 0 1 2

8 9 14 14 16 8 0 14 10

27 19 24 24 21 24 0 19 19

8 15 5 6 6 11 0 10 13

全平均

Ｍ

平成18年度　機械工学科5年　学習･教育目標到達度自己評価点検集計結果

4

1
2
3

 

 

（出典 平成 18 年度第 26 回教務委員会資料）
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資料６－１－④－５

学習・教育目標自己達成度点検記録簿 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－④－６

専攻科生に対する学習・教育目標の達成度自己評価アンケート 

 

 

（出典 平成 17 年度第３回専攻科委員会資料）
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資料６－１－④－７

学習・教育目標自己達成度点検書集計結果（専攻科） 

 

（次ページへ続く）
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（資料６－１－④－７の続き）

 

 

（次ページへ続く）
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 卒業生・修了生に対するアンケート調査を実施している（資料６－１－⑤－

１）。アンケート結果から，本校の教育については，全体的に高い満足度となっており，教育の成

果が上がっていると判断される。 

平成18年度に，過去５年間(平成13～17年度)で卒業生・修了生が就職した企業及び本校協力会企

（資料６－１－④－７の続き）

 

 

（出典 平成 17 年度第５回専攻科委員会資料）
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業等を対象として，本校の学習・教育目標や卒業生の能力等，本校の教育に関するアンケート調査

を実施した（資料６－１－⑤－２）。アンケートの集計結果（資料６－１－⑤－３）から，卒業生

の学習・教育目標の達成状況についての意見では「倫理観と責任感」「チームワーク」「専門分野

の技術を実践する能力」及び「工学基礎」に関する評価が特に高く，「非常に高い」と「やや高

い」の合計が50～60％に達している。一部にはやや低い評価があるが，「非常に低い」の評価はゼ

ロであるので，概ね良好な評価と考える。 

修了生は平成16年度に第１期生を送り出したばかりで，まだその絶対数が少ない。従って，「採

用実績がない」ため「判断できない」という回答が多く約半数を占めた。残り約半数については，

卒業生とほぼ同様な傾向を示している。 

卒業生・修了生の能力・仕事ぶりに対する総合的な満足度に関する評価では，卒業生に対しては

「大変満足」と「やや満足」を合わせると約70％に達しており，修了生に対しては上述の通り「判

断できない」が多数を占めたが，残りの中では約半数が「大変満足」と「やや満足」であった。 

 

（分析結果とその根拠理由） 進路先等に対して卒業生・修了生に関するアンケート調査を実施し

ており，その中で在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組みを行って

いる。その集計・分析結果から判断して評価や満足度は概ね良好であり，教育の成果や効果が上が

っているといえる。 
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資料６－１－⑤－１

卒業生向けアンケート調査集計結果 

 

（次ページへつづく）
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（資料６－１－⑤－１の続き）

 

（次ページへ続く）
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（資料６－１－⑤－１の続き）

（出典 平成18年度第18回運営委員会資料）
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資料６－１－⑤－２

苫小牧高専の教育に関するアンケート調査 

 

（出典 平成18年度第８回運営委員会資料）
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資料６－１－⑤－３

企業向けアンケート調査集計結果 

 

（出典 本校ウェブサイト企業向け調査「集計結果」）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

卒業生・修了生に対する求人数は高い水準にあり，また卒業生・修了生の就職率・進学率も高い。

さらに，卒業生・修了生それぞれが各産業分野の技術者として就職，あるいは理工系の大学・大学

院へ進学している。 

企業向けアンケートでは，卒業生が在学中に身に付けた学力，能力，資質に対し総合的に高い評

価を得ている。卒業生・修了生に対するアンケート調査では，本校の教育について，全体的に高い

満足度を示す結果が得られている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士・専攻科両課程で，学習・教育目標の達成状況を把握・評価するための方法及び評価基準

があり，課程修了時に教務委員会，専攻科委員会，教員会議において，それに基づいて適切な取組

みが行われている。 

卒業・修了の状況及び卒業研究，特別研究の水準等から判断して，卒業・修了時の学習・教育目

標について教育の成果や効果が上がっている。 

卒業生・修了生に対する求人数は高い水準にあり，また就職率・進学率も高い。さらに，卒業生

・修了生それぞれが各産業分野の技術者として就職，あるいは理工系の大学・大学院へ進学してい

る。 

準学士・専攻科両課程の学習・教育目標に対する学生の達成度自己評価の点検結果は，学年進行

に伴って評価平均が上昇しており，これから判断して卒業・修了時に教育の成果や効果が上がって

いるといえる。 

進路先などに対して卒業生・修了生に関するアンケート調査を実施しており，その中で在学時に

身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組みを行っている。その集計・分析結果

から判断して評価や満足度は概ね良好であり，教育の成果や効果が上がっているといえる。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 準学士課程においては，入学当初のガイダンスで高等専門学校の学習・生活

各方面に関する指導を行う（資料７－１－①－１）。入学の約一ヶ月後には第１学年オリエンテー

ションを実施し，学科毎に教員や先輩学生からアドバイスや体験談を聞く機会を設けている（資料

７－１－①－２，３）。また高学年へと移行する第３学年を対象としたオリエンテーションを毎年

実施している（資料７－１－①－４）。その他，第１学年から第４学年までを対象とした進学ガイ

ダンス（資料７－１－①－５）や第４学年を対象とした就職ガイダンス（資料７－１－①－６）等

を実施して，学生が学習に関する方向性を定める上での助言の機会としている。 

専攻科課程においては，１年生を対象としたガイダンスを入学当初の２日間にわたって実施して

いる。また，２年生を対象としたガイダンスにおいては，TOEICへの取組み方や特別研究，学位取

得申請の方法等について十分な時間を割いて説明を行っている（資料７－１－①－７）。 

学生の自主的学習を支援する制度として，全教員がオフィスアワーを設けている。オフィスアワ

ーの設定状況は全講義室，学生玄関等に掲示されている他，本校ウェブサイトでも閲覧できる（資

料７－１－①－８）。実施報告書から見るにオフィスアワーは概ね有効に活用されている（資料７

－１－①－９）。また準学士課程学生に対しては学級担任教員が，専攻科課程学生に対しては指導

教員等が，個人面談を実施して，自主的学習に関するアドバイスをしている（資料７－１－①－10，

11）。 

 

（分析結果とその根拠理由） ガイダンスは，高専入学当初の新入生ガイダンスに始まり，準学士

課程及び専攻科課程の必要かつ適正な時期毎に，適切に実施されている。全教員がオフィスアワー

を設け，随時相談や助言を行う体制が整えられている他，学級担任教員や専攻科学生指導教員等に

よる，学生との個人面談等が実施され，学生の自主的学習を支援している。 

以上からして，学生の学習を支援するガイダンス及び学生の自主的学習を進める上での相談・助

言を行う体制は，整備され，機能しているといえる。  
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資料７－１－①－１

新入生入学当初の時間配当表 

 

（出典 平成 19 年度第１回教務委員会資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準７ 

 - 383 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－①－２

第１学年オリエンテーションの実施 

 

 

（出典 平成 19 年度第３回学生委員会資料）
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資料７－１－①－３

第１学年オリエンテーションアンケート結果 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－①－４

第３学年オリエンテーションの実施 

 

（出典 平成 19 年度第３回教務委員会資料）
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資料７－１－①－５

進学ガイダンスの実施 

 

 

（出典 平成 18 年度第２回進路指導委員会資料）
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資料７－１－①－６

就職ガイダンスの実施 

 
 

（出典 平成 18 年度第２回進路指導委員会資料）
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資料７－１－①－７

専攻科ガイダンスの実施 

 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料７－１－①－７の続き）

 

 

 

（出典 平成 18 年度第 14 回専攻科委員会資料）
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資料７－１－①－８

オフィスアワーの設定 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料７－１－①－９

オフィスアワーの実施結果 

 

 

（出典 平成 18 年度第 11 回教務委員会資料）
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資料７－１－①－10

学級担任による個人面談に基づく指導の例 

 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 11 回教務委員会資料）
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観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況） 自主的学習環境としては，学術情報センターに図書館，視聴覚室・語学演習

室，及び情報処理施設が置かれている（資料７－１－②－１）。図書館には11万１千冊の図書と１

千３百種の学術雑誌を所蔵し，開架式書庫，閲覧室，AV教材個人閲覧ブースや談話ロビー等が設け

られている（資料７－１－②－２）。また，開館時間を８時30分～20時（土曜日は17時まで）とし

て学生の利用し易い環境を整えている（資料７－１－②－３）。視聴覚室にはコンピュータネット

ワークが整備され，語学自習環境（CALLシステム）が導入されて学生の自主的学習に供されている。

また情報処理施設には，CAI室，演習室などを備え，図書館と同様の時間帯で自由に利用が可能と

なっている（資料７－１－②－４）。以上の学術情報センター諸施設は，学生のアンケート結果か

ら見るに自主的学習環境として有効に利用されている（資料７－１－②－５）。 

資料７－１－①－11

専攻科生に対する面談の実施 

 

（出典 平成 18 年度第３回専攻科委員会資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準７ 

 - 394 -

また，現代GP「創造性豊かな実践的技術者育成コースの開発」用に開発したe-Learningコンテン

ツ等，WebClassを利用した自学自習環境の整備にも取組んでいる（資料７－１－②－６）。 

厚生施設・コミュニケーションスペースとして鵬翔会館が設置されている。食堂，売店，現金自

動預払機，文化系サークルが利用する共用室などがあって，学生生活を支援する場となっている

（資料７－１－②－７～９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等が整

備されており，利用状況から学生に有効に利用されていると判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－②－１

学術情報センターの概要 

 

（出典 学生便覧）
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資料７－１－②－２

学術情報センター図書館概要 

（出典 本校ウェブサイト学術情報センター）



苫小牧工業高等専門学校 基準７ 

 - 396 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－②－３

図書館利用状況 

 

（出典 学生課資料）

資料７－１－②－４

情報処理施設利用状況 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－②－５

学術情報センターアンケート結果 

（次ページへ続く）
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（資料７－１－②－５の続き）

 

（次ページへ続く）
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（資料７－１－②－５の続き）

 

（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）
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資料７－１－②－６

WebClass 

 

（次ページへつづく）
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（資料７－１－②－６の続き）

 

 

（次ページへつづく）
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（資料７－１－②－６の続き）

 

 

（出典 http://lms.tomakomai-ct.ac.jp）
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資料７－１－②－７

福利施設（鵬翔会館） 

 

（出典 学生便覧）

資料７－１－②－８

福利厚生施設外観及び内部風景 

 

        【学生食堂】                 【売店】 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－②－９

食堂等の利用状況 

 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回学生委員会資料）
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では「学生からの要望を取り入れる体制」が整備され，学生に周知され

ている（資料７－１－③－１）。 

本校ウェブサイトにはオンラインアンケートを設けており，学生が自由に回答できるよう配慮が

なされ，学生のニーズの把握に役立てている（資料７－１－③－２）。また学術情報センターの施

設設備に関するオンラインアンケートが実施され，自発的学習に係るニーズの把握に用いられてい

る（資料７－１－③－３）。 

学生会役員と校長との懇談会が定期的に実施され，準学士課程学生のニーズを直接，校長に伝え

る場として機能している（資料７－１－③－４，５）。また専攻科課程学生に対する面談が行われ，

学習内容に関する要望も把握されている（前出資料７－１－①－11）。さらにホームルーム指導，

個人面談，課外活動指導，オフィスアワー等を活用して各教員が日常的に学生の要望を把握するよ

う努めている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学生の要望を取り入れる体制や，各種アンケートの実施など，学習

支援に関するニーズを把握するシステムが整備されている。また教員の日常的活動の中で学生の要

望を把握するよう努めている。 
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資料７－１－③－１

学生からの要望を取り入れる体制 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料７－１－③－１の続き）

 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料７－１－③－１の続き）

 

 

（出典 平成 17 年第２回学生委員会資料）
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資料７－１－③－２

オンラインアンケート 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料７－１－③－３

学術情報センター施設設備アンケート 

 

（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）
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資料７－１－③－４

学生会による校長との懇談会の実施報告 

 
（出典 平成 17 年度第 13 回学生委員会議事概要）
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資料７－１－③－５

学生会による校長との懇談会の実施について 

 

（出典 本校ウェブサイト（学生会））
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観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 本校では平成15年度より「統一テスト（英語学力テスト）」を開始した。平

成17年度からは準学士課程全学年の学生を対象に，同一日程で実施している（資料７－１－④－

１）。このうち第５学年学生にはTOEIC-IPを受験させている。 また本校は実用英語検定（英検）

試験の準会場であり，英語担当教員が組織的に学生の受験を奨励・支援している（資料７－１－④

－２）。この取組みに対して，平成15年度及び17年度，日本英語検定協会から優秀団体表彰を受け

た（資料７－１－④－３）。さらに工業英語能力認定試験（工業英検）に関しても，教員有志が継

続的に受験情報提供等の支援を行っている（資料７－１－④－４）。平成19年度からは技能審査合

格を単位認定する制度を拡大整備し（前出資料５－１－②－10），これら資格試験・検定試験の成

果を単位取得に結びつけることによって，学生の資格取得を支援・奨励する手段としている。 

専攻科課程学生に対しては，専攻科委員会が英語担当教員と連携して，TOEIC受験に関する指導

を行っている（資料７－１－④－５）。 

専門科目に関る資格試験受験への支援は，専門各学科で組織的に行われている。一例として，電

気電子工学科では，電気主任技術者試験受験希望者のために夏季休業中，集中的に補講を実施して

いる（資料７－１－④－６）。なお資格試験や検定試験に関する図書が整備され，図書館開架閲覧

室にコーナーを設けて学生の自由な閲覧に供されている（資料７－１－④－７）。 

学則第27条で学生の外国留学を制度として認めている（資料７－１－④－８）。最近では平成16

年度，この制度に基づいて留学した学生がいた。さらにニュージーランドEIT校との学術交流協定

による学生の短期外国留学制度が存在する（資料７－１－④－９）。この短期留学に関しては経済

的支援も実施されており，平成18年度には準学士課程・専攻科課程合せて６名の学生が派遣された。 

 

（分析結果とその根拠理由） TOEIC-IPや英検を始めとして，資格取得や検定試験受験のための支

援体制が整備され，実績を上げている。また外国留学が制度として認められ，海外提携校での短期

研修派遣学生には経済的な支援も行われている。 

以上のことから，本校では資格試験や検定試験受験，外国留学のための支援体制が整備され，機

能しているといえる。 
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資料７－１－④－１

平成 18 年度英語学力テスト実施要領 

 

（出典 平成 18 年度第６回教務委員会資料）
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資料７－１－④－２

英検への取組み 

 

（出典 英語科資料）
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資料７－１－④－３

英検優秀団体賞受賞の報知 

（出典 「週刊文教ニュース」平成 16 年６月７日）
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資料７－１－④－４

工業英検への取組み 

 

（出典 校内教員サイトより抜粋）
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資料７－１－④－５

専攻科 TOEIC 対策 

 

（出典 英語科資料）
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資料７－１－④－６

電気主任技術者試験受験者への支援 

 

（出典 電気電子工学科資料）
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資料７－１－④－７

受験支援図書の収蔵 

 

（出典 図書館利用案内）

資料７－１－④－８

外国留学制度 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料７－１－④－９

EIT への学生派遣計画 

 

（出典 平成 19 年度第１回企画広報委員会資料）
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観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，社

会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備されてい

るか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では継続的に外国人留学生を受入れており，留学生の就学を支援する規

程が整備されている（資料７－１－⑤－１）。留学生１名毎に指導教員が置かれ，第３，４学年の

留学生には外国人留学生相談員（チューター）が置かれる。指導教員には原則として留学生所属学

級の担任教員が充てられ，本校入学当初のガイダンスを始めとして，種々の学習支援を行う（資料

７－１－⑤－２）。チューターは指導教員の下で留学生の学習支援を行い，四半期ごとに支援活動

実施報告書を校長に提出している（資料７－１－⑤－３）。また留学生は原則として学生寮に居住

するため，チューターも多くは寮生から選出され，留学生の居室近辺に配置される（資料７－１－

⑤－４）。さらに留学生のための特別カリキュラム等，教務上の学習支援体制も整備されている

（資料７－１－⑤－５）。 

高等学校等からの編入学生に対しては，入学に先立って事前指導が行われ（資料７－１－⑤－

６），編入学当初には教務主事補から教務事項を説明している（資料７－１－⑤－７）。編入学生

を対象とした補講が時間割上確保されており（資料７－１－⑤－８），また学級担任教員，科目担

当教員等がオフィスアワーを活用して日常的に学習支援を行っている。 

障害のある学生に対しては，「苫小牧工業高等専門学校における学生の就学支援に関する要項」

（資料７－１－⑤－９）に基づき，当該学生の学級担任教員や関係委員会等により，必要な支援措

置を行うこととなっている。在学生が外傷等によって一時的に就学に不自由を来した場合を含めて，

学級担任教員が必要な手配・連絡等を行い，各教員・学生が必要な措置をとるといったことは，日

常的に実施されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 外国人留学生に対する指導教員・チューター等の支援措置が定めら

れ，機能している。編入学生に対する支援も行われている。また障害のある学生を支援するための

要項が定められ，必要な措置は日常的にとられている。 

以上から，特別な支援を行うことが必要と考えられる者への学習支援体制が整備され，必要に応

じて学習支援が行われているといえる。 
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資料７－１－⑤－１

外国人留学生規則 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料７－１－⑤－２

外国人留学生入学式当日の時間配当 

（出典 平成 19 年度第１回教務委員会資料）
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資料７－１－⑤－３

チューター報告書（様式） 

留学生指導（チューター）実施報告書

平成 年 月 日

苫小牧工業高等専門学校長 殿

工学科 年

チューター氏名 印

指 導 教 員 印

下記のとおり報告します。

１．留学生氏名

（ 工学科 年）

２．実 施 期 間 平成 年 月 ～ 平成 年 月

３．指 導 内 容

指導年月 主 な 指 導 内 容

年

月

月

月

提出日 平成 年 月 日（ ）まで  

（出典 学生課資料）

資料７－１－⑤－４

女子寮におけるチューターの配置 

 

（出典 平成 19 年度第１回寮務委員会資料）
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資料７－１－⑤－５

留学生特別カリキュラム 

 

（出典 平成 18 年度第 13 回教務委員会資料）
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資料７－１－⑤－６

編入学生事前指導資料 

 

（次ページへ続く）
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（資料７－１－⑤－６の続き）

 

 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－⑤－７

編入学生の入学式当日の時間配当 

（出典 平成 19 年度第１回教務委員会資料）
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資料７－１－⑤－８

編入学生を対象とした補講 

（出典 平成 19 年度授業時間割）
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資料７－１－⑤－９

学生の就学支援に関する要項 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 学生の課外活動を支援するために、教員は原則として全員，何れかのクラブ

の顧問を担当することとしている（資料７－１－⑥－１）。技術指導のため，必要があれば外部コ

ーチによる支援も行われている（資料７－１－⑥－２）。クラブ活動で必要とする物品等の購入に

当っては本校の運営費交付金から厚生補導経費が支弁され（資料７－１－⑥－３），その他，後援

会，同窓会による財政的支援も行われている。ロボットコンテストやプログラミングコンテストに

出場するクラブには校長裁量経費からの支援もなされている（資料７－１－⑥－４）。課外活動施

設として体育館，陸上グラウンド等の他，苫小牧の地域性にマッチしたアイスホッケー場が整備さ

れている（資料７－１－⑥－５）。長期休業中等のクラブ活動を支援するために合宿施設が整備さ

れ，特に夏季休業中の利用率は非常に高くなっている（資料７－１－⑥－６）。 

学生会を指導するために担当学生主事補が配置され（資料７－１－⑥－７），学生委員会委員を

始め他の教員も適宜学生の自主的活動を支援している。また本校学生の約４割が居住する学生寮で

は，寮生会の活動を，担当寮務主事補を中心とする寮務委員会が支援している（資料７－１－⑥－

８）。必要に応じて校長裁量経費から学生会・寮生会活動への支援が行われる。 

学生がクラブ・学生会・寮生会において円滑に活動する上での支援として，リーダー研修会が実

施されている（資料７－１－⑥－９）。 

これら課外活動で顕著な功績を上げた学生に対する表彰制度が制定されており（資料７－１－⑥

－10，11），課外活動を奨励する有効な手段となっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） クラブ活動を支援するために原則として全教員が顧問として配置さ

れ，経費・施設整備の面からの援助も行われている。学生会や寮生会の活動を支援する担当教員が

置かれ，必要に応じて各種予算措置も講じられている。学校として課外活動を奨励するために，課

外活動で顕著な功績を上げた学生に対する表彰が行われている。 

以上のことから，学生の課外活動に対する支援体制が整備され，機能しているといえる。 
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資料７－１－⑥－１

課外活動指導体制 

 

 

（出典 校内グループウェア（サイボウズ）掲載資料）
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資料７－１－⑥－２

外部コーチによる支援 

 

平成１８年度技術指導員（学外コーチ）一覧 

クラブ名 コーチ名 

バ ド ミ ン ト ン 部
 

柔 道 部  

卓 球 部  

少 林 寺 拳 法 部  

 

 茶 道 部

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－⑥－３

厚生補導経費の予算について 

 

（出典 平成 18 年度第５回教員会議資料）
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資料７－１－⑥－４

校長裁量経費からクラブ活動への支援 

 

 

（出典 平成 18 年度第 17 回運営委員会資料）
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資料７－１－⑥－５

課外活動施設の配置 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）
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資料７－１－⑥－６

合宿所利用状況 

 

 

（出典 学生課資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準７ 

 - 439 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－⑥－７

学生会への支援 

 

（出典 平成 18 年度 第１回運営諮問会議資料）

資料７－１－⑥－８

寮生会への支援 

 

 

（出典 平成 18 年度厚生補導研究会資料）
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資料７－１－⑥－９

平成 18 年度リーダー研修会実施要項 

 

（出典 平成 18 年度第 12 回学生委員会資料）
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資料７－１－⑥－10

表彰制度 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料７－１－⑥－11

学生表彰制度における推薦書 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料７－１－⑥－11 の続き）

（出典 学生課資料）
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 準学士課程学生の生活面に係る指導・相談・助言は，主として学級担任から

編成される学生委員会が担当している（資料７－２－①－１）。学生寮に居住する学生への支援を

行うために寮務委員会が置かれている。専攻科課程の学生に対しては，専攻科委員会，中でも専攻

主任が主として指導・相談・助言を行っている（資料７－２－①－２）。さらに全教員が学級担任，

科目担当教員，クラブ顧問等それぞれの立場に応じて指導する体制となっている。 

学生の健康相談，救急処置等を行うために保健室が整備され，常勤の看護師が配置されている。

また精神面での支援を行うために学生相談室が設置され，教員２名が相談室員として配置される他，

外部専門家３名がカウンセラーとして勤務している（資料７－２－①－３，４）。この他セクシュ

アル・ハラスメントに関する相談窓口も設けられている（資料７－２－①－５）。 

経済面に係る支援体制として授業料等免除，奨学金制度，災害共済給付制度等が整備され，学生

便覧によって学生に周知されている（資料７－２－①－６）。これらの制度は学生委員会の議を経

て適切に運用されている（資料７－２－①－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 準学士課程学生に対しては学生委員会・寮務委員会が，専攻科課程

学生に対しては専攻委員会が中心となり，これを全教員が援助する形で，学生の生活面に関する支

援が行われている。保健室では健康相談に応じており，学生相談室では教職員による相談対応ばか

りでなく，外部専門家によるカウンセリングも定期的に実施している。 

授業料免除や徴収猶予など修学上の経済的な問題への支援体制も整い，適切に運営されている。 

以上のことから，学生の生活や経済面での支援体制が整備され，機能していると判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



苫小牧工業高等専門学校 基準７ 

 - 445 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－①－１

学生委員会の設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料７－２－①－２

専攻科委員会の設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料７－２－①－３

学生相談室の案内 

 

 

（出典 平成 19 年度第１回学生委員会資料）
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資料７－２－①－４

学生相談室の活動結果 

（次ページへ続く）
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（資料７－２－①－４のつづき）

（略） 

 

 

（出典 平成 19 年度第１回学生委員会資料）
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資料７－２－①－５

セクシュアル・ハラスメントに関する相談窓口の案内 

 

 

 
 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料７－２－①－６

経済面に係る支援体制の整備及び学生への周知 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料７－２－①－６の続き）

（略） 

 

 

（出典 学生便覧）
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観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のある学

生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことができる状況にあるか。

また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 留学生には指導教員，外国人留学生相談員（チューター）が置かれる（資料

７－２－②－１）。留学生は原則として学生寮に居住するため，寮務主事団が生活面での支援を行

っている。留学生用の施設・設備の充実も図られている（資料７－２－②－２）。 

障害のある学生に対しては，「苫小牧工業高等専門学校における学生の就学支援に関する要項」

（前出資料７－１－⑤－９）に基づき，当該学生の学級担任教員や関係委員会等により，必要な支

援措置を行うこととなっている。施設面でも，学生玄関前のスロープや校内のエレベータなど，車

椅子に配慮した設備を整えている（資料７－２－②－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 留学生や障害のある特別な支援を必要とする者などへの人的支援や

施設・設備上の支援体制が整備されており，適切に運用されている。 

資料７－２－①－７

授業料免除等の実績 

 

（出典 平成 18 年度厚生補導研究会資料）
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資料７－２－②－１

チューターのしおり 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料７－２－②－２

学生寮留学生用施設 

 

（出典 学生課資料）
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 

（観点に係る状況） 学生寮は，共同生活を通じて協調性や自立心を高め，豊かな人間性を育むこ

とを目的として設置されている。男子寮は約340名，女子寮は約60名の学生が共同生活をしながら

勉強やクラブ活動に臨んでいる（資料７－２－③－１）。 

日常生活に必要な諸施設（例：食堂，浴室，洗濯洗面室，補食室等）が設けられ，また，自学自

習のスペースとして男子寮図書室・自習室，女子寮多目的ホール等が活用されている（資料７－２

－③－２）。 

学生寮担当の教職員として，８名の寮務教員，３名の事務職員，３名の女子寮寮母がおり，寮の

管理運営と学生指導を行っている。また，夜間及び休日は教員１名，職員１名の当直体制をとって

いる（資料７－２－③－３）。 

準学士課程第４，５学年在寮生は指導寮生として，寮生会活動の中心となるとともに低学年学生

資料７－２－②－３

障害者に配慮した施設・設備 

 

 

          【学生玄関前スロープ】              【エレベータ】 

 

         【身障者用トイレ】 

（出典 学生課資料）
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の指導に当っている（資料７－２－③－４）。 

学生寮では日課が定められており，20時30分～22時30分を「自習時間」とし，勉学の場として有

効に機能するよう配慮している（資料７－２－③－５）。また，この時間を利用して，学習強化週

間を設定する等，寮生会独自の取組みも実施されている（資料７－２－③－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学生寮は，指導体制，施設・設備の両面で整備され，自習時間等の

日課を定め生活及び勉学の場として有効に機能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－③－１

寄宿舎設置の目的 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料７－２－③－２

学生寮の施設設備等 

 

（出典 2006 高専ガイド（抜粋））
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資料７－２－③－３

学生寮担当教職員 

 

 

（出典 寮生活の手引き）
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資料７－２－③－４

指導寮生 

 

 

（出典 寮生活の手引き）
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資料７－２－③－５

学生寮の日課 

 

 

（次ページに続く）
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（資料７－２－③－５の続き）

 

 

（出典 寮生活の手引き）
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資料７－２－③－６

寮生会による「学習強化週間」の取組 

 

 

（出典 平成 18 年度厚生補導研究会資料）
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観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 進路指導委員会が組織されており（資料７－２－④－１），進路指導全般に

関する事項を審議する他，就職・進学ガイダンス，大学編入説明会等の企画・運営を行っている

（資料７－２－④－２）。学生個々に対する進路指導は学級担任，専攻主任等が担当し，きめ細か

な指導を行っており（資料７－２－④－３），企業の人事担当者への対応窓口ともなっている（資

料７－２－④－４，５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 進路指導委員会や学級担任，専攻主任等による進路指導のための体

制が整備されており，学生への指導，進路指導関係行事の企画・運営，企業への対応等，活発に機

能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－④－１

進路指導委員会の設置 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料７－２－④－２

進路指導委員会の活動 

 

 

 
（次ページへつづく）
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（資料７－２－④－２の続き）

 

（出典 平成 18 年度厚生補導研究会資料）
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資料７－２－④－３

学級担任による進路指導 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料７－２－④－３の続き）

 

 

（出典 情報工学科「進路ガイダンス」資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準７ 

 - 469 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－④－４

企業の人事担当者への対応 

 

（出典 本校ウェブサイト 進路指導担当者）
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資料７－２－④－５

企業の人事担当者への対応状況 

（出典 情報工学科「就職担当」資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

現代GP「創造性豊かな実践的技術者育成コースの開発」用に開発したe-Learningコンテンツ等，

WebClassを利用した自学自習環境の整備に取り組んでいる。 

「学生からの要望を取り入れる体制」が整備されている。また，本校ウェブサイトにはオンライ

ンアンケートを設けており，学生が自由に回答できるよう配慮がなされ，学生のニーズの把握に役

立てている。また学術情報センターの施設設備に関するオンラインアンケートが実施され，自発的

学習に係るニーズの把握に用いられている。 

学生のクラブ活動を支援するために、教員は原則として全員，何れかのクラブの顧問を担当する

こととしている。 

学生の精神面での支援を行うために学生相談室が設置され，教員２名が相談室員として配置され

る他，外部専門家３名がカウンセラーとして勤務している。 

学生寮は，指導体制，施設・設備の両面で整備され，自習時間等の日課を定め生活及び勉学の場

として有効に機能している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

ガイダンスは，高専入学当初の新入生ガイダンスに始まり，準学士課程及び専攻科課程の必要か

つ適正な時期毎に，適切に実施されている。全教員がオフィスアワーを設け，随時相談や助言を行

う体制が整えられている他，学級担任教員や専攻科学生指導教員等による，学生との個人面談等が

実施され，学生の自主的学習を支援している。 

WebClass等の自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等が整備されており，

利用状況から学生に有効に利用されていると判断できる。 

学生の要望を取り入れる体制や，各種アンケートの実施など，学習支援に関するニーズを把握す

るシステムが整備されている。また教員の日常的活動の中で学生の要望を把握するよう努めている。 

TOEIC-IPや英検を始めとして，資格取得や検定試験受検のための支援体制が整備され，実績を上

げている。また外国留学が制度として認められ，海外提携校での短期研修派遣学生には経済的な支

援も行われている。 

外国人留学生に対する指導教員・チューター等の支援措置が定められ，機能している。編入学生

に対する支援も行われている。また障害のある学生を支援するための要項が定められ，必要な措置

は日常的にとられている。 

クラブ活動を支援するために原則として全教員が顧問として配置され，経費・施設整備の面から

の援助も行われている。学生会や寮生会の活動を支援する担当教員が置かれ，必要に応じて各種予

算措置も講じられている。学校として課外活動を奨励するために，課外活動で顕著な功績を上げた

学生に対する表彰が行われている。 

準学士課程学生に対しては学生委員会・寮務委員会が，専攻科課程学生に対しては専攻科委員会

が中心となり，これを全教員が援助する形で，学生の生活面に関する支援が行われている。保健室

では健康相談に応じており，学生相談室では教職員による相談対応ばかりでなく，外部専門家によ



苫小牧工業高等専門学校 基準７ 
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るカウンセリングも定期的に実施している。 

授業料免除や徴収猶予など修学上の経済的な問題への支援体制も整い，適切に運営されている。 

留学生や障害のある特別な支援を必要とする者などへの人的支援や施設・設備上の支援体制が整

備されており，適切に運用されている。 

学生寮は，指導体制，施設・設備の両面で整備され，自習時間等の日課を定め，生活及び勉学の

場として有効に機能している。 

進路指導委員会や学級担任，専攻主任等による進路指導のための体制が整備されており，学生へ

の指導，進路指導関係行事の企画・運営，企業への対応等，活発に機能している。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 本校は充分な広さの校地に，校舎施設及び教育研究施設，運動場，福利厚生

施設，寄宿舎等の施設が整備されている（資料８－１－①－１，２）。学生の教育に直接関わる講

義室等として，５学科５学年分の25室のホームルーム兼講義室，大講義室１室（収容人数200名），

中講義室１室（収容人数60名），小講義室（収容人数20名）２室等が本校舎内に備わっている。ま

た，専攻科棟には，２専攻２学年用のホームルーム兼講義室が４室，及び両専攻が合同で講義を受

ける講義室２室がある。さらに，実験室・実習工場等の施設・設備がある（資料８－１－①－３）。

視聴覚室は図書館２階に，語学演習室（L・L）は本校舎管理棟３階に設けられている。 

全校的な学生会活動や全校集会には体育館等の体育設備が使用される。また，福利施設には，食

堂，売店，ATMコーナー，保健室，学生相談室等がある（資料８－１－①－４）。 

情報処理施設・設備（電算室，情報ネットワーク等）及び図書館，視聴覚室，語学演習室は，本

校の学術情報センター委員会により包括的に管理・運用されている。施設の利用にあたっては，

「学術情報センター規程」，「学術情報センター施設利用規則」などの規定等が定められている

（別添資料２ http://www.tomakomai-ct.ac.jp/kitei/kitei.html）。情報処理施設及び図書館の

開館・利用時間は，祝日を除く月曜日から金曜日では 8:30 から 20:00 まで，土曜日及び長期休

業期間は 8:30 から 17:00 までである。 

情報処理施設（資料８－１－①－５）は，図書館に併設されており，昭和49年の開設以来，設備

更新（資料８－１－①－６）を行って教育環境を整えてきた。現在，学生が使用できる端末として，

CAI室に47台，演習室に25台，端末室に23台がある。また，授業時間割（資料８－１－①－７）で

示すように，定期・不定期に分けて有効に利用されている。長期休業のある８月以外での延べ利用

人数は，月あたり２千人前後である（資料８－１－①－８）。 

視聴覚室には，パソコン画面を拡大して表示できるビデオプロジェクター及び学生用のパソコン

47台， DVD ドライブ，ピアノ等が設置され，主に音楽教育，数学教育に使用されている。その他，

歴史，哲学等の科目での不定期利用や卒業研究発表会，課外活動にも利用されている（資料８－１

－①－９）。また，図書館の管理によって，授業に支障のない限りオープン利用を学生に認めてい

る。 

語学演習室には，L・Lブース 48台，プロジェクタ・スクリーン， DVDドライブ等が設置され，

主に外国語教育で利用されている（資料８－１－①－10）。 

上記の視聴覚室，語学演習室（L・L），CAI室については，利用状況に配慮しつつ，学術情報セ

ンター委員会が施設・設備の更新を検討している（資料８－１－①－11）。 

学術情報センターの学生アンケートによると，情報処理施設のオープン利用の回数は，学生１人

あたり月に平均４～５回程度である（資料８－１－①－12）。利用頻度が高い施設は，CAI室と演

習室である。視聴覚教室，L・Lに関しては，授業で活用されているが，学生のオープン利用率は，
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情報処理施設と比較して少ない（資料８－１－①－13）。このため，視聴覚室にある47台のPCを学

内の情報ネットワークに接続し，平成19年度から情報処理に関する授業でも視聴覚室を第２CAI室

（仮称）として活用している（資料８－１－①－11）。 

バリアフリー化への配慮として，本校の主な施設である本校舎学生玄関および福利施設，図書館

等に車椅子用のスロープを設置し，図書館及び本校舎内の一階に車椅子対応トイレを設置している。

また，専攻科棟にエレベータが設置されている他，連絡通路の確保，各棟等に簡易スロープ等を設

置している。なお，バリアフリー対策（資料８－１－①－14）の立案等により，一層の施設・設備

の改善実現に向け概算要求等を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の教育課程の実現のために，全校の種々の目的に使用される運

動場・体育館等を始め，一般・専門教育に必要な施設・設備が整備され，適切に管理・運用されて

いる。学術情報センターは，情報処理施設，視聴覚室，語学演習室，図書館を統括的に管理・運用

している。特に，情報処理施設は，情報処理教育等で十分に活用されており，アンケート結果より

分るようにオープン利用での学生の利用率も高い。また，バリアフリー対策を立案し，一層の施設

・設備の改善を図っている。 

従って，教育課程の実現にふさわしい施設・設備が整備され，有効に活用されており，施設・設

備のバリアフリー化への配慮もなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－１

本校の所有地 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）



苫小牧工業高等専門学校 基準８ 

 - 475 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－２

敷地内の施設・設備の構造・面積 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）
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資料８－１－①－３

施設・設備と教育目標及び平成18年度使用実績 

 

（次ページへ続く）
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（資料８－１－①－３の続き）

 

（出典 総務課資料および平成 18 年度授業時間割より編集）
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資料８－１－①－４

構内配置図 

 

（出典 総務課資料）

資料８－１－①－５

情報処理施設内設備配置 

 

 

（出典 学生便覧）
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資料８－１－①－６

情報処理施設の設備更新 

 

 

（出典 学術情報センター情報処理施設広報第４号）
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資料８－１－①－７

情報処理施授業時間割 

 

（出典 学術情報センター情報処理施設広報第４号）
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資料８－１－①－８

情報処理施設利用実績 

 

 

（出典 学術情報センター情報処理施設広報第４号）
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資料８－１－①－９

視聴覚室使用実績 

 

 

（出典 平成 18 年度授業時間割より編集）
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資料８－１－①－10

語学演習室（L・L）使用実績 

 

 

（出典 平成 18 年度授業時間割より編集）
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資料８－１－①－11

視聴覚室・語学演習室（L・L）・情報処理施設（CAI 室）設備更新の検討 

 

 

（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）
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資料８－１－①－12

学術情報センター施設設備アンケート（情報処理施設） 

 

（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）

資料８－１－①－13

学術情報センター施設設備アンケート（視聴覚教室） 

 

（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）
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資料８－１－①－14

本校バリアフリー化の現状と対応策 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料８－１－①－14の続き）

 

 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会資料）
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の情報ネットワークは，イントラネット，ファイアーウォール，インタ

ーネット接続部から構成され，学生及び教職員に利用されている（資料８－１－②－１）。学生の

ニーズとしては，授業でのプログラミング演習や電子メールの使用，授業で求められる課題の作成，

卒業研究のための情報収集を主なものとしている。また，本校の情報資産を守るための全校的な

「情報セキュリティ基本方針」の一部として，情報ネットワークに関する人的及び物理的な安全対

策基準がある（資料８－１－②－２）。特に，学生のネットワーク使用にあたっては，新入学生に

対して利用マナー等の利用講習会を行った後に情報処理施設を使用させ，セキュリティ確保の一助

としている（資料８－１－②－３）。 

ネットワークの利用状況は毎年度末に集計され，学術情報センター情報処理施設広報（資料８－

１－②－４，別添資料３ http://www.tomakomai-ct.ac.jp/facilities/media/ ?section=kouhou）

として公表されている。電子メール利用数は，送信数では毎月２万件以上，受信数では毎月３万件

以上あり，有効に活用されている。また，ネットワーク中のファイアーウォールや各端末で義務づ

けているウィルス対策ソフトの利用で，毎月100件程度以上のウィルスメールが排除されている

（資料８－１－②－５）。 

学術情報センターの学生アンケートによると，情報ネットワークの利用場所は，情報処理施設の

オープン利用と同様に，情報処理施設内の「CAI室」と「演習室」が多い（資料８－１－②－６）。

利用目的は，「課題・レポート」の作成と「卒業研究」が主である。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学術情報センターによって，情報ネットワークが整備・管理されて

おり，学生の基本的なニーズであるプログラミング演習や電子メールの使用，授業で求められる課

題の作成，卒業研究のための情報収集などに提供されている。また，全学的な情報セキュリティ基

本方針に沿ったセキュリティ管理下で情報ネットワークが有効に活用されている。 
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資料８－１－②－１

情報ネットワーク構成図 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料８－１－②－２

情報セキュリティ基本方針 

 

（次ページへ続く）
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（資料８－１－②－２の続き）

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料８－１－②－３

情報ネットワーク利用講習会 

 

 

（出典 平成 19 年度第１回学術情報センター委員会資料）
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資料８－１－②－４

学術情報センター情報処理施設広報 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料８－１－②－５

電子メール利用数 

 

 

（出典 学術情センター情報処理施設広報第４号）
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 図書館には，和書・洋書合計10万冊以上の蔵書がある（資料８－２－①－

１）。図書は，日本十進分類法によって分類・配架されている。特に，工学系の図書は，本校の学

科構成に対応するように配架されている（資料８－２－①－２）。現在配架されている図書は，工

学分野３万冊程度，自然科学分野２万冊程度である。また，学生の便宜を図るために，技術士等の

資格試験用のコーナーも設置されている（資料８－２－①－２）。さらに，検索端末機２台によっ

て図書検索が可能である。なお，利用案内を配布することによって図書の配置や利用時間等を学生

に周知している。 

共通図書の選書は，学術情報センター委員会の申し合せ（資料８－２－①－３）に従って行われ

ている。また，学級図書委員の制度によって購入図書希望調査を各学級で年１回行っている。受け

入れ図書は，毎年度末に集計され「図書館だより」で公表されている。なお，図書館の利用状況は，

平成18年度で，入館者数が約１万４千人，貸出人数約５千人，貸出数約７千冊である（資料８－２

－①－４）。 

教育研究上必要とされる学術雑誌を各種購入しており，欧文雑誌は25種ある（資料８－２－①－

５）。また，学内LANより文献検索・複写依頼が可能なサイトが７箇所提示されている（資料８－

資料８－１－②－６

学術情報センター施設設備アンケート（情報処理施設） 

 

（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）
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２－①－６）。視聴覚資料の受入数については，資料８－２－①－７の通りである。 

学術情報センターの学生アンケートによると，学生一人あたり月に平均５回程度図書館を利用し

ている（資料８－２－①－８）。また，約半数の学生は，図書が「揃っている」か「ほぼ揃ってい

る」と考えている。シラバスに記載されている参考図書については，53％の学生が「ほぼ揃ってい

る」との回答である。なお，学生がよく利用する図書は「工学」が多い（資料８－２－①－９）。

老朽図書については適宜補修を行っている。また図書館内で随時購入図書の希望を受け付けている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学術情報センターの管理の下で，本校に必要な図書が系統的に収集

・配架されている。特に，教育に必要な図書はシラバスによって学生に周知され，図書館に配架さ

れ，有効に利用されている。学術雑誌も図書館を通して購入され，各学科・教員等によって利用さ

れている。また，一般学生用の視聴覚資料の収集・貸出等も，図書館がその実務を行っている。 
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資料８－２－①－１

図書館の蔵書数 

 

（出典 図書館利用案内）
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資料８－２－①－２

学科構成に対応した配架 

 

 

（出典 図書館利用案内）
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資料８－２－①－３

共通図書の選書 

 

（出典 平成 15 年度第４回学術情報センター委員会資料）
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資料８－２－①－４

図書館使用実績 

 

（出典 学生課資料）
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資料８－２－①－５

教育研究上必要とされる欧文学術雑誌の購入 

 

（出典 学生課資料）
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資料８－２－①－６

文献検索の案内 

 

（出典 校内グループウェア（DocuShare）掲載資料）

資料８－２－①－７

視聴覚資料の受入数 

 

（出典 学生課資料）
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資料８－２－①－８

学術情報センター施設設備アンケート（図書館） 

 
（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）

資料８－２－①－９

学術情報センター施設設備アンケート（図書館） 

 
（出典 平成 18 年度第６回学術情報センター委員会資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

情報処理施設と情報ネットワークが整備されており，学生の利用率も高く，十分有効に活用され

ている。また，教育に必要な図書がシラバスによって学生に周知され，図書館によって整備され，

有効に利用されている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

本校の教育課程の実現のために，運動場・体育館，講義棟，専攻科棟，管理棟の各種施設等を始

め，一般・専門教育に必要な実験室，実習工場等の施設・設備が，各学科・関連事務部等によって

整備・管理され利用されている。また，バリアフリー対策を立案し，一層の施設・設備の改善を図

っている。 

学術情報センターは，情報処理施設・設備（電算室，情報ネットワーク等），視聴覚室，語学演

習室及び図書館を統括的に管理・運用している。特に，情報処理施設は，情報処理教育等の授業に

十分有効に活用されており，学術情報センターが行ったアンケート結果より分るようにオープン利

用での学生の利用率も高い。なお，CAI室の利用が過密となってきたため，視聴覚室の既存設備を

情報ネットワークに接続し，平成19年度より視聴覚室を第２CAI室（仮称）としても利用している。 

情報ネットワークを含む情報処理施設は，教育研究の必要性によって随時更新・整備・管理され

ている。また，情報ネットワークは，学生の基本的なニーズであるプログラミング演習や電子メー

ルの使用，授業で求められる課題の作成，卒業研究のための情報収集を行えるように整備されてい

る。さらに，全学的な情報セキュリティ基本方針に沿ったセキュリティ管理の下に情報ネットワー

クが有効に活用されている。 

図書館には，共通図書選書に関する申し合わせに沿って教育研究に必要な図書が系統的に収集さ

れている。これらは，主に日本十進分類法によって分類された後に学科に対応するよう配架され，

教育研究に有効に利用されている。特に，教育に必要な図書がシラバスによって学生に周知されて

いる。一般学生用の視聴覚資料の収集・貸出も図書館が行っている。また，必要な学術雑誌は図書

館を通して購入され，各学科・教員等によって利用されている。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では試験答案，レポート及び授業アンケート等の資料及び成績評価資料

は，授業点検・改善のための資料として毎年全ての科目についてファイル化し保存する体制となっ

ている（資料９－１－①－１）。これら保存資料に基づき教務委員会，専攻科委員会が中心となり，

適切な教育活動が実施されているかどうかを点検し，必要な場合は改善依頼等がなされる（資料９

－１－①－２）。準学士課程においては学生の成績評価及び出欠状況は教務事務システムにより収

集・蓄積されている（資料９－１－①－３，４）。専攻科課程においては成績評価及び出席状況の

データは採点箋により収集・蓄積されている。これら収集・蓄積されたデータは教務係が管理し，

単位認定，進級・卒業認定等を適切に実施するために利用されている。 

全授業科目に対して教育内容・目標，評価方法・基準等を明記したシラバスが作成され（資料９

－１－①－５），教務委員会及び専攻科委員会にて点検される（資料９－１－①－６）。 

各科目の授業評価アンケートが実施され，教務係で回収，集計処理がなされる。各教員はその結

果を基に授業の自己点検・評価を行い，それが学科の反省会を経て教務委員会，専攻科委員会で点

検されるシステムとなっている（資料９－１－①－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 成績評価に必要な試験答案等の資料は，科目毎に収集・ファイル化

・保存され，それらを点検する体制がある。また，成績評価及び出欠状況を収集・管理し，適切に

利用するシステムが存在する。 

シラバス及び授業アンケートを適切に点検・評価する体制が整備されている。 

以上より，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積され，評価を適切に実施でき

る体制が整備されている。 
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資料９－１－①－１

授業点検・改善のための資料保存 

教職員・非常勤講師 各位 
教務主事 
専攻科長 
点検評価委員会委員長 

 

平成１７年度・平成１８年度答案等の整理・保管について（依頼）

 
 認証評価では最新１～２年分の答案等資料，JABEE 審査では最新２年分の資料の提示が

求められます。平成１９年度に本校が受ける「機関別認証評価」及び今後の「JABEE 審査」

等に向けて，下記の通り答案等保存資料の作成をお願い致します。 
 なお，認証評価に向けて，本科の１～３年生を含めた本科・専攻科の全学年・全科目が

整理・保管の対象になりますので，ご注意ください（留学生特別科目等も対象になります）。

 
                                    記 
 
 

1. 整理・保管対象は，平成１７年度分，平成１８年度分の本科と専攻科の全科目とする。

2. 答案等保存資料の形式は，原則別紙の作成例に倣うものとする。 

3. 答案等保存資料ファイルはA4版のファイリングとする。ただし、A4版のファイリング

が困難な場合（製図・図面・製作物など）はこの限りではない（できれば、写真やコ

ピー，デジタル画像ファイル等で記録しA4版化することが望ましい）。 

4. 保存用の試験答案のサイズは平成18年度分からはA4版とするが、平成17年度分につい

てはA4版ファイルに収まる限りにおいてはA4版以外も可とする。 

5. １科目１年毎に整理する。 

6. 「レポート、小テスト等」については、評価の重みが「レポート、小テスト等」の全

体で30％以上ある場合、必ず答案等保存資料ファイルに含める。 

7. 「レポート、小テスト等」の分量が多く、ファイル1冊に収まらない場合は、複数のフ

ァイルに分けるものとする。 
8. 実験レポート等のファイリングが不向きな資料は、その成績評価表とともに全員分を

文書保存箱に入れ、年度、学期、学科、学年、科目コード、科目名、担当者等を表に

まとめたものを箱書きとして添付の上保存する（答案等保存資料ファイルは答案・レ

ポートを除いた構成で作成する）。 
9. 卒業研究・特別研究の論文については各学科・各専攻で保管し、梗概等ファイリング

可能な資料は成績評価に用いた資料として答案等保存資料ファイルに纏める。 
10. 答案等保存資料ファイル用のファイルとしては原則ガバットファイルもしくはフラッ

トファイルを用いる。背表紙はフラットファイル用のものを用いる。ファイルの色分

けについては、従来通り、「本科一般科目」（ブルー）、「本科専門科目」（グレー）、「専

攻科科目」（ピンク）とする。  

（出典 平成 18 年５月９日教員宛通知文書）
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資料９－１－①－２

答案等保存資料提出時の点検作業 

 

答案等保存資料提出時の点検作業について 

提案理由 

昨年度から JABEE に対応した教育点検・改善の一環として答案等保存資料の点検を実

施している．これは，JABEE が求めるシラバス通りの授業の実施，シラバスに記載され

た評価法・評価基準の厳格な実施を受けてのことであるが，平成 19 年度に予定されてい

る機関別認証評価においても，厳格な成績評価が求められている。機関別認証評価では，

その評価対象が本科・専攻科の全学年を対象としているため，答案等保存資料の点検に

ついても，本科・専攻科の全学年に対して実施する必要がある． 
 

提案内容 

答案等保存資料の点検を本科・専攻科の全学年・全科目を対象として行う．具体的には

1) 答案等保存資料提出時の点検（各学科内で相互に点検を行う） 
2) 教務委員会・専攻科委員会・点検評価委員会合同による各答案等保存資料の点検結果

の確認点検 
の 2 段階で点検を行う． 

1)答案等保存資料提出時の点検 

1-1)ファイルの体裁・内容物に関する点検（各学科構成員による相互点検） 

① 別紙「答案等保存資料ファイルの作成例」各項目資料の有無と体裁についての点検

② 各ラベルの表示の点検                     
③ その他の点検 
                        

1-2)成績評価がシラバスに記載された通り実施されたかどうかの点検（各学科構成員によ

る相互点検） 

ファイル提出時にシラバスに記載された評価方法・基準を確認し，担当者から成績評価

一覧表を用いて口頭で説明を受ける。成績評価一覧表を確認して説明内容が，妥当と判断

される場合は「A」を，懸念がある場合は「C」を，弱点がある場合は「W」を，欠陥があ

る場合は「D」を点検結果欄に記載する。 
また，「C」の場合はその懸念される点を科目担当者へ文書で伝える。 
「W」，「D」の場合には，弱点，欠陥である点を科目担当者に文書で伝えると共に，専攻

科科目については専攻科委員会に，本科科目については教務委員会に当該点検作業シート

で報告する。 

1-3)試験の内容水準と採点基準が当該科目の分野で妥当なものか（社会が要求する水準，

国際的に通用する水準）の点検（当該科目について点検を実施することが可能な教員） 

（出典 平成 18 年度第６回教務委員会資料）
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資料９－１－①－３

学業成績の報告 

 

 

（出典 教務のてびき）



苫小牧工業高等専門学校 基準９ 
 

 - 509 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－①－４

出欠の登録 

 

 

（出典 教務のてびき）
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資料９－１－①－５

シラバスの作成 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料９－１－①－５の続き）

 

 

（出典 平成 18 年度第 14 回教務委員会資料）

資料９－１－①－６

シラバスの点検 

シラバス作成手順

シラバスの作成

シラバスの提出
締切　平成19年2月2日（金）

シラバスの点検

○点検結果に基づき改善を依頼する

シラバスの最終提出

シラバスの公開および発行 ○本校HP,学科毎冊子，学科学年毎冊子

○シラバス原稿WORDファイル，PDFファイル，学習
教育目標一覧ファイルを事務文書管理サーバ
（DocuShare)に登録する

○教務委員会，専攻科委員会においてシラバスの点
検を行なう

○授業アンケート結果，授業改善に基づく学科反省
会等を踏まえて，各教員が各科目毎に作成する

○教務委員は学習教育目標一覧表6（Exclファイ
ル）を作成する

○学習教育目標への対応を確認する（学習教育目標
一覧表6Exclファイルの中に○印を記入する）

改
善
依
頼

 

 

（出典 平成 18 年度第 14 回教務委員会資料）
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資料９－１－①－７

授業アンケートの点検システム 

 

（出典 平成 18 年度第３回教務委員会資料）
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では授業評価アンケートが年１回実施され，全科目について授業評価が

なされている。このアンケートでは自由意見欄も設けられており（資料９－１－②－１），科目担

当教員は集計結果及び学生の自由意見を基に，授業に関して点検している（資料９－１－②－２）。

さらに，教員はこれらに基づいて，「授業アンケートに基づく改善」において自己の授業に対する

評価を行っている（資料９－１－②－３，４）。これらの授業アンケート結果は報告書の形でまと

められており，学生・教員に公開されている（資料９－１－②－５，及び訪問調査時資料９）。こ

の他，オンラインアンケートによる学生の意見聴取も行われている（資料９－１－②－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 全科目について，授業評価アンケートによる学生の意見聴取が行わ

れている。この調査結果は教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されている。 
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資料９－１－②－１

授業評価アンケート用紙（座学用） 

 

（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書）
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資料９－１－②－２

アンケート結果に対する科目担当教員のコメント 

 

学　年 必・選 単位数
4 必修 2

5 4 3 2 1 0

問1 3 5 8 0 0 0

問2 0 5 8 3 0 0

問3 1 7 8 0 0 0

問4 2 9 5 0 0 0

問5 2 9 5 0 0 0

問6 3 7 6 0 0 0

問7 1 6 8 1 0 0

問8 0 6 8 2 0 0

問9 0 6 8 2 0 0

問10 0 7 7 2 0 0

問11 0 3 9 4 0 0

問12 0 3 7 5 1 0

平均 最大 最小

問1 3.7 3.7 4.5 3.0 0 3 7 5 1 0

問2 3.1 3.8 4.5 3.0 0 3 9 4 0 0

問3 3.6 3.8 5.0 3.0 0 7 7 2 0 0

問4 3.8 4.0 4.6 3.4 0 6 8 2 0 0

問5 3.8 3.7 4.6 2.5 0 6 8 2 0 0

問6 3.8 3.5 4.5 2.3 1 6 8 1 0 0

問7 3.4 3.4 5.0 2.7 3 7 6 0 0 0

問8 3.3 3.5 4.6 2.6 2 9 5 0 0 0

問9 3.3 3.5 4.0 2.7 2 9 5 0 0 0

問10 3.3 3.5 4.0 2.8 1 7 8 0 0 0

問11 2.9 3.1 4.0 2.3 0 5 8 3 0 0

問12 2.8 2.9 3.4 2.3 3 5 8 0 0 0

学生の自由意見

特になし。

担当教員コメント

学　　科
物質工学科

科　目　名
酵素化学

番号 設　問
回答人数（人）

番号 評点
クラス内全科目

5：強くそう思う　4：そう思う　3：どちらとも言えない　2：そうは思わない　1：強くそうは思わない　0：無回答

授業の進む速さは適当であった。

シラバスの授業の目標・内容・評価方法は、わかりやすく書かれていた。

授業はシラバスにもとづいて計画的に行なわれていた。

授業はよく準備された内容だった。

教員は授業時間を守っていた。

教員の説明・話し方（声や言葉）はわかりやすかった。

教員の説明は、おおむね理解できた。

　設問に対する評価点からは、まだまだ授業の改善が必要と感じている。特に問６に関して、理解できた割合は６
割程度（ただし、各試験の平均は６９～７９点であった）であり今後の課題である。設問7～10の評価が低いことが
間接的に関係しているのかもしれない。今後は演習の量や、プロジェクターの利用等を検討したい。一方、学生の
積極的な取り組みも強く望みたい。学ぶ姿勢が足りないように感じる。

　問２と問１０については、若干内容をやり残したためと思われる。昨年も同様な指摘を受けながら改善されていな
いのは遺憾である。理由の１つは授業の途中で復習等に割く時間が多くなってしまうためである。工夫したい。

自分は自学自習などにより、授業に意欲的に取り組んだ。

黒板の書き方、その他ﾋﾞﾃﾞｵ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、OHP等の使用が教員の説明を理解する上で効果的であった。

授業は、発言・質問などがしやすい雰囲気であった。

授業内容の理解に手助けとなる演習、課題などの量は適切であった。

自分は質問や発言をして、授業に意欲的に取り組んだ。
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（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書）
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資料９－１－②－３

授業アンケートに基づく授業改善の例 

 

 

（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書）
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資料９－１－②－４

シラバス活用に関する改善事例 

 

（出典 学生課資料）
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資料９－１－②－５

授業アンケート結果 

 

（次ページに続く）
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（資料９－１－②－５の続き）

 

 

（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書）
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資料９－１－②－６

オンラインアンケートによる学生からの意見聴取 

 

（略） 

 

（次ページに続く）
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

 

（観点に係る状況） 平成16年度までは，外部評価委員会による外部評価が実施され（資料９－１

－③－１），その際の意見は自己点検・評価報告書に反映されている（資料９－１－③－２及び訪

問調査時資料17）。 

平成17年度からは運営諮問会議が設置され（資料９－１－③－３），学外有識者から本校運営に

関する提言を受け，それを教育活動等に反映する取組が行われている（資料９－１－③－４）。 

平成17年度からは本校ウェブサイト上で卒業生，学生の保護者等も対象としたオンラインアンケ

ートを開始し，また平成18年度は卒業生向けアンケート及び卒業生・修了生の就職先企業アンケー

トを実施して本校の教育活動についての意見を聴取して，今後の教育活動に反映させる取組が行わ

れている（資料９－１－③－５～７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 外部評価委員会，運営諮問会議及び各種アンケート等により学外関

係者から意見の聴取を実施しており，教育の状況に関する自己点検・評価に反映されている。 

 

 

 

 

（資料９－１－②－６の続き）

 

 

（出典 平成 18 年度第 10 回運営委員会資料）
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資料９－１－③－１

外部評価委員会 

 

（出典 外部評価報告書）
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資料９－１－③－２

外部評価委員からの意見 

 

（以下略） 

（出典 平成 16 年度外部評価報告書）
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資料９－１－③－３

運営諮問会議の設置 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料９－１－③－４

運営諮問会議からの提言に対する対応について 

 

（略） 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 18 年度第 12 回運営委員会資料）
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資料９－１－③－５

オンラインアンケート 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料９－１－③－６

オンラインアンケート（卒業生向け）集計結果の分析 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回運営委員会資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準９ 
 

 - 527 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－③－７

オンラインアンケート（企業向け）集計結果の分析 

 

（出典 平成 18 年度第 12 回運営委員会資料）
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，各委員会が連携して教育に関する諸活動を点検・改善するシステ

ムを策定している（資料９－１－④－１）。このシステムでは，運営委員会，教務委員会，専攻科

委員会が中心となり，各種の評価結果に基づいて，教育改善策を立案している（資料９－１－④－

２）。例えば，平成16年度外部評価委員会で準学士課程基礎教育に関する提言を受け（資料９－１

－④－３），これを検討した結果，平成19年度からの新教育課程における「情報基礎」「ものづく

り基礎」等の新設，理数系科目の配置及び単位数見直しが行われた（資料９－１－④－４，５）。 

また，教育に関する自己点検の例として，答案等返却状況調査を実施し，その結果を踏まえ，後

期定期試験終了後にも答案返却日を設けることとした（資料９－１－④－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校では，各委員会が連携して教育に関する諸活動を点検・改善す

るシステムがあり，運営委員会，教務委員会及び専攻科委員会が中心となって，教育の質の向上，

改善に関する取組みを継続して行っている。 
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資料９－１－④－１

教育に関する諸活動の点検・改善システム 

 

（出典 平成 16 年度第２回運営委員会資料）
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資料９－１－④－２

教育改善に関する各委員会の役割分担 

（略） 

（次ページに続く）
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（資料９－１－④－２の続き）

 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第４回運営委員会資料）

資料９－１－④－３

外部評価委員からの意見要旨と今後の対応 

 

（以下略） 

（出典 平成 17 年度第６回運営委員会資料）
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資料９－１－④－４

カリキュラム検討の結果 

 
（略） 

           

 
（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 16 回運営委員会資料）
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資料９－１－④－５

カリキュラム検討の結果 

 

（略） 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 18 年度第 16 回教務委員会議事概要）
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資料９－１－④－６

答案等返却調査による改善 

 
（出典 平成 18 年度厚生補導研究会資料）
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観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

 

（観点に係る状況） 毎年，全科目について学生の授業評価アンケートが実施されており，その集

計結果及びアンケートの原版は各教員へ配布される。教員はそれぞれの担当科目の集計結果及び学

生からの自由意見に基づいて各自の授業を点検した上で，「アンケート結果に基づく改善と取組

み」を提出する（前出資料９－１－②－３）。この際には前年度の授業評価に対する改善策だけで

なく，前々年度の改善策の効果についても自己評価を行い，その結果も併せて報告することとして

いる（前出資料９－１－②－４）。また，この取組みは非常勤教員も対象としている（資料９－１

－⑤－１）。なお，この改善と取組みの概要はアンケート報告書に教員コメントとして記載される

（前出資料９－１－②－２）。提出された改善の取組みは学科内での反省会を経て教務委員会へ報

告される。教務委員会では各学科の反省会に基づく授業改善計画を審議する（資料９－１－⑤－

２）。教務委員会に提出された各学科の反省会資料（資料９－１－⑤－３）についてもアンケート

報告書に公開されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学生による授業評価アンケートの結果に基づき，各教員は自分の担

当科目の授業についての点検及び改善の取組みを行っている。改善の取組みに関しては，「アンケ

ート結果に基づく改善と取組み」にまとめられ，教務委員会の審議を経て，アンケート報告書にコ

メントとして記載されている。以上より，学校として各教員の改善活動状況を把握している。 
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資料９－１－⑤－１

授業アンケートに基づく改善と取組みの例 

 
 

（出典 学生課資料）
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資料９－１－⑤－２

教務委員会での「改善と取組み」の審議 

 
（以下略） 

 

（出典 平成 18 年度第８回教務委員会議事概要）
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資料９－１－⑤－３

授業改善計画学科反省会報告書 

 

 
（出典 平成 18 年度第８回教務委員会資料）
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観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 

（観点に係る状況） 各教員の研究分野，テーマについては学校要覧（資料９－１―⑥－１），本

校ウェブサイト（資料９－１―⑥－２）及び「苫小牧工業高等専門学校研究シーズ集」（資料９－

１―⑥－３）にまとめられている。また，教員の研究活動の状況については「苫小牧工業高等専門

学校紀要」の中で，項目毎に掲載されている（資料９－１―⑥－４）。これら教員の研究活動は準

学士課程の卒業研究及び専攻科課程の特別研究における学生の研究指導に貢献している。その成果

は学生により学会や研究発表会等で多数発表されており，中には優秀な発表として表彰されるなど

教育の質の向上に大きく寄与している（前出資料６－１－②－８）。また，その研究内容は準学士

課程の学生実験や専攻科課程の特別演習・特別実験のテーマとして活かされているものもあり，こ

れらの実験・演習を通して教育の質の改善に寄与している。さらに，研究により開発した学習教材

を授業方法の改善に有効利用している事例や研究成果を自分の授業内容に取り入れ，教育の質の向

上につなげている事例などが多数みられる（資料９－１－⑥－５）。 

本校の「学生参画型産学連携推進プログラム－“技術者の卵”の地産地消を目指して－」は平成

17年度から文部科学省の現代GPに選定されている（資料９－１－⑥－６）。これは地域の企業が抱

える課題をテーマとし，指導教員の下，学生が参画して卒業研究，特別研究として企業と共同研究

するものである。このプロジェクトは学生のより高い実践力を養い，技術者教育の改善・向上に貢

献している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 教員は様々な分野の研究活動を行っており，その活動及び成果は卒

業研究，特別研究及び学生実験・演習等の指導に貢献しているばかりでなく，教材の開発による授

業方法の改善や専門教育の質の向上に活かされている。また，指導教員の下，学生が企業の実践的

な研究課題に取り組むプロジェクトを進めており，研究活動が教育の質の改善に寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－⑥－１

教員の主な研究テーマ（１） 

（出典 平成 18 年度学校要覧）
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資料９－１－⑥－２

教員の主な研究テーマ（２） 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料９－１－⑥－３

教員の主な研究テーマ（３） 

 

 
（出典 研究シーズ集）
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資料９－１－⑥－４

研究活動の状況 

 

（出典 紀要第 42 号）
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資料９－１－⑥－５

研究活動による教育改善の事例 

（次ページに続く）
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（資料９－１－⑥－５の続き）

 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会資料）
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資料９－１－⑥－６

現代 GP による教育の質の改善 

 

 
（出典 高専通信 113 号）
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 本校のファカルティ・ディベロップメント（FD）活動としては，各種講演会

（資料９－２－①－１），「苫小牧高専 教員ハンドブック」の作成（資料９－２－①－２），授

業アンケートに基づく学科反省会（資料９－２－①－３，４），新任教員に対するガイダンス（資

料９－２－①－５），学外研修会への派遣（資料９－２－①－６，７）が組織的に実施されている。

また，平成17年度から国際交流のための教職員派遣も行われ，平成19年度には，『実践的テーマに

よる国際産学連携CEの推進』が文部科学省の国際化推進プログラムに採択された（資料９－２－①

－８，９）。平成17年度からは組織的な授業公開を実施している（資料９－２－①－10）。 

さらに，厚生補導研究会，学生相談に関する講演会・報告会，教員間連絡ネットワークも教育の

質の向上に役立つものとして実施している。 

なお，FD活動は従前から運営委員会等各組織によって行われていたが，平成19年度からFD活動全

般に亙る企画・実施のために，運営委員会の下にFD部会を置き，平成19年度の授業公開・参観の実

施及び授業改善計画の策定等，FD活動に基づく授業改善フローを明確にさせた（資料９－２－①－

11，12）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校のFD活動は組織的に，各種実施されている。また，FD活動全般

に亙る企画・実施のために，運営委員会の下にFD部会を置き，その更なる改善に努めている。 
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資料９－２－①－１

ＦＤに関する各種講演会等の実施状況 

 
（出典 総務課資料）
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資料９－２－①－２

教員ハンドブック 

 

（出典 教員ハンドブック）
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資料９－２－①－３

授業アンケートに基づく授業改善（準学士課程） 

 

 

（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書）
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資料９－２－①－４

授業アンケートに基づく授業改善（専攻科課程） 

 

 

（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書（専攻科））
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資料９－２－①－５

新任教員説明会 

 

（出典 総務課資料）
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資料９－２－①－６

学外研修会派遣一覧 

 

 
（出典 総務課資料）
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資料９－２－①－７

学外研修会の報告書の例 

 

 
 

（次ページに続く）
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（資料９－２－①－７の続き）

学外研修会の報告書の例 

 

 
 

（次ページに続く）
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（資料９－２－①－７の続き）

学外研修会の報告書の例 

 

 
 

（出典 総務課資料）
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資料９－２－①－８

国際化推進プログラムの採択 

 

 
（出典 本校ウェブサイト）

資料９－２－①－９

教員の国際交流派遣 

 
（略） 

 
（以下略） 

（出典 平成 19 年度第３回運営委員会議事録）
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資料９－２－①－10

授業公開の実施 

（出典 平成 17 年度第 14 回教務委員会資料）
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資料９－２－①－11

授業改善の流れ 

 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会資料）
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資料９－２－①－12

平成 19 年度 FD 活動について 

 

 

（次ページに続く）
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（資料９－２－①－12 の続き）

 

 

 

（出典 平成 19 年度 第５回運営委員会資料）



苫小牧工業高等専門学校 基準９ 
 

 - 561 -

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

 

（観点に係る状況） 学生による授業評価の結果を，平成16年度と平成17年度との全学年平均で比

較すると，授業アンケート結果に基づく反省会など教員の教育改善への取組みの成果として，「シ

ラバスとその内容」「教員の教授法」に関する全ての設問で評価が向上している（資料９－２－②

－１，２）。 

FDに関する各種講演会等（前出資料９－２－①－１）には多数の教員が参加しており，教育の質

の向上及び授業の改善に繋がっている。例えば，専攻科課程の創造工学では，平成17年度に実施さ

れた岡山大学塚本教授による講演を参考に，創造的発想法，プロジェクトの進め方に関する内容を

授業項目に取り入れ，授業内容の改善を図っている（資料９－２－②－３）。 

教員間連絡ネットワークの成果の一例として，平成17年８月に開かれた複合領域に関するセッシ

ョンで，低学年からの創造性教育の必要性が論議され，それが端緒となって新カリキュラムでの

「ものづくり基礎」新設の提案につながった（資料９－２－②－４，５）。平成18年度には同ネッ

トワークに「ものづくり」セッションが置かれ，その目的，授業内容等についての議論が，「学ぶ

ことの楽しさ」に配慮した授業内容に結実した（資料９－２－②－６，７）。 

授業公開については有効性が確認され（資料９－２－②－８），さらなる改善について検討を続

けている。 

 

（分析結果とその根拠理由） FD活動は種々の成果を上げており，教育の質の向上や授業の改善に

結び付いている。なお，授業公開については，さらなる改善を必要とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－２－②－１

シラバスとその内容についての比較 

 

（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書）
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資料９－２－②－２

教員の教授法についての比較 

（出典 平成 17 年度学生による授業アンケート報告書）
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資料９－２－②－３

授業内容の改善例 

 

 
（次ページに続く）
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（資料９－２－②－３の続き）

 

 

 

（出典 平成 18 年度学生便覧・シラバス（専攻科））
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資料９－２－②－４

教員間連絡ネットワークでの議論（１） 

 

（出典 平成 17 年度第 14 回教務委員会資料）
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資料９－２－②－５

カリキュラム検討の結果 

 
（次ページに続く）



苫小牧工業高等専門学校 基準９ 
 

 - 567 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料９－２－②－５の続き）

 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 16 回運営委員会資料）
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資料９－２－②－６

教員間連絡ネットワークでの議論（２） 

 

（出典 平成 18 年度第 18 回教務委員会資料）
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資料９－２－②－７

「ものづくり基礎」シラバス 

 
（次ページに続く）
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（資料９－２－②－７の続き）

 

（出典 平成 19 年度シラバス）
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資料９－２－②－８

授業公開の有効性の確認 

 

（出典 平成 17 年度第 13 回教務委員会資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

成績評価に必要な試験答案等の資料は，科目毎に収集・ファイル化・保存され，それらを点検す

る体制がある。また，成績評価及び出欠状況を収集・管理し，適切に利用するシステムが存在する。 

FD活動の一つである国際交流のための教職員派遣が，『実践的テーマによる国際産学連携CEの推

進』として文部科学省の国際化推進プログラムに採択されている。 

 

（改善を要する点） 

FD活動において，授業公開の更なる改善が必要である。  

 

（３）基準９の自己評価の概要 

成績評価に必要な試験答案等の資料は，科目毎に収集・ファイル化・保存され，それらを点検す

る体制がある。また，成績評価及び出欠状況を収集・管理し，適切に利用するシステムが存在する。 

シラバス及び授業アンケートを適切に点検・評価する体制が整備されている。 

全科目について，授業評価アンケートによる学生の意見聴取が行われている。この調査結果は教

育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されている。 

外部評価委員会，運営諮問会議及び各種アンケート等により学外関係者から意見の聴取を実施し

ており，教育の状況に関する自己点検・評価に反映されている。 

各委員会が連携して教育に関する諸活動を点検・改善するシステムがあり，運営委員会，教務委

員会及び専攻科委員会が中心となって，教育の質の向上，改善に関する取組みを継続して行ってい

る。 

学生による授業評価アンケートの結果に基づき，各教員は自分の担当科目の授業についての点検

及び改善の取組みを行っている。改善の取組みに関しては，「アンケート結果に基づく改善と取組

み」にまとめられ，教務委員会の審議を経て，アンケート報告書にコメントとして記載されている。 

教員は様々な分野の研究活動を行っており，その活動及び成果は卒業研究，特別研究及び学生実

験・演習等の指導に貢献しているばかりでなく，教材の開発による授業方法の改善や専門教育の質

の向上に活かされている。また，指導教員の下，学生が企業の実践的な研究課題に取り組むプロジ

ェクトを進めており，研究活動が教育の質の改善に寄与している。 

本校のFD活動は組織的に，各種実施されている。また，FD活動全般に亙る企画・実施のために，

運営委員会の下にFD部会を置き，その更なる改善に努めている。 

FD活動は種々の成果を上げており，教育の質の向上や授業の改善に結び付いている。なお，授業

公開については，更なる改善を必要とする。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

 

（観点に係る状況） 本校の資産は，平成16年４月１日の独立行政法人化により，校地及び施設・

設備を国から独立行政法人国立高等専門学校機構（高専機構）に現物出資され，本校が使用してい

る（資料10－１－①－１）。債務に関しては，高専機構から収支予算額が示され，資金が送金され

るので超過になっていない（資料10－１－①－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校は必要な資産を確保しており，過大な債務はない。 
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資料10－１－①－１

本校の所有地及び施設・設備 

 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）
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資料10－１－①－２

平成17年度および平成18年度貸借対照表 

平成17年度（平成18年３月31日） 

（次ページへ続く）
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（資料10－１－①－２の続き）

 

（次ページへ続く）
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（資料10－１－①－２の続き）

平成18年度（平成19年３月31日） 

（次ページへ続く）



苫小牧工業高等専門学校 基準10 

 - 578 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料10－１－①－２の続き）

 

（出典 総務課資料）
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観点 10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が

継続的に確保されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の経常的収入は，授業料・入学料・検定料・寄宿料及びその他の自己収

入と高専機構からの運営費交付金であり，事業遂行に必要な経費は確保されている（資料10－１－

②－１）。 

また，科学研究費補助金，企業等からの受託研究費・共同研究費・寄附金等外部資金の受入にも

努力している（資料10－１－②－２）。 

運営費交付金については，国から高専機構を通じて，今後も継続的に交付されるものであり，経

常的収入は安定的に確保されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校は教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が確保

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料10－１－②－１

収入状況の推移 

 

（出典 総務課資料）

資料10－１－②－２

外部資金受入状況の推移 

 

（出典 総務課資料）
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観点 10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る

計画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校においては，毎年５月に翌年度の高専機構予算実施計画等の作成資料と

して，収入・支出の見積額を概算要求関連資料にまとめて機構本部に報告し，これを基に作成され

た予算実施計画により年度当初に収支予算額が通知される。 

学内における執行計画については，校長の指揮下でスタッフ会議，運営委員会，各科・各部署で

討議の後に学内予算配分として決定され，これに基づき適正に予算配分している（資料10－２－①

－１）。毎年度の重点配分予算（資料10－２－①－２）においても，配分基準を定め運営委員会，

教員会議等で教職員に周知している。また財務状況に関しては毎年学校要覧に記載することで公表

している（資料10－２－①－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 予算執行計画については，高専機構から通知された予算額を基にス

タッフ会議，運営委員会等で討議の後決定し，適正に配分しており，教員会議で教職員に周知して

いる。また財務状況に関しては毎年学校要覧に記載することで公表している。 
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資料10－２－①－１

平成17年度決算および平成18年度予算・教育研究費 

 

（次ページへ続く）
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（資料10－２－①－１の続き）

 

 

（次ページへ続く）
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（資料10－２－①－１の続き）

 

（出典 平成 18 年度第５回教員会議資料より編集）
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資料10－２－①－２

重点配分予算（校長裁量経費）運用・配分基準 

 

 

（出典 総務課資料）
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資料10－２－①－３

財務状況 

 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）
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観点 10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 

（観点に係る状況） 本校には，高専機構から事業年度毎に収支予算額が示され，四半期毎に本校

が提出する資金送金調書に基づき必要な資金が送金されており，その額を超えて支出することはで

きないため，支出超過にはなり得ない構造になっている。なお，平成18年度損益計算書において，

当期総利益が損失となっているがこれについては，会計処理上，支出を伴わない費用を決算時にお

いて費用計上したことにより生じたものであり，支出超過ではない（資料10－２－②－１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校では，高専機構会計規則第18条に基づいて通知された予算額を

基に予算執行しているため，収支は均衡しており，支出超過にはなっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料10－２－②－１

平成17年度および平成18年度損益計算書 

平成17年度（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 

（次ページへ続く）
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（資料10－２－②－１の続き）

平成18年度（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 

（出典 損益計算書）
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観点 10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含

む）に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の予算配分方針は，本校の教育研究活動の目的達成のための事項を考慮

してスタッフ会議で検討し，運営委員会で審議決定している（資料10－２－③－１）。この方針に

基づき，適切な予算配分が行われ（資料10－２－③－２），適切に執行されている（前出資料10－

２－①－１）。 

また，重点的・弾力的な予算執行を図るため，校長裁量経費を設定し，当初配分予算額のうち教

育研究経費等からの拠出を原資とし，教育研究活動の活性化のため各学科・教員から教育・研究プ

ロジェクトを募り，校長及びスタッフ会議が審査・査定の上予算を配分しており，平成18年度にお

いては，重点配分予算として11,850千円を配分している（前出資料10－２―①―１）。 

なお，施設整備費については，全学的見地から整備計画を検討し，概算要求により予算の確保を

図っている（資料10－２－③－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 予算配分方針は，本校の教育研究活動の目的達成のための事項を考

慮して検討され，それに基づいて適切な予算配分・執行がなされている。また，校長裁量経費で学

内教育・研究プロジェクトを助成し，柔軟な予算執行を図っている。なお，施設整備費については，

概算要求により予算の確保を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料10－２－③－１

予算配分方針 

 

 

（出典 総務課資料）
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観点 10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 高専機構は，財務会計システムを構築しており，各高専は統一された勘定科

目・仕訳により財務会計処理を行っており，財務諸表等が作成される。 

高専機構理事長は，所定の手続きに従って決算数値を確定し，翌事業年度５月末日までに財務諸

表を作成し公表することとなっている（資料10－３－①－１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 高専機構理事長が，翌事業年度５月末日までに財務諸表を作成し公

表している。 

資料10－２－③－２

平成17年度学内予算配分（執行額） 

 

 
（出典 平成 18 年度第５回教員会議資料より編集）

資料10－２－③－３

「平成20年度 概算要求状況」（概算要求事業別・金額抜粋） 

 

 

（出典 平成 20 年度概算要求書）
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観点 10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 財務に関する監査については，独立行政法人通則法第39条により，会計監査

人の監査が明確に規定されているとともに（資料10－３－②－１），高専機構会計規則第45条及び

第46条により，内部監査並びに会計機関の義務及び責任を規定している（資料10－３－②－２）。 

外部監査としては，会計検査院による会計実地監査及び会計監査人による各監査（期首・期中・

期末）があるが，本校は平成17年度に会計検査院による外部監査を受けている。また，平成19年５

月に会計監査人による監査を受けた。 

また，内部監査は高専機構が計画し順次実施しているが，まだ本校では監査を受けていない。 

 

（分析結果とその根拠理由） 財務に対する会計監査に関しては，独立行政法人通則法及び機構会

計規則に明確に定められている。本校は，監査法人及び会計検査院による外部監査を受けている。

高専機構における内部監査は，高専機構が計画して順次監査することになっており，今後その監査

を受ける予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

資料10－３－①－１

財務諸表の作成 

 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 34 号）
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資料10－３－②－１

会計監査人の監査 

 

 （会計監査人の監査） 

 第三十九条 独立行政法人（その資本の額その他の経営の規模が政令で定める基準に達しない独立

行政法人を除く。）は，財務諸表，事業報告書（会計に関する部分に限る。）及び決算報告書

について，幹事の監査のほか，会計監査人の監査を受けなければならない。 

   （会計監査人の選任） 

 第四十条 会計監査人は主務大臣が選任する。 

   （監査人の資格） 

 第四十一条 株式会社の監査等に関する商法の特例に関する法律（昭和四十九年法律第二十二号）

第四条（第二項第二号を除く。）の規定は，第三十九条の会計監査人について準用する。この

場合において，同法第四号第二項第一号中「第二条」とあるのは，「独立行政法人通則法第三

十九条」と読み替えるものとする。 

   （監査人の任期） 

 第四十二条 会計監査人の任期は，その選任の日以後 初に終了する事業年度の財務諸表について

の主務大臣の三十八条第一項の承認の時までとする。 

  （会計監査人の解任） 

 第四十三条 主務大臣は，会計監査人が次の各号の一に該当するときは，その監査人を解任するこ

とができる。 

  一 職務上の義務に違反し，又は職務を怠ったとき。 

  二 会計監査人たるにふさわしくない非行があったとき。 

  三 心身の故障のため，職務の遂行に支障があり，又はこれに堪えないとき。 

 

（出典 独立行政法人通則法 平成11年法律第103号）

資料10－３－②－２

内部監査並びに会計機関の義務及び責任 

 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 34 号）



苫小牧工業高等専門学校 基準10 

 - 592 -

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

該当なし。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

財務基礎については，本校の目的に沿った教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定に遂行す

るために必要な校地・施設・設備等の資産を有している。また，授業料，入学料，入学検定料等の

諸収入，高専機構からの運営費交付金の予算配分など，経常的な収入が確保されている。また，科

学研究費補助金，企業等からの受託研究費の受入にも努力している。 

予算配分及び予算執行は，本校総務課（旧会計課）を中心に諸規則に従って各帳簿を作成し，決

算に於いては関係部署に協力を求めて確定し，機構本部に報告している。 

財務に関する会計監査は，関係諸規則に従って実施されている。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

 

（観点に係る状況） 校長の職務については学校教育法第70条の７を始めとする関連法令の定める

ところであり、 高責任者として学校運営に当たる責任を担っている。本校では学則に基づき校長

任命の下，教務主事，学生主事，寮務主事を置くことを定め，各校務を掌理する責任者としてその

役割を明確に定めている（資料11－１－①－１）。さらに，校長の職務を補佐するため，副校長，

校長補佐の役職を定めている（資料11－１－①－２）。また，学術情報センター及び地域共同研究

センターにセンター長を置き，校長の命を受け当該センターの運営及び業務に関することを掌握す

る責任者としている（資料11－１－①－３）。なお，これらの主事，センター長を補佐するために，

主事補，副センター長を置いている（資料11－１－①－４，５）。 

本校には運営委員会を始めとする13の委員会からなる運営組織がある（資料11－１－①－６）。

運営委員会は校長を委員長とし，副校長，校長補佐，各センター長，各学科長，事務部長で構成さ

れており，本校の運営に関する事項を審議している（資料11－１－①－７）。運営委員会には，必

要に応じて部会を置くこととなっている。また，本校の円滑な運営に資することを目的として，ス

タッフ会議を置き本校運営上の諸問題について意見交換を行っている（資料11－１－①－８）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 校長は 高責任者として学校運営に当たる責任を担っている。校長

の下に主事，校長補佐等を置き，学校運営全般について補佐する体制がとられている。 

学校の管理運営に関する各事項を審議するために運営委員会を始めとする各委員会が置かれ，そ

の役割は規程に明記されている。 

従って，本校では校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となっていると

いえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料11－１－①－１

教務主事，学生主事，寮務主事 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料11－１－①－２

副校長，校長補佐 

 
（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料11－１－①－３

学術情報センター長，地域共同研究センター長 

 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料11－１－①－４

主事補 

 
（出典 本校ウェブサイト規程集）

資料11－１－①－５

副センター長 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料11－１－①－６

運営組織 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）
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資料11－１－①－７

運営委員会 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，運営委員会以下13の委員会が設置されており，規程に基づいて管

理運営に関する業務を分担している（資料11－１－②－１）。 

運営委員会は運営に関する事項の審議とともに（資料11－１－②－２），各委員会の年間計画・

活動結果の点検を行い（資料11－１－②－３），学校全体の管理運営について校長を補佐している。 

また，校長は必要に応じて運営委員会の下に部会等を置き，学校運営に係る特定事項を検討させ

ている（資料11－１－②－４）。 

事務組織については，総務課及び学生課を置き，規程に基づいて分掌を定めている（資料11－１

－②－５）。さらに，事務部長が召集する事務部連絡会を組織し，所管事項の連絡調整等を図って

いる（資料11－１－②－６）。 

なお，事務部における担当部課長が関係委員会の構成員となるとともに，各係が各委員会の事務

を処理している（資料11－１－②－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 運営委員会以下13の委員会が設置されており，管理運営に関する業

務を分担している。各委員会の活動については，運営委員会が点検を行っている。運営委員会では

必要に応じて，部会等が置かれ，諸問題に関して審議を行っている。 

事務組織は，総務課，学生課の２課に分かれており，それぞれ管理運営に係る所掌事務を分掌し

ている。 

以上のことから，本校では管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効

果的に活動しているといえる。 

資料11－１－①－８

スタッフ会議 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料 11－１－②－１

各種委員会の役割 

 
（次ページに続く）
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（資料 11－１－②－１の続き）

 

（出典 総務課資料）
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資料 11－１－②－２

運営委員会における管理運営事項の審議 

 
（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 20 回運営委員会議事録）

資料 11－１－②－３

運営委員会による年間計画・活動結果の点検 

 

（略） 

 

（以下略） 

（出典 平成 19 年度第２回運営委員会議事録）
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資料 11－１－②－４

運営委員会の下での部会の活動の例 

 

（略） 

 

（以下略） 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会議事録）

資料 11－１－②－５

事務組織及び事務分掌 

 

（略） 

 

（略） 

 

（以下略） 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料 11－１－②－６

事務部連絡会 

 

 

（出典 総務課資料）
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観点11－１－③： 管理運営の諸規程が整備されているか。 

 

（観点に係る状況） 管理運営の諸規則は，学則，組織規程，各種委員会規程等が制定されており，

継続的に改善が図られている。 

これらの諸規則は苫小牧工業高等専門学校規程集としてまとめられ，学校ウェブサイトに掲載さ

れ て お り 教 職 員 以 外 で も 閲 覧 可 能 で あ る （ 資 料 11 － １ － ③ － １ ， 別 添 資 料 ４

http://www.tomakomai-ct.ac.jp/?division=kitei&source=kitei.html）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 管理運営の諸規程は整備され，継続的に改善が図られている。 

資料 11－１－②－７

委員会における事務部の役割 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では，平成12年度，平成16年度に外部評価委員会を設け，外部有識者か

らの意見・提言を積極的に学校運営に反映させてきた（資料11－２－①－１，２）。例えば，平成

16年度の外部評価委員会において，校長を中心とする企画広報等の運営組織体制検討の必要が指摘

された。これを受けて平成17年度より，企画担当校長補佐を設置した（資料11－２－①－３，４）。

同じく平成16年度の外部評価委員会で，組織の簡素化が望ましいとの指摘を受け，23の委員会を13

の委員会に整理・統合した（資料11－２－①－５，６）。 

さらに，平成17年10月からは外部有識者による運営諮問会議を設置し（資料11－２－①－７），

本校の運営に関する重要事項等に関しての提言を定期的に受けている（資料11－２－①－８）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 外部評価委員会，運営諮問会議を開催して，外部有識者から本校運

営に関する提言を受け，それを管理運営に反映させている。 

 

 

 

資料 11－１－③－１

規程集のウェブサイトへの掲載 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料 11－２－①－１

外部評価委員会の開催（平成 12 年度） 

 

 
 

（出典 苫小牧高専の現状と課題（平成 12 年 12 月））
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資料 11－２－①－２

外部評価委員会の開催（平成 16 年度） 

 

 
（次ページに続く）
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（資料 11－２－①－２の続き）

 

 

 

（出典 外部評価報告書）
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資料 11－２－①－３

平成 16 年度外部評価委員会からの意見（１） 

 

（以下略） 

 

（出典 平成 17 年度第４回運営委員会資料）
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資料 11－２－①－４

意見に対する対応（１） 

 

（以下略） 

（出典 平成 18 年度第 12 回運営委員会資料）
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資料 11－２－①－５

平成 16 年度外部評価委員会からの意見（２） 

 

（以下略） 

（出典 平成 17 年度第４回運営委員会資料）
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資料 11－２－①－６

意見に対する対応（２） 

 

（以下略） 

（出典 平成 17 年度第 15 回運営委員会資料）
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資料 11－２－①－７

運営諮問会議の設置 

 

（出典 本校ウェブサイト規程集）
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資料 11－２－①－８

運営諮問会議の実施 

 

（出典 平成 17 年度運営諮問会議報告書）
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観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校では平成5年より自己点検・評価制度が導入され，本校独自の点検項目

を定め点検評価を行ってきている（資料11－３－①－１）。自己点検・評価は運営委員会が中心と

なって行い，平成６年度，平成12年度には「苫小牧高専の現状と課題」を刊行し（訪問調査時資料

18，19），関係機関に送付することで公表している（資料11－３－①－２）。平成18年度には自己

点検書をまとめ，運営諮問会議による外部評価を経て平成19年度に自己点検・評価報告書として公

表している（資料11－３－①－３）。 

第三者評価については，平成12年度及び平成16年度に外部評価委員会を組織し，外部評価を行い，

「外部評価報告書」等として冊子にまとめ公表している（資料11－３－①－４）。また，平成17年

度からは，常設の運営諮問会議において，外部有識者からの提言を定期的に受け，その結果を冊子

にまとめ関係機関に送付している（資料11－３－①－５，６）。この他，JABEEの認定審査を経て，

本校の「環境・生産システム工学教育プログラム」が5年間の認定を受けている（資料11－３－①

－７）。 

さらに，平成16年12月にはJABEE基準に基づいた学内自己審査会（11－３－①－８）を，平成18

年12月には機関別認証評価基準に基づいた学内自己評価会（11－３－①－９）を実施し，その結果

を学内の諸活動の改善に役立てている。 

なお，各委員会の年度毎の活動結果については，運営委員会及び点検評価委員会による点検，評

価の上，活動報告書としてまとめられ，本校ウェブサイトにおいて公表されている（別添資料５

http://www.tomakomai-ct.ac.jp/contents/intro/activities_report2005.pdf）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校独自の点検項目を定め，総合的な自己点検評価を定期的に実施

している。その結果は，冊子等で関係機関に送付されている。第三者評価として外部評価委員会や

運営諮問会議が開催され，さらに，本校教育プログラムがJABEEによる認定を受けている。 

以上のことから，本校では自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状

況に対して行われ，かつ，それらの評価が公表されているといえる。 
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資料 11－３－①－１

自己点検・評価制度の導入 

 

 

（出典 総務課資料）
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資料 11－３－①－２

「苫小牧高専の現状と課題」送付先一覧 

 ［平成６年度分］ 

 
 

（次ページに続く）
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（資料 11－３－①－２の続き）

 ［平成 12 年度分］ 

 

（出典 総務課資料）
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資料 11－３－①－３

自己点検・評価報告書 

 

 

（次ページへ続く）
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（資料 11－３－①－３の続き）

 

 

（出典 自己点検・評価報告書）
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資料 11－３－①－４

外部評価報告書 

 

 

 

（出典 外部評価報告書）

資料 11－３－①－５

平成 17 年度運営諮問会議報告書 

 

 

（出典 平成 17 年度運営諮問会議報告書）
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資料 11－３－①－６

「平成 17 年度運営諮問会議報告書」送付先 

 

（出典 総務課資料）
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資料 11－３－①－７

JABEE 認定 

 

（出典 教育プログラム認定証）
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資料 11－３－①－８

JABEE 基準に基づいた学内自己審査会の実施 

 

 

（出典 総務課資料）
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資料 11－３－①－９

機関別認証評価基準に基づいた学内自己評価会の実施 

 

（出典 平成 18 年度第 12 回点検評価委員会資料）
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観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の管理運営に対しては運営委員会を中心に「全校的な事項に関しての自

己点検・評価を行う」と定められており（前出資料11－３－①－１），評価とフィードバックのシ

ステムが整備されている（資料11－３－②－１）。このシステムにおいて，各委員会は年度計画実

施結果に対する自己点検を行い，運営委員会，点検評価委員会による点検・評価を経て，次年度計

画への改善のフィードバックを行っている（資料11－３－②－２）。さらに，適当な時期を定めて

行われる自己点検・評価においては，本校が独自に定めた評価項目に従って点検を行い，その結果

を管理運営上の改善に結び付けている。例えば，平成18年度の自己点検・評価においては，バリア

フリーに対応した施設整備計画の策定の必要性が指摘され（資料11－３－②－３），それに対応し

て平成19年６月の運営委員会で，対応策が決定された（資料11－３－②－４）。また，教務委員会

と専攻科委員会との連携を強化する必要性が指摘され（資料11－３－②－５），これを受けて，平

成19年５月の運営委員会で両委員会合同のワーキンググループが組織できるよう規程が改正された

（資料11－３－②－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 管理運営に対して運営委員会を中心とした自己点検・評価とフィー

ドバックのシステムが整備されており，各委員会の年間活動や本校が独自に定めた評価項目に関す

る点検・評価を行っている。また，これらの点検・評価の結果は本校の管理運営上の改善に結び付

けられており，このシステムは有効に運営されている。 
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資料 11－３－②－１

運営に関する点検・改善システム構成図 

 

 

（出典 平成 19 年度第６回運営委員会資料）
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資料 11－３－②－２

平成 18 年度本校年度計画，実施結果とその自己点検及び点検・評価 

 

（出典 平成 19 年度第２回点検評価委員会資料）
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資料 11－３－②－３

自己点検・評価による問題点の指摘（１） 

（出典 平成 18 年度第 19 回運営委員会資料）
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資料 11－３－②－４

自己点検・評価による問題点の指摘への対応（１） 

 

（出典 平成 19 年度第５回運営委員会資料）
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資料 11－３－②－５

自己点検・評価による問題点の指摘（２） 

（出典 平成 18 年度第 19 回運営委員会資料）
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資料 11－３－②－６

自己点検・評価による問題点の指摘への対応（２） 

 
（出典 平成 19 年度第３回運営委員会資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

校長は 高責任者として学校運営に当たる責任を担っており，校長のリーダーシップの下で，効

果的な意思決定が行える態勢となっている。 

本校独自の点検項目を定め，総合的な自己点検評価を定期的に実施している。第三者評価として

外部評価委員会や運営諮問会議が開催され，外部有識者から本校運営に関する提言を受け，それを

管理運営に反映させている。また，本校教育プログラムがJABEEによる認定を受けている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

校長は 高責任者として学校運営に当たる責任を担っている。校長の下に主事，校長補佐等を置

き，学校運営全般について補佐する体制がとられている。 

学校の管理運営に関する各事項を審議するために運営委員会以下13委員会が置かれ，管理運営に

関する業務を分担しており，その役割は規程に明記されている。各委員会の活動については，運営

委員会が点検を行っている。運営委員会では必要に応じて，部会等が置かれ，諸問題に関して審議

を行っている。 

事務組織は，総務課，学生課の２課に分かれており，それぞれ管理運営に係る所掌事務を分掌し

ている。 

管理運営の諸規程は整備され，継続的に改善が図られている。 

本校独自の点検項目を定め，総合的な自己点検評価を定期的に実施している。その結果は，冊子

等で関係機関に送付されている。第三者評価として外部評価委員会や運営諮問会議が開催され，外

部有識者から本校運営に関する提言を受け，それを管理運営に反映させている。なお，本校教育プ

ログラムがJABEEによる認定を受けている。 

管理運営に対して運営委員会を中心とした自己点検・評価とフィードバックのシステムが整備さ

れており，各委員会の年間活動などに関する点検・評価を行っている。また，これらの点検・評価

の結果は本校の管理運営上の改善に結び付けられており，このシステムは有効に運営されている。 

 

 




